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　　　第一話　ボーイ・ミート・ガール







　　　　　１




　ドラム状にした牛肉が縦たてに置かれていた。それをナイフでこそぎ、ピタと呼ばれる半はん月げつ状じようのパンの中に詰つめていく。たっぷりのキャベツを詰め、最後に特とく製せいのソースをかける。ドネルケバブと呼ばれるトルコ料りよう理り。日本ではドネルサンドという呼び名の方がポピュラーだ。

　黒くろ臼うす市しの小さな公園にて、このドネルサンドの屋や台たいが開かれていた。

「はい、お待まちどう」

　できあがったドネルサンドをお客きやくに渡わたし料金を受け取ると、少女は満まん面めんの笑えみで頷うなずいた。

「いや～、値ね段だんを安くしとるとはいえけっこう売れるもんやな～。タコ焼きよりも食いつきええかもしれへん」

　巣す玉だま井いルイ。それが少女の名前だ。小こ柄がらな体たい型けいで、ちょこまかと動いている姿すがたはハムスターを連れん想そうさせる。顔は可愛かわいい方なのだが、そのプロポーションはひたすらお子様だ。とても高校二年生には見えない。

　半年程ほど前に、父親と一いつ緒しよに関かん西さいから引ひつ越こしてきた。借しやつ金きんで首が回らんようになり、父おや娘こで夜逃げしてきたことは秘ひ密みつだ。

　そんな経けい緯いもあり、今も実じつにわびしい赤せき貧ひん生活を送っている。プロポーションが発はつ展てん途と上じようなのもその影えい響きようかもしれない。

「エータくん。キャベツもっと刻きざんどいて。足たりなくなりそうやから」

「へいへいっと」

　エプロンをつけた若わか者ものがそう返事する。

　丸まる見み栄えい太た。ルイと同じく高校二年生。人がいいことが災わざわいし、何かとルイに引っ張りまわされる不ふ運うんな若者。

　ぎこちない手つきでキャベツを刻みながら、栄太は今朝のことを思い出した。

　登とう校こうした直後、力いっぱい叩たたきつけられたゴム鞠まりのような勢いきおいでルイが教室に飛び込んできた時のことを……。







「エータくん！　エータくん！　エータくん！　エータくん！」

　突とつ然ぜん教室に飛び込んできて、息いきせき切って喋しやべり出すルイ。

「大変なんや！　えらいことになってもうたんや！」

　思う存ぞん分ぶん大さわぎした後、多た少しよう大人しくなる頃ころを見み計はからって栄太は尋たずねた。

「それで、何が大変なんだ？」

「おとんが……おとん……うちのおとんが……」

　えらくもったいをつけるもんだから、栄太としてもとんでもないことを想そう像ぞうしてしまう。

（まさか、タコ焼きの屋や台たいが爆ばく発はつとかして巻まき込まれてしまったりしたのか！）

　だけど幸さいわいなことにそんなんじゃなかった。

「うちのおとんが、また通り魔まに襲おそわれてもーたんや」

「またって、そんなはずはないよ。だって」

　栄太は声を潜ひそめる。

「鬼おにパジャマは僕ぼくの家のタンスの奥おくに厳げん重じゆうにしまってあるし。もう抱だきつき魔が現あらわれることは」

「違ちがうんや。おとんが襲われたのは抱きつき魔やない。肉好き魔なんや」

　意味不明の言こと葉ばが飛び出した。

「おとんがスーパーで特とく上じよう松まつ阪ざか牛ぎゆうを当てたんやって。うちんとこに電話があって今夜は豪ごう華かにすき焼きにしようって決まってたんや。それなのにその帰り道に、肉好き魔に襲われて、松阪牛を奪うばわれてもうたんや！」

　涙なみだすら瞳ひとみに浮かべている。

「牛ぎゆう肉にくを食べることやって滅めつ多たにないことやったのに。しかも松まつ阪ざか牛やで。許せへん。絶対に許せへんで」

　怒いかりの拳こぶしをプルプルと震ふるわせている。

「楽しみしてた松阪牛が盗ぬすまれちゃったのは分かったよ。ルイさんがすごく悔くやしいのも分かる。ただ、肉にく好ずき魔まって名前はどうかと思うよ。単たんなるひったくりなんじゃないの？」

「そんなんやないんや。その辺あたりに住んでいる友達に聞いたんやけど、最近肉がなくなる事じ件けんが多た発はつしてるらしいんや」

　ルイが説せつ明めいする。

「買い物帰りの主しゆ婦ふが気がつくと買い物袋ぶくろごとなくなっていたり、ハンバーガーを食べながら歩いていた学生が気がつくとハンバーガーがなくなっていたり、肉屋のウインドーケースが壊こわされて肉がなくなってたこともあったんやて」

「ちょっと待まって」

　栄えい太たが深しん刻こくそうな顔で言う。

「気がつくとってとこがものすごく気になるんだけど、もしかして被ひ害がい者しやは肉がなくなった時のことを覚えてないってこと？」

「そうなんや。うちのおとんかて気がつくと肉がなくなったって言うとった。せやから昨日きのうはてっきりおとんがどっかに落としてきたもんだと思って、怒おこったんやけどな。今朝学校にきて友達から肉紛ふん失しつ事件のことを聞いてピンときたんや」

　ルイは確かく信しんを込めて呟つぶやいた。

「鬼おに○○○が使われたんや！」

「何？　そのマルマルマルって」

「仕し方かたないやろ。まだ何なのか分からへんからそうとしか言いようがないんや。つまんないことは気にしたらあかん。とにかく、鬼○○○が悪いことに使われてるってことや。鬼パンツ、鬼ビキニのオーナーとしてこれを放っとく訳わけにはいかへんで！」

　声高らかに言う。

　鬼パンツと鬼ビキニ。それは、身みにつけた人間を鬼へと変えてしまう世よにも珍めずらしい代しろ物ものなのだ。

　偶ぐう然ぜんにそれらを手に入れたことで、二人はこれまでいろんな騒そう動どうに巻き込まれている。

　しかも、この鬼○○○シリーズはまだ他にもいろいろと存そん在ざいし、黒くろ臼うす市し中じゆうにばらけてしまっているのだった。

「そういう訳やから、今日の放課後に罠わなを張ることにするで。おとんの知り合いからドネルサンドの屋や台たいを貸してもらうことになったんや。噂うわさの近くで屋台を開いて安くドネルサンドを売る。きっと肉好き魔はその匂においにつられてでてくるはずや」

　ルイは栄えい太たの肩かたをガシッと摑つかんだ。

「協力してくれるな？　エータくん！」







（ルイさんの迫はく力りよくに押されてつい協力することになっちゃったけど、本当にこれって罠わななのかな？）

　キャベツを刻きざみ終わり、ルイをチラリ見る。団だん体たいの客きやくの到とう来らいで大急ぎでドネルサンドを作っていた。その顔は満まん面めんの笑えみだ。とても罠をしかけているようには見えない。

「エータくん。キャベツ刻めた？　やったらちょーだい」

「ああ」

　刻んだキャベツを入れたタッパーを渡わたしながら、栄太は小声で尋たずねた。

「ルイさん。一いち応おう念のため聞くんだけど、これって罠なんだよね。肉にく好ずき魔まが本当に出たら商しよう売ばい抜ぬきで追いかけるんだよね」

「当たり前やないの」

　当とう然ぜんとばかしにルイが頷うなずく。

「あ、エータくん。ドネルサンドが思ったより売れてて、うちが本ほん来らいの目的を忘れてもうたと思ったんやろ？　そないなことないって」

「でも、この間だってそんなこと言っていざってなったら僕だけに行かせたじゃないか。抱だきつき魔事じ件けんのときだよ」

「心しん配ぱいいらへんって。あの時は家か計けいの足たしになるかと思ってつい夢む中ちゆうになってもうたんやけど、今日はそないなことにはならへん。だって売り上げ全部、屋や台たいの持ち主ぬしに渡す約やく束そくなんやからな。がんばったっていいことあらへんもん」

　ルイはそう言うと、再ふたたび接せつ客きやくに戻る。

「なるほど、そういうことなら安心だな」

　栄太が納なつ得とくした直後だった。

「うわああああああああああああ！　俺のドネルサンドが！！！」

　タイミングを見み計はからったように、そんな悲ひ鳴めいが聞こえてくる。

「ルイさん。出たよ！」

「そうみたいやな」

　ルイは準じゆん備び中ちゆうって札ふだを屋台にかけると、鬼おにビキニになるために服に手をかける。

　と、その時だ。ルイのポケットの携けい帯たい電話がピロロロロと音を立てた。

「あ、もしもし。ムスタフさん？　ぼちぼち売れとるで。大だい丈じよう夫ぶ、売り上げを全部渡す約束はちゃんと守るやさかいな。それより今ちょっと急いどるんや。また後で……」

　そこで、ルイの様よう子すが変わった。

「え、ホンマか。分かった。おおきに。ホンマホンマおおきにありがとー！」

　ぺこぺこと頭を下げて携けい帯たいを切ると、ルイは準じゆん備び中ちゆうの札ふだをひっぺがす。

「さ、注ちゆう文もんをどうぞ」

「ちょっとルイさん！　話が違ちがうよ！」

　つっこみを入れる栄えい太たに、ルイは熱い瞳ひとみで言った。

「仕し方かたないんや。今、屋や台たいの持ち主ぬしから電話があって、売り上げが三万を超こえるようならそれを超えた分はうちにあげてもええって言うんや。このペースなら三万も超えられそうやし。その分でせめてスジ肉でもええから牛ぎゆう肉にくを買うておとんと食べたいんや。昨日きのうの悔くやしさを紛まぎらわすためにも！」

　そこまで言われてしまうと、栄太としては何も言えなくなってしまう。それに、頭のどこかではこんな展てん開かいも予よ測そくしていたのだろう。

「しょーがないな」

　やれやれと息いきを吐はき出すと、栄太はさっさと鬼おにパンツ一枚になった。

　そして、悲ひ鳴めいが聞こえてきた方向へ走り出した。




　　　　　２




　夕時の道だ。まだ人の目だってある。パンツ一枚で走る栄太の姿すがたは、当とう然ぜんのごとくおおいに目立っていた。

（すぐに忘れてくれるんだろうけど、やっぱり慣なれるもんじゃないな。これは）

　恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、一いつ心しん不ふ乱らんに走る。その甲か斐いあって、被ひ害がい者しやをすぐに発見することができた。つい先ほどドネルサンドを買っていった若い男の客きやくだ。

「これは……」

　駆かけ寄よった栄太は思わず息を吞のんだ。男の持っていた鞄かばんはボロボロに引き裂さかれていたのだ。とてもじゃないけど人間技わざじゃない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　栄太が男を抱かかえ起こすと、男はかすれた息を吐き出した。

「道を歩いていたら……いきなり路ろ地じから飛び出してきて、俺のリュックを……」

「犯はん人にんはどんな奴やつでしたか？」

「それは……」

　何かを言おうとしたところで、男はあれって顔をした。目をぱちくりさせてから、不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「どうして俺のバックがボロボロになってるんだ？」

　ダメだこりゃって栄太は思った。先ほどの出で来き事ごとを忘れてしまったのだ。どうやら鬼○○○が関係していることは確たしかのようだ。

　首をひねってる男はそのままに、栄えい太たは悔くやしそうに歯は嚙がみした。

「もうちょっと早く来てれば犯はん人にんも追いかけられたかもしれないのに。また次の被ひ害がい者しやがでるのを待まつしかないのかな」

　と、栄太は気がついた。道に残ざん飯ぱんのようなものが落っこちているのに。歩あゆみ寄よって見ると、それはドネルサンドに入っていたキャベツだ。きっと犯人は意い地じ汚きたなく食べながら去さっていったのだろう。その時にキャベツが落っこちたようだ。

（これをたどって行けば犯人にたどりつくかも!!）

　野や菜さいたっぷりのドネルサンドに感かん謝しやしながら、栄太は追つい跡せきを始めた。点てん々てんと落ちているキャベツをたどっていく。

　やがて、キャベツは終しゆう着ちやく点てんへと訪おとずれた。最後のキャベツは、一いつ軒けんの家の前に落ちていた。こぢんまりとはしているけれど、住み心地ごこちの良さそうなお洒落しやれな一軒屋だ。

　犯人がこの家に入っていったのは間ま違ちがいないだろう。

「ここが犯人の家か」

　栄太が家を見上げてると、肩かたをちょんちょんと叩たたかれる。振り向くと、鬼おにビキニ姿すがたのルイが立っている。

「ルイさん。どうして？」

「お客きやくさばけたから急いで悲ひ鳴めいの聞こえた所へ向かったんや。そしたらドネルサンドのキャベツが落ちてるやん。それをたどってきたんや」

　家を見上げる。

「ここに肉にく好ずき魔まが住んでるんやな。突とつ入にゆうしてふんじばってやるで」

　家に飛び込んでいきそうになるルイを、栄太が慌あわてて止める。

「待まってって。もう鬼○○○は脱ぬいじゃってるかもしれないし、何人か人がいたら厄やつ介かいだよ。誰だれが肉好き魔か分からないんだから。家は特とく定ていできたんだからこれからじっくり調ちよう査さして」

　と、その時だ。家の扉とびらがガチャリと音をたてる。

「誰か出てくる！」

　二人は反はん射しや的に近くの電でん柱ちゆうの陰かげに隠かくれた。

　家から出てきたのは、高校生くらいの女の子だった。大人しそうな雰ふん囲い気きで、可愛かわいらしいと言っていいだろう。

「誰かの話し声が聞こえたけど、気のせいだったのかしら？」

　女の子は小こ首くびを傾かしげてから、まあいいわと呟つぶやく。それから、スキップをするような足取りで歩き始めた。頭の中がややメルヘン系けいのようだ。

「さすがにあの女の子が肉好き魔ってことはないよね」

　同どう意いを求める栄太。と、ルイが声をあげた。

「うち、あの娘こ知っとるで。尾お志し屋や学がく園えん高校の一年の娘や。何度か学校で見かけたことあるもん」




　　　　　３




　尾お志し屋や学がく園えん高校の中なか庭にわはお昼を食べる生徒で賑にぎわっていた。

　中庭には何本も大きな木が植うえられていて、初しよ夏かの日ひ差ざしを遮さえぎってくれる。学校自体が少し高たか台だいにあるせいで、風通しも悪くない。

　芝しば生ふに座すわりお弁べん当とうを食べている女子生徒の集団がいた。きゃあきゃあと華はなやいだ声をあげ、青春の香かおりが漂ただよっている。

　そんな集団を、草くさ葉ばの陰かげから観かん察さつする二人組があった。別に変へん質しつ者しやって訳わけじゃない。栄えい太たとルイの二人だ。

　だけど、サバイバル部から借かりた迷めい彩さい服ふくを着て双そう眼がん鏡きようを覗のぞいている姿すがたは、変質者と言われても文もん句くの言えないとこだろう。

「ルイさん。わざわざこんなことしなくても、本人に直ちよく接せつ聞いてみればいいんじゃないの」

　やんわりと文句を告げる栄太を、ルイが睨にらみ付ける。

「何言うてんねん。あの娘こが肉にく好ずき魔まやって可か能のう性せいもあるんやで。直接聞いたら怪あやしまれてまうやろ。第一、調ちよう査さをしろって言うたのはエータくんやろ」

「僕の言った調査ってのは、こんな格かつ好こうして茂しげみに隠かくれて、あの娘の弁当の中なか身みを覗のぞき見るってもんじゃなかったんだけどな」
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　杉すぎ並なみ愛あい香か。それが昨日きのうの少女の名前だった。ルイの言ったとおり、尾お志し屋や学がく園えん高校の一年生。家族構こう成せいは、両親と兄と姉との五人暮ぐらしとのことだった。

　肉にく好ずき魔まはこの五人の中の誰だれかと考えて間ま違ちがいないだろう。

　それから先の調ちよう査さ方ほう針しんについて、ルイの考えは実じつに分かりやすかった。

『人から奪うばってまで肉を食べようとするんや。家族の中で一番の肉好きが犯はん人にんに違いないんや！』

　かくして、手始めに愛香が肉好きかそうでないか。それを確たしかめるためにこんなストーカーじみた行動をしているのだった。

「真しんの肉好きやったら弁当のおかずにも肉っ気けが満まん載さいのはずや。せやからしっかり確かく認にんするんや」

「しょーがないな[image: ～][image: ～]」

　栄えい太たは双そう眼がん鏡きようを目に当てる。

「何か見えた？」

「いいや？　手の陰かげに隠かくれておかずがよく見えないんだ。本人もご飯はんしか食べてないし。もうちょっとなんだけど……」

　そんなことをやっていると、キュルルルルという情なさけない音が響ひびいてくる。

「あははは、他人の弁べん当とうばっか見とったら何やお腹なかが空すいてきてもうたわ」

　ルイが照てれくさそうに笑った。

「ちょっと購こう買ばいに行ってアンパンでも買うてくる。エータくんはそのまま調査を続行するんやで」

　そう言うと、ルイは茂しげみを出て購買へと向かい始めた。しかも匍ほ匐ふく前ぜん進しんで。

「別にあそこまでなりきらなくてもいいのになあ」

　そう呟つぶやいてから、栄太は再ふたたびターゲットに双眼鏡を向ける。

（しかし、ここで弁当のおかずが肉満載だったとしても、それだけで彼女が肉好き魔とは決められないんじゃないかな？　たまたま冷れい蔵ぞう庫こに古い肉があってお母さんが片かた付ずけるために弁当に入れたって可か能のう性せいもあるだろうし。家族全員が肉好きって可能性だってある訳わけだし。こんなことしないでまた同じようにドネルサンドの屋や台たいを開いて待まち構かまえていた方がいいんじゃ……）

　そんなことを考えていた栄太の腕うでが、ぐいって引っ張られる。

「え？」

　気がつくと、茂みから外へと転げ出ていた。

「ちょっと、何やってるんですか！」

　腕を組んで栄太のことを睨にらみ付けていたのは、ターゲットの愛香と一いつ緒しよにいた女子生徒達だ。栄えい太たのことを取り囲かこみ鋭するどい視し線せんを投げかけてくれている。

「先生呼んできて、校内にストーカーだって」

　何だか話が大おお事ごとになりそうだったから、栄太は慌あわてて声を張り上げる。

「待まって、怪あやしい者じゃないんだ」

　格かつ好こうといいやっていた行動といい、とてつもなく説せつ得とく力りよくがないのをヒシヒシと感じる。それでもこのままでは痴ち漢かんにされてしまいかねない。

（どうしてこんな時にかぎってルイさんいないんだよ）

　頭の片かた隅すみで文もん句くを言いながらも、必ひつ死しになって説明する。

「僕は二年Ｃ組の丸まる見み栄太で、この衣い装しようも双そう眼がん鏡きようもサバイバル研けん究きゆう部ぶから借かりた物なんだ」

「パンツ鬼おにの人だわ」

「下着の趣しゆ味みだけじゃなく行動まで変へん態たいなのね」

「きっと私達のパンツを見てたんだわ！　パンツフェチなんだわ！」

　そんな囁ささやき声が聞こえきて、何だかいたたまれなくなってしまう。消えられるものなら消えてしまいたい。

　それでも誤ご解かいを解とこうと必死になる。

「違ちがうんだって。別に君たちを双眼鏡で覗のぞき見してた訳わけじゃないんだ」

「噓うそです！　双眼鏡は私達の方を向いていました！」

「いや、確たしかに双眼鏡はそっちを向いてたけど僕が見てたのは……」

　ええいままよとばかしに、栄太は愛あい香かを見て言った。

「彼女の……お弁べん当とうなんだ」

「え？　私のお弁当？」

　愛香がびっくりしたように目を丸くする。

「噓よ。どうして弁当なんか見るのよ。私達のパンツ見てたんでしょ！」

「本当に違うんだって。お弁当を見てたんだ。おかずを知りたかったから」

「どうしてよ！」

「それは……」

（謎なぞの肉にく好ずき魔まかどうかを見み極きわめるためにおかずの肉比ひ率りつを確認したかったなんて言えないし、ああ、ルイさん早く帰ってきてうまいこと誤ご魔ま化かしてくれよ。このままじゃ本当に痴漢にされちゃうよ！）

　大おおいに弱る栄太。だけど、救きゆう世せい主しゆが現あらわれた。もっとも、それはルイではなかったけれど。

「なるほど～。そういうことだったんですね～」

　それまで怒おこっていた女子生徒の一人が、何故なぜか突とつ然ぜんニヤニヤとした笑いを顔に貼はり付ける。

「愛香ちゃんのお弁当のおかずを知りたかった。つまり、愛香ちゃんの好すきな食べ物が知りたかったってことですよね」

（うっ、もしかしてこの娘こは真しん相そうに気がついたのか？）

　思わず身み構がまえる栄えい太ただけど、どうも違ちがうようだ。

「愛あい香かちゃんの好すきな物を知りたい。つまりこれって、愛香ちゃんのことが好きってことですよね」

「えええええええええええええええええええええええええ！」

　とんでもない言こと葉ばに、栄太は特大のえええええええを響ひびかせる。だけどそれよりも女子生徒達のきゃ────という声の方が大きくてかき消されてしまう。

「いや、そうじゃないんだって。違うんだ。誤ご解かいだよ」

　一いつ生しよう懸けん命めい説せつ明めいするけれど、すでに蜂はちの巣すをつついたみたいになっている女子生徒達には通じない。

「もしかしたら好きなおかずでお弁べん当とうを作って愛香ちゃんにプレゼントするつもりだったんじゃないの？」

「その時に告こく白はくするつもりだったのよ」

「今の時じ代だい、男だって料りよう理りの腕うでが重じゆう要ようになるもんね。顔があんな程てい度どだからそれぐらいの付ふ加か価か値ちはつけないといけないって分かってるのね」

　何だかすごく失礼なことを言われている。

「愛香。どうするの？」

「迷めい惑わくだったら迷惑ってちゃんと言った方がいいわよ」

「そうそう、あのパンツ鬼おにの人だからね。料理だってどんなの作ってくるか分からないわよ」

「ここでハッキリ言っとかないと、あとあと付け回されて大変よ」

「え、え、え、え、え」

　他の女子生徒に押されるようにして、愛香が栄太の前へとやってくる。

（だから僕はこの作戦は嫌いやだったんだよな）

　栄太ははらはらと落らく涙るいした。

（痴ち漢かん扱あつかいされたあげく、女の子に迷惑だって言われるんだもんな）

　別のその気があった訳わけじゃない。そうじゃないけど傷きずついてしまうそんなお年とし頃ごろの栄太なのだ。

「ああああ、あののののの」

　顔を赤くして、愛香が緊きん張ちようした口く調ちようで喋しやべり出す。

（来るぞ）

　思わず体を硬かたくして身み構がまえる栄太の前で、愛香はペッコリと頭を下げた。

　そして、小さいながらもハッキリとした声で言った。

「こんな私ですけど、よろしくおねがいします」

　予よ期きしようもない『奇き跡せき』だった。







「エータくん。お腹なか空すかしてるんやろな。エータくんの分は奮ふん発ぱつして焼きそばパンにしたんや。きっと喜よろこぶで」

　そんなことを呟つぶやきながら、匍ほ匐ふく前ぜん進しんで戻ってくるルイ。

「あれ？」

　中なか庭にわの光こう景けいに、思わず目をぱちくりさせる。人っこ一人いないのだ。

「どういうことなんやろ？　雨でも降るんやろか？」

　すぐにその理由には気がついた。始し業ぎようをつげるチャイムが聞こえてきたのだ。

「あ、そっか。もう昼休み終わってもうたんやな。調ちよう子しに乗ってずっと匍匐前進やったもんな。そら終わるわな」

　ケラケラ笑いながら立ち上がったルイは、茂しげみに埋うもれるようにしてしゃがむ栄えい太たに気がつく。

「何やエータくん。うちのこと待まっとってくれたんか？」

　嬉うれしそうに駆かけ寄よるルイ。

「はい、焼きそばパンや。うちのおごりやで。それで、おかずは見えたんか？」

　栄太は焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみをルイに向けた。

「ちょっと、思いがけないことになった」

「思いがけないこと？　何やそれ？」

　首をくいっとひねるルイに、栄太は魂たましいの抜ぬけたような顔して言った。

「僕とあの娘こ。どうやら付き合うことになったらしい」

「へ？」

　焼きそばパンとあんパンが、ポロンとルイの手から転げ落ちた。

　それは、息いきをすることも忘れてしまいそうなくらいにかなりハイレベルな『思いがけないこと』だった。
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「あっ、センパイ」

　隣となりを歩いていた愛あい香かが不意に足を止めた。

「見てください。このぬいぐるみ。すごく可愛かわいいですよ～」

　愛香が指差す棚たなには、ふわふわした犬いぬのぬいぐるみが置かれていた。見たところポメラニアンのようだ。

「いいですよね～。このふわふわのデザイン。私もこういうの作るの好すきでたまに作るんですけど、こんな風ふうに上じよう手ずにできないんですよね～」

　しばしうっとりとぬいぐるみを見つめてから、愛あい香かはハッと何かに気づいた様よう子すで栄えい太たに顔を向ける。

「すみません。こんなぬいぐるみなんか見てても楽しくないですよね」

「ううん、そんなことないよ。うちの母さんもよく気に入ったぬいぐるみ買ってきて部へ屋やに飾かざってたりするし。僕も嫌きらいじゃないよ」

「本当ですか」

　愛香の顔がぱーって明るくなった。

「それじゃ、もう少しこのお店を見てってもいいですか？」

「ああ、いいよ」

「ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げると、愛香は楽しそうにぬいぐるみを見始める。それでも栄太のことが忘れ去さられた訳わけじゃない。気に入った物を見つける度たびに、栄太を手て招まねきする。

（こういうの、ちょっといいかもしんない）

　ほんのりとした幸しあわせを栄太は嚙かみ締しめた。

　ここは黒くろ臼うす市しに新しくできたショッピングモール。放課後、愛香に誘さそわれて二人でやってきたのだ。

（これって、やっぱりデートって奴やつだよな）

　そう考えると、何だかカーって顔が熱くなってしまう。通りすがりのお医者さんがうっかり手を当てようものなら間ま違ちがいなく病院へ搬はん送そうされるんだろうなって思った。

　と、ポケットの中の携けい帯たいがプルプルと自じ己こ主しゆ張ちようを始める。

「ごめん。ちょっと電話に出てくるね」

　愛香にそう告つげると、栄太は少し離はなれた休きゆう憩けい所じよへとやってきた。そこで通話ボタンを押す。

「はいもしもし」

『エータくん。今どこにおるん？』

　何やらちょっと不ふ機き嫌げんそうなルイの声だ。

『放課後にエータくんの教室に行ったら、一年の女の子が呼びに来て出てったって言うやん。佃つくだ山やまくんが机つくえに頭をゴンゴンぶつけて悔くやしがっとったで』

「そっか、佃山がそんなことしてたか」

　ちょっといい気分になりながら、栄太は言う。

「そうなんだ。あれから、杉すぎ並なみさんに誘われてショッピングモールに来たんだ。ほら、新しくできたとこだよ。ついさっき気がついたんだけど……これってやっぱりデートって奴なのかな？」

『………』

　無む言ごんという名の返事が返ってくる。

「ルイさん。これからどうしたらいいかな？　何なに分ぶんこういったことは初めてだからどうしていいか分かんなくて」

『エータくん。ちょっと浮かれすぎとるんとちゃう？』

　無む言ごんの次は、険けん悪あくという名の返事だ。

『いくら何でもそないに都つ合ごうよくいく訳わけがないやろ？　その娘こが肉にく好ずき魔まで、こそこそ嗅かぎまわってたエータくんの正しよう体たいを探さぐろうとしてるかもしれへんで。あわよくば鬼おにパンツをひっぺがしてしまおうなんて企たくらんでる可か能のう性せいやってあるんや』

「うっ」

　確たしかにそう言われるとそんな気もしてくる。

（そーだよな。あんな状じよう況きようで付き合うことをＯＫって、普ふ通つうありえないもんな。よりにもよって僕なんかで）

　自分に自信がない男性が陥おちいりそうな思し考こうスパイラルに確かく実じつに引き込まれていく。

『エータくん。とにかくまだまだ調ちよう査さが必ひつ要ようやで。確かそのショッピングモールって大きなフードコーナーがあったはずやな。その娘を誘さそってフードコーナーへ行くんや』

「でも、警けい戒かいして肉を食べないかもしれないよ？」

『エータくんが食べればいいんや。その娘の眼めの前で次から次へとぱくぱくと。至し上じようの味わいって顔して食べるんやで。もし肉好きやったら絶対にゴクって喉のど鳴ならしてヨダレもじゅるるってすするはずやから。その音や仕し草ぐさを聞き逃のがすんやないで。うちからのアドバイスは以上や』

　ガチャリと一方的に通話が切れた。

　ルイがいつもよりトゲトゲしてるなあとは思ったけど、今は本来の目的が最さい優ゆう先せんだ。

「彼女の眼の前で肉料理だな。お小こ遣づかい足たりればいいけど」







　ルイの言う通り、フードコーナーはなかなかの広さだった。様さま々ざまな食べ物屋が並ならび、そこで買ったものを中ちゆう央おうのテーブルで食べるという御お馴な染じみのシステムだ。

「おごるよ。何がいい？」

「え、いいんですか。それじゃメロンソーダを」

「食べ物じゃなくていいの？　ハンバーガーとか肉うどんとかサラミピザとかあるけど」

　さりげなく肉メニューを混まぜてみるけど……。

「いいんです。そんなにお腹なか空すいてないので」

　とのことだ。

（何だか、本当にお腹が空いてないみたいだぞ）

　だけど、思い直す。

（いやいや、真しんの肉好きならどんなにお腹が一いつ杯ぱいでも肉は別べつ腹ばらって言うもんな。やはりこれは肉にく好ずきを隠かくすために我が慢まんしているのでは……）

　もはや猜さい疑ぎ心しんの塊かたまりだ。

（よーし、ルイさんの言ってた通り、眼めの前でおいしそうに肉を食べて見せよう。もしかしたら尻尾しつぽを出すかもしれないぞ）

　栄えい太たは、愛あい香かのメロンソーダ。そして自分には特とく大だいのハンバーガーを買ってくる。

　ハンバーガーショップ、『ミートフリーク』のメニュー。トリプルミートバーガーだ。分ぶ厚あついミートパテが三枚も入った超ちよう特とく大だい品ひん。まさに肉好きの肉好きによる肉好きのためのハンバーガーと言えよう。

「いただきまーす」

　そう言うと、特大ハンバーガーにかぶりついた。口くち一いつ杯ぱいに広がる肉の味あじ。どっしりとした歯はごたえのハンバーグだ。八百円も取るだけのことはある。

「うん、おいひいおいひい！」

　ちょっと小こ腹ばらが空すいてることもあって、演えん技ぎなしにおいしそうに食べる。チラチラと愛香に目を向けチェックも怠おこたらない。

　だけど、愛香からゴクリという音は聞こえてこなかった。ヨダレをすする様よう子すもない。

（こいつはなかなか手ごわい相あい手てだぞ）

　ハンバーガーを食べ終わった栄太は次の攻こう撃げきにでた。

　讃岐さぬきうどん専せん門もん店てん、『どんつる』のメニュー。超ちよう肉うどんだ。普ふ通つうの肉うどんの優ゆうに五倍の肉を盛もり上げた一いつ品ぴん。もはやうどんも汁しるも見えない程ほどだ。まさに肉好きの肉好きによる肉好きのためのうどんと言えよう。

「うん、ダシがしみた肉のおいしいことおいしいこと」

　実じつはハンバーグでお腹なかはかなり満まん足ぞくしてたんだけど、それでもおいしいおいしいと言って食べる。

　ゴクリもジュルルもなかった。ニコニコして栄太を見つめている。

（こうなったら、立て続けにいくぞ！）

　止めとけばいいのに、栄太はしつこく攻撃に出た。




　ピザショップ、『アダムスキーピザ』の肉にく型がた飛ひ行こう物ぶつ体たいピザ。

　クレープショップ、『まきまきファクトリー』の丸まるごとハム巻まきクレープ。

　どんぶり専門店、『丼どんと恋こい』の牛うし鳥とり豚ぶた羊ひつじ丼どん。

　すし処どころ、『わびさ』の特とく製せい肉ずし十巻セット。

　カレーショップ、『びっくりカレー』のびっくり肉だらけカレー。




　肉の博はく覧らん会かいだった。見み渡わたす限かぎり肉だった。それを端はしからたいらげていく栄太の体への負ふ担たんもかなりのものだった。

（どうだ、ここまで肉にくを眼めの前で食べられたら、我が慢まんもできないだろう）

　目を白しろ黒くろさせながら、愛あい香かを見るけれど……。

「丸まる見みセンパイってお肉が好すきなんですね～。こんなにたくさん食べられるなんてびっくりです」

　楽しそうにそんなことを言う。

（ええい、こうなったら最後の攻こう撃げきだ）

　最初にフードコーナーに来た時から目をつけていた。だけどあまりにリスクが高いため手を出せずにいたのだ。

　本当に止めとけばいいのに、栄えい太たは最後の攻撃に出てしまった。

（ステーキショップ、『ワイルドビーフ』の殺人メニュー。キラーステーキ。肉好きだったらこれを眼の前で食べられた日には悶もん絶ぜつするに違ちがいない）

　座ざ布ぶ団とんのようなステーキは、かなり凄そう絶ぜつな戦たたかいを予感させた。

（よし、行くぞ！）

　気き合あいを込め、ベリージュースを一いつ気きに飲のみ干ほす。果か実じつパワーで胃い袋ぶくろを活かつ性せい化かさせようと思って買ってきたのだ。

　ところが、何だかそのベリージュースは……酸すっぱかった。

（何だこのジュース。痛いたんでるのかな？）

　渋しぶい顔をしている栄太のもとへ、ワイルドビーフの店員が飛んでくる。

「すみません。ジュースと間ま違ちがってワインを渡わたしちゃったみたいで」

「え？」

　と思った時には、栄太の意い識しきは朦もう朧ろうとしていた。

　こうして、栄太の攻撃は終しゆう了りようしたのだった。
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　栄太が登っている山は、１００パーセント肉でできていた。肉の山だ。

　もうちょっとで頂ちよう上じようだって時に、突とつ如じよとして地じ響ひびきがした。

「何だ何だ？」

　慌あわてる栄太の眼の前で、肉の山が崩くずれ落ちてくる。肉雪崩なだれだ。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　大量の肉に巻まき込まれ、栄太は山から転げ落ちて……。

　ドテ！

　そんな衝しよう撃げきで、栄太は目を覚ました。

　そこは、落ちついた雰ふん囲い気きのリビングルームだった。自分の家じゃないことは確たしかだ。

「えっと、確たしか僕は……」

　もぐもぐと記き憶おくを反はん芻すうする。

（ベリージュース飲んだら何だか酸すっぱい味がして。そしたら店てん員いんが飛んできて実じつはそれはワインでしたとか言われて。ショッピングモールのフードコーナーでお酒さけなんか出すんだって感心しながら意い識しきが朦もう朧ろうとして……）

　さらに反芻する。

（その後、誰だれかに肩かたを貸してもらってショッピングモールを出たようなが気がするぞ。それからタクシーに乗せられて……）

　必ひつ死しになってもぐもぐしてる時だ。

「あ、丸まる見みセンパイ。起きたんですね」

　そう言ってリビングに入ってきたのは、杉すぎ並なみ愛あい香かだ。

　そこで栄えい太たは思い出した。肩を貸してくれたのも、タクシーに乗せてくれたのも、全すべて愛香だったということに。

　となると……。

「もしかして、ここって杉並さんの家？」

「はい」

　愛香は少しだけ恥はずかしそうに頷うなずいた。

「丸見センパイをあのままにしておく訳わけにはいかないし、幸さいわいあそこからなら家近かったですから。タクシーで。あ、タクシー代はステーキ屋の人が払はらってくれたんですよ。それから丸見センパイが食べられなかったステーキもちゃんとテイクアウトにしてくれました。しかもお金も返してくれて」

　テーブルの上には、持ち帰り用のドギーパックが置かれていた。かなり特とく大だいの容よう器きだった。これぐらいじゃなきゃ座ざ布ぶ団とんステーキは入らない。

「これ。パパが飲んでる二ふつ日か酔よいの薬くすりです。気休めにしかならないかもしれないけどどうぞ」

　グラスに入った水と錠じよう剤ざいを手て渡わたされる。喉のどを通る冷たい水の感かん触しよくが心地ここちよかった。

「どうぞゆっくり休んでいてくださいね。家族は夜にならないと帰ってこないから気き兼がねしなくてもいいですよ」

　そう言うと、愛香はグラスを持って台所へと戻っていく。

（なんて面めん倒どう見みのいい娘こなんだ）

　ちょっとばかし感動してから、栄太はハっとする。

（まさか、僕が酔よっ払ぱらっているのをいいことに鬼おにパンツを……）

　さっとズボンを引っ張ってパンツを確かく認にんする。トラジマの鬼パンツはちゃんとそこに君くん臨りんしていた。

（いくらでもチャンスがあったのに、鬼パンツを盗ぬすんでないってことは、どうやら彼女は白しろみたいだぞ。うん。そうに決まっている）

　臆おくすることなく、栄えい太たは戻ってきた愛あい香かに尋たずねた。

「妙みようなこと聞くようだけど、杉すぎ並なみさんって肉にく好ずきだったりするの？」

「実じつは、あんまり好きじゃないんです。お肉を食べると気持ち悪くなったりしてしまうので。かといってベジタリアンって訳わけじゃないですよ。お魚とかは食べますし。カレーやシチューに入ってるよく煮に込こまれた肉だったら少しくらいはおいしく食べられるし」

　それから、慌あわわてて付つけ加くわえる。

「お肉の見た目や匂においも嫌きらいって訳じゃありません。だから丸まる見みセンパイが眼めの前でお肉食べてても全ぜん然ぜん平気ですよ。気にしないでくださいね」

　愛香の言こと葉ばを、栄太は全面的に信じた。

（彼女は肉があまり好きじゃない。したがって、謎なぞの肉好き魔まではない！！！）

　しかし、そうなると疑ぎ問もんが生しようじてくる。

　どうして、あんな簡かん単たんに栄太の告こく白はく？（誤ご解かいの産さん物ぶつだけど）を受け入れたかだ。

（どうして、僕なんかでＯＫしたんだ？　とりたてて格かつ好こういい訳じゃないし成せい績せきがいい訳じゃないし運動が得とく意いな訳じゃないし、それどころか趣しゆ味みの悪いパンツはいてるってことで悪い意味で知ち名めい度どが高い僕なんかの……）

　そのまま考え続けるとマリアナ海かい溝こうの底そこまで気分が沈しずんでしまいそうだったから、それぐらいにしておいた。

「もう一つ。聞かせて欲ほしいんだけど」

　少々緊きん張ちようした面おも持もちで、栄太はその質しつ問もんをぶつけた。

「どうして、僕なんかと……付き合ってもいいって……思ったの？」

「それは……」

　愛香が顔を真まっ赤かにするともじもじ虫になった。

　それでも、勇ゆう気きを出して羽う化かしたのだろう。栄太の顔を見て言った。

「嬉うれしかったんです。丸見センパイが、私の好きな物を知ろうとしてくれたことが。平へい凡ぼんで特とく徴ちようもない私ですけど、丸見センパイはそんな私を特別に見てくれたんだなって。そう思うと嬉しくて……あ、お茶入れてきますね。お茶」

　逃げるように台所へと去さっていく。

「な、なんていい娘こなんだ!!」

　栄太はハラハラと感かん涙るいした。

「今いま時どき、あんな娘が実じつ在ざいしていたなんて。世の中捨すてたもんじゃないぞ。って言うかきっかけは誤ご解かいだったけど、このままうまくいくってのもありかもしれないことで」

　だけど、そこでちょっとだけうかない顔をした。

「あれ？　どうして今、ルイさんのことを思い出したんだろ？」







「ヘックション！」

　黒くろ臼うす市しのとある場所にて、ルイは盛せい大だいなクシャミをかました。

「誰だれかうちのこと噂うわさしとるんやろか？」

　そんなことを考える。

「もしかして、エータくんやったりして」

　そこで、はあとため息いきを吐はき出した。

「そうやったとしても、ほんの一いつ瞬しゆんなんやろうな。だってエータくんそれどころやないんやもん」







　実じつ際さいそれどころじゃなかった。

　ルイのことは多た少しよう気になったけれど、愛あい香かと今後どうしていくかについて思いを張はり巡めぐらせる方に全力を傾かたむけていたのだ。

（やっぱり清きよく正しい交こう際さいを続けてだな。鬼おにパンツのことはしばらくは秘ひ密みつにしておこう。時が来たら正しよう直じきに話して……）

　そこで本来の目的を思い出した。

（そーだ。まずは謎なぞの肉にく好ずき魔まを何とかしなくちゃ）

　愛香でない以上、家族の誰かと考えるのが自し然ぜんだろう。

　例たとえ誰であっても、平へい和わ的てき解かい決けつができるように頑がん張ばろう。そんな決けつ意いを固かためた栄太は、お茶を持ってきてくれた愛香に尋ねる。

「また妙みような質しつ問もんするみたいだけど、家族の中で肉好きの人って誰？　いや、せっかくだからまだ口もつけてなかったし、このステーキをあげようかなって」

「丸まる見みセンパイの気持ちは嬉うれしいんですけど」

　申もうし訳わけなさそうな顔で、愛香は続ける。

「家族みんな、お肉があまり好きじゃないんです」

「なんですと！」

　予よ想そう外がいの言こと葉ばに、栄太は目をぱちくりさせる。

「とくにママとお兄ちゃんはひどくて。スープにちょっとだけ入ってるお肉も嫌いやがるんです。そんなだから食しよく卓たくにもあんまり肉は出ないんですよね。お魚と野や菜さい中心で。パパとお姉ちゃんは私と同じ感じかな？　少しなら大だい丈じよう夫ぶだけどたくさん食べると気持ちが悪くなってしまうって」

　大おおいなる謎の登とう場じようだった。

（どういうことなんだ？　肉にく好ずきの人がいないって……それじゃ謎なぞの肉好き魔まは一いつ体たい誰だれなんだ？　キャベツは確たしかにこの家の前に落っこちてたし、もしかして家の中を通つう過かして逃げていったってことなのか？）

　思し考こう回かい路ろをグルグル回してる栄えい太たの耳に、愛あい香かの声が聞こえた。

「あ、そうだ。肉好きいました。ジェニファーです」

「ジェ、ジェニファー？」

「はい、さっきも大変だったんですよ。そのステーキを食べさせろって大さわぎして」

　楽しそうに愛香が笑う。

　さらに大おおいなる謎が誕たん生じようしてしまった。

（どういうことなんだ？　ルイさんの調べじゃ杉すぎ並なみさんの家族は両親と兄さんと姉さんの五人家族だったはずだぞ。ジェニファーって誰だ？　名前からして外人だけど、ホームステイしてるっていうのか？）

「丸見センパイがいいって言うなら、ジェニファーにお肉あげようかな。こんなには食べられないと思うけど。ジェニファー。ジェニファー」

　謎の人物、ジェニファーの返事はなかった。

「おかしいわね。さっきまでふてくされて玄げん関かんマットの上で寝ね転ころがってたのに」

「そのジェニファーさんは、杉並さんの家族なんだよね」

「ええ、今年で三歳になります。すごく美人なんです」

　また意味不明のことを言う。

（三歳で……美人？　どんな絶ぜつ世せいの美女だって、三歳の頃ころは美人とは言われないんじゃないか？　可愛かわいいって言うだろ？）

「格かく安やすでゆずってもらったんです。最初はパパは反対してたんですけど、今では一番ジェニファーのこと可愛がってるんですよ」

（格安でゆずってもらった？　人じん身しん売ばん買ばいなのか？　肉好き魔を追いかけていてとんでもない事じ件けんと遭そう遇ぐうしてしまったのか？　僕は）

　お馬ば鹿かなことを考えてずんずんと青ざめる栄太に、愛香が言った。

「丸まる見みセンパイのことも気に入ると思いますよ。本当に人ひと懐なつっこい子なんです。お客きやくさんがくるといっつも尻尾しつぽを振って追いかけるくらいなんです」

「尻尾？」

　魂たましいでも抜かれたような顔でポカンとしてから、栄太は尋たずねる。

「ジェニファーって、もしかして、犬いぬ？」

「あ、言ってませんでしたっけ？　マルチーズですよ」

　大いなる謎は解とけた。

「もしかして丸見センパイ。猫ねこだと思っちゃいました？」

　まさか人間だと思ったなんて言えないから、栄えい太たはあははと笑って誤ご魔ま化かす。

「そっか、犬か。そりゃ肉にく好ずきだろうなあ」

「そうなんです。でも毎日あげてたら太っちゃって。それで今はダイエットさせてるんです」

　そこで、愛あい香かはうかない顔で首をひねる。

「だけど、最近ちょっとおかしいんです。ダイエットフードしか食べさせてないのにまたちょっと太り始めちゃって。こっそり誰だれかにエサをもらっちゃってたりするのかな？」

　栄太は、ちょっとばかし……いや、かなり嫌いやな予よ感かんがした。

　まさかそれはないだろうと思ったけれど、一いち応おう確たしかめることにする。

「これまた妙みようなことを聞くんだけどさ」

　そう前置きして、本当に妙なことを尋たずねた。

「そのジェニファーちゃんには、服ふくを着せてたりする？」

「ええ、ママが好きでよくいろんな服を買ってきて着せてるんですよ」

「お母さんが買ってきた服の中に、トラジマの服なんかあったりした？」

「どうして知ってるんですか？」

　驚おどろいたように目を丸くする。

「そうです。ママがリサイクルショップでトラジマの腹はら巻まきみたいな服を買ってきたんですよ」

「ほー、なるほどなるほど」

　泣きたくなるような気持ちで、栄太は尋ねた。

「これは僕の予よ想そうなんだけどさ。もしかしてジェニファーちゃんは好きな時にその服を着たり脱ぬいだりできるんじゃ？」

「丸まる見みセンパイって超ちよう能のう力りよく者しやみたいです！　どうしてジェニファーの特とく技ぎまで知ってるんですか！」

　疑ぎ惑わくは確かく定ていした。

　まさかそれはないだろうって思ってたけど、あってしまったようだ。

「犬いぬだったか！」

　梅うめ干ぼしを食べたように顔をしかめてから、栄太は愛香をしっかりと見つめた。

「杉すぎ並なみさん。何も心しん配ぱいしなくていいから。誰が悪いとかそんなことはないから。僕がちゃんと解かい決けつしてもうこんなことが起きないようにするから」

「え？　丸見センパイ。何言って……」

「待まってて。僕がちゃんとジェニファーを見つけてくるよ。もうこれ以上罪つみを重ねないように！」

　それだけ言うと、栄太はリビングを飛び出していく。

「丸見センパイ。まだお酒さけが残っちゃってるのかな？」

　愛香は心配そうに言った。
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「それにしても、うちは何でこないなとこにおるんやろ」

　黒くろ臼うす市しのとある場所、言ってしまえば昨日きのうと同じ公園にて、ルイは呟つぶやいた。

　場所も同じならやってることも同じだ。ドネルサンドの屋や台たいを開き、香こおばしい肉の香かおりを漂ただよわせている。

「何でムスタフさんに無む理り言うて今日まで屋台借かりて、ここで商売しようと思ったんやろな。調ちよう査さの方はエータくんに任まかせとけばええのに」

　いくら考えても、納なつ得とくのいく答えは浮かばない。だけど、ただ何となくで片かた付づけるにしては大きな手て間まと暇ひまをかけてしまった。

（エータくんとあの娘このことが気になるからやろか？）

　ふとそんなことを考える。

（電話の時もえらい意い地じ悪わるなこと言うてもうたしな。エータくん真ま面じ目めそうやし、ひょんな流れでカップル成立ってこともありえるって本当は思ってるんやけどなあ。ホンマ、なんでうちあんなこと言うてもうたんやろ）

　じっくりと腕うでを組んで考えるけどどうにも答えは出ない。

「ま、ええわ。商売や商売。もしあの娘が肉にく好ずき魔まとは関係なくて、エータくんと本当に仲なか良よしこ良しになったとしても、うちがとやかく言う筋すじ合あいはないもんな。鬼おに友ともとしてお祝いわいしてやるだけや。スペシャルデラックスタコ焼きで」

　だけど、どうにもスッキリしない。

「スペシャルデラックスタコ焼きはちょっと奮ふん発ぱつしすぎかもしれへん。天かすくらいでええかも。ああ、どうしてこないなケチな考えになるんや」

　答えの出ない自じ問もん自じ答とうを繰くり返してる時だった。

　どっご[image: ～][image: ～][image: ～]ん！

　何の前まえ触ぶれもなく、ドネルサンドの屋台がひっくり返された。それも空中で一回転するほどのひっくり返され方だ。もはや『吹ふっ飛ばされた』と言った方がいいだろう。

「な、なんなんや！」

　刻きざんだキャベツを頭からかぶったルイ。彼女がキャベツの隙すき間まから見たものは、肉に顔を突つっ込むようにしてむさぼり食べている一いつ匹ぴきの小こ型がた犬けんだった。しかし、味あじ付つけに飽あきてしまったのだろう。プイっとそっぽを向くととことこ走り去さっていく。

「なんやったんや今の」

　ポカンとしているルイの元もとへ、今度は見み慣なれた人物が駆かけつける。

「あ、ルイさん！」

「エータくん?!」

　状じよう況きようが状況だから必ひつ要ようないのに、ルイは慌あわてていい訳わけを始めた。

「違ちがうんやで。ここで屋や台たいを開いとるのは、昨日きのうの売れ行きが良かったからや。決してエータくんとあの娘このことが気になった訳やないで。ホンマやで。うちは純じゆん粋すいに応おう援えんしてもええと」

「ルイさん！」

　そんなことはどうでもいいといった様よう子すで、栄えい太たはルイに駆かけ寄よった。

「この屋台、もしかして犬にやられなかった？　小こ型がた犬けんに」

「確たしかに屋台がひっくり返された後で小型犬が肉にくを食べてったけど、あんなちっこい犬にこんな真似まねができるはずが」

「できるんだよ！　だってあの犬は僕らと同じなんだから。トラジマの腹はら巻まきのようなものをつけてただろう？」

「そう言えば、そないなもんをつけとったような気がするで」

　ルイは決して察さつしが悪い人間じゃない。むしろこういったことには頭が働はたらく方だった。

「エータくん。ひょっとして謎なぞの肉好き魔の正しよう体たいってのはあの犬なんか？　あの家に飼かわれてる犬なんやろ？」

「そうなんだ。マルチーズのジェニファー。実じつに困ったことに、『鬼おにペット用腹巻』を身につけてるんだ！」

　鬼○○○の、○○○にあたる部分がついに明らかになった。悲しくなるくらいのゴロの悪さだ。

「そらあかんわ。あの犬、この肉に飽あきてたみたいやから、新あらたな被ひ害がい者しやが出てまうで」

　ルイがエプロンを投げ捨すて、服ふくに手をかける。躊躇とまどうことなくビキニ姿すがたになると、頭から二本の角つのをにょっきりと生はやした。

「エータくんも早う」

「分かってる」

　栄太もさっさと服を脱ぬぎ捨て鬼パンツ一枚となる。

「こっちやで！」

　二人で、鬼となったマルチーズを追いかけ始めた。

「でもエータくん。考えようによっては犬で良かったかもしれへんで」

　走りながら、ルイが楽らく天てん的てきに言う。

「いくら鬼ペット用腹巻をつけたからって所しよ詮せんは小型犬や。うちら二人がかりでかかれば簡かん単たんに捕つかまえられるやろ」

　それが、大おおいなる間ま違ちがいだということに気がつくのは、それから数分後のことだった。




　じ・ご・く♡




　すっかり薄うす暗ぐらくなった道を、栄えい太たとルイの二人が歩いていた。

　どうせ忘れてしまうのだけれども、道行く人々は二人の姿すがたにギョッとして立ちすくんでしまう。

　トラジマパンツとトラジマビキニっていう超ちよう個こ性せい的てきな格かつ好こうのせいだけじゃない。

　全ぜん身しん傷きずだらけだったからだ。

「ひどい目にあったな」

　栄太がポツリと呟つぶやいた。

「ホンマ、ひどい目にあうた」

　ルイも頷うなずく。

「鬼おにになったマルチーズがあないに恐おそろしいもんやとは知らんかったわ」

「本当だよ。もはや猛もう獣じゆうって言っても良かったよ」

「何て言うてもあの自じ動どう販はん売ばい機きを嚙かみ砕くだいたのにはたまげたで。背せ筋すじがゾクゾク～ってしたわ」

「僕は、おしっこで電でん信しん柱ばしらを根ね元もとから切せつ断だんしたのが一番怖かった。あれ、ダイヤモンドも切れるっていう水すい圧あつカッターと同じだよ」

　恐ろしい物でも見るように、小こ脇わきに抱かかえたマルチーズのジェニファーに目を向ける。すでに鬼ペット用腹はら巻まきをひっぺがされたジェニファーは、気持ちよさそうにスースーと寝ね息いきをたてている。
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　三台の車と四つの自じ動どう販はん売ばい機きを嚙かみ砕くだき、マーキングと称しようして六本の電でん信しん柱ばしらをおしっこで切せつ断だんし、栄えい太たとルイを傷きずだらけにした挙あげ句く、一いつ生しよう残る心の傷まで残してくれた猛もう獣じゆうなのだ。

　そうこうしているうちに、公園に到とう着ちやくする。

「エータくんは、早く着き替がえてその猛獣を返すんやろ」

　そっぽを向いて、ルイはぶっきらぼうに言う。

「行方ゆくえ不ふ明めいのジェニファーを見つけたってことで、エータくんの株かぶは上がるで。これであの娘ことの仲なかは安あん泰たいやな」

「それなんだけど。ちゃんと訳わけを話して断ことわろうと思うんだ」

　思いがけない栄太の言こと葉ばに、ルイは驚おどろいて目を大きくする。

「なんでや！　好このみと違ちがうん？」

「そうじゃないんだ。何て言うかさ、杉すぎ並なみさんに悪いなって思っちゃって」

　気持ちを言葉にするのに四し苦く八はつ苦くしながら、栄太は続けた。

「杉並さんは、僕に好すかれたことを心の底から嬉うれしく思ってくれてるんだ。特別と思ってくれてるのが嬉しいって。でもそれは、本当じゃない。誤ご解かいなんだ」

「そないなこと気にせんでもええって！　付き合うとるうちに特別になってくんやから！」

「でも、何だかスッキリしないんだ。だから、ちゃんと説せつ明めいしようと思う。あれは誤解だったってことを。その上で、友達から始めようって。うん、そうする」

　ゆっくりと、だけど確かつ固こたる決けつ意いを込めて栄太は頷うなずいた。

「エータくんって、ホンマに要よう領りようが悪いんやな。人生損そんするで」

　呆あきれたように首を振ってから、ルイはにっかりと白い歯はを見せて笑った。

「でも、エータくんらしくてええよ。うちは好きやな」

「ありがと。それじゃ、ジェニファー返してくるよ」

　走り出そうとする栄太を、ルイは慌あわてて止めた。

「ちょい待まちや！　そないな格かつ好こうで行ったらまともな話なんてでけへんで。できたとしても後で忘れられて終わりや」

「あ、そっか。鬼おにのままだった。ちゃんと服ふく着ないと」

　ボケボケな自分に呆れてから、栄太は脱ぬぎ捨すてた服へと歩あゆみ寄る。だけど、ジェニファーが邪じや魔まで服が着れない。

　眠っているから大だい丈じよう夫ぶだろうとジェニファーを茂しげみにそっと置くと、まず靴くつ下したの片かた方ほうを履はいた。そこでバランスをくずしてしまったのがいけなかった。よろめいて倒たおれた拍ひよう子しにジェニファーの尻尾しつぽを踏ふんでしまう。

　キャイイイイイイイン！

　飛び起きたジェニファーは、悲ひ鳴めいをあげると一いち目もく散さんに逃げ出した。

「あ、こら待まて！　せっかく捕つかまえたってのに！」

　栄えい太たはジェニファーを追いかけた。公園を出て少し進んだ路ろ地じの辺あたりでジェニファーを捕まえる。

「こら、落ち着けって！　キャンキャン吼ほえるなって！　本当だったら皆みなに叱しかられるとこを黙だまっといてやるんだぞ」

　それでもジェニファーはキャンキャン吼えて仕し方かたなかった。さらに栄太の手にガブガブと嚙かみ付く。鬼おにペット用腹はら巻まきを外はずされているから、肉にくと骨ほねが持ってかれるってことはないけれど、かなり痛いたい。

「痛いじゃないかよ！」

　栄太はちょとだけ頭にきた。ついさきほどまで本気で食べられそうになっていた記き憶おくが蘇よみがえる。その時の悔くやしさもあって、栄太はジェニファーを目の高さまで持ち上げると大おお口ぐちを開けた。

「があああああ！　大人しくしないと食べちまうぞ！」

　それが、栄太の運うんの尽つきだった。

「ええええ！」

　すぐ近くから息いきを飲のむ声が聞こえる。首を動かすと真まっ青さおな顔をした愛あい香かが立っていた。

「丸まる見みセンパイ。いくら肉にく好ずきだってなんてことを……」

　この誤ご解かいを解とくのは、意外と大変なことになるかもしれない。

　傷きずだらけの栄太は、頭の片かた隅すみでふと思った。

　そして、残念ながらそれは的てき中ちゆうしたのだった。
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　抜ぬけ殻がらが、椅い子すに座すわっていた。

　セミの抜け殻じゃない。魂たましいの抜け殻だ。

　ちなみに、抜け殻の正しよう体たいは栄太だったりする。

　棺かんおけに両足を突つっ込んだような表情で、机つくえにゴロンと頭を乗のせ、窓まどの外をぼんやりと見つめる栄太。クラスメイトらも近寄りがたいのか遠とお巻まきに避さけていた。

「おっはよー」

　陽よう気きな声を出して教室に入ってきたのは佃つくだ山やまだ。宝たからくじで一いち億おく円えん当てましたって顔つきで栄太の所へやってくると、百万ドルの笑え顔がおを貼り付け言った。

「よ、栄太。一年の女の子にふられちまったってな」

　調ちよう子しづいて、佃山はぺちゃくちゃと話す。

「聞いたよ。お前、彼女の可愛かわいがってる犬いぬを食べようとしちまったんだって？　まあ、お前のことだから本ほん気きでそんなことしようとした訳じゃないんだろうが、向こうはカンカンらしいじゃないか」

　ポンポンと栄えい太たの肩を佃つくだ山やまは叩たたいた。

「ま、そんなに落ち込むなって。遅おそかれ早かれそうなるはずだったんだからよ。ショックが早くにきて良かったじゃないか」

　慰なぐさめるように言う佃山のこめかみに、ファイルによる鋭するどい一いち撃げきが入った。

「ちょっと、そんなのちっとも慰めになってないでしょーが！」

　佃山を睨にらみ付けてから、奈な音おんは栄太に優やさしい瞳ひとみを向けた。

「元気出してね。丸まる見みくん。彼女だけが女の子じゃないからね。きっと丸見くんに相応ふさわしい女の子が現あらわれるわよ」

　それから、俄が然ぜん張り切った様よう子すでファイルを栄太の前に置いて開く。

「実じつは丸見くんみたいな男の子のためにスペシャルなイベントを企き画かくしたの。ちょっとしたお見合いパーティーみたいなものよ。他た校こうからもたくさんの女の子に参加してもらってるわ。本当は会かい費ひで五千円もらいたいところだけど、他ならぬ丸まる見みくんのことだから特とく別べつに三千円で」

「おい、栄太。その気になるんじゃないぞ。きっと女子全員こいつのグルだからな。財さい布ふの中身を全部引っ張り出されて尻しりの毛けまで抜ぬかれちまうぞ」

「ちょっと！　佃山！　人がせっかく丸見くんのこと心しん配ぱいして誘さそってあげてるのに妙みようなちゃちゃ入れないでよ」

「クラスメイトが騙だまされるとこ黙だまって見てられるかよ」

　二人がわーのわーのケンカを始めた。やかましいことこの上なしなのだけれども、栄太の耳には届とどいていなかった。

（よりもよって杉すぎ並なみさんに聞かれちゃうなんて。事じ前ぜんに演えんじてた肉にく大だい好すきキャラのせいで、いくら冗じよう談だんだって言っても通用しないし）

　しかもその時の格かつ好こうもまずかった。トラジマの鬼おにパンツ一枚って格好だ。正確に言えば靴くつ下したは履はいてたのだけれども、それもこの惨さん事じを引き起こした要よう因いんの一つ。そのせいで鬼になれず、愛あい香かにしっかり覚えられてしまったのだから。

（本当だったら、正しよう直じきに自分の気持ちを打ち明けて、それから友達づきあいから始まって、ひょっとしたらその先の仲に進しん展てんって可か能のう性せいもあったのに）

　それらが全部パア。

　きっと一年の間では、『二年Ｃ組の丸見栄太はパンツの趣しゆ味みがおかしいだけじゃなく犬も食べてしまおうとするくらいの異い常じような肉好きだ』なんて噂うわさがまことしやかに広まっていることだろう。

　これを不ふ運うんと呼よばずになんと呼ぼう。

　この世よに神かみはいるのだろうか？　こんな運うん命めいのイタズラが許ゆるされていいのだろうか？　なぜかくも自分にこのような試し練れんをかせられるのであろうか？

　とまあ、いくら文学チックに心の中でまくしたててみたところ、どうしよーもない。

「もうちょっと夢ゆめ見ていたかったなあ」

　マイナスオーラが満まん載さいの息いきを吐はき出す栄えい太た。と、眼めの前にひょっこりと元気一いつ杯ぱいの顔が突つき出される。

「エータくん。おはよ。ちっとは元気出た？」

「そう簡かん単たんにでるわけないよ。昨日きのうの今日なんだから」

　ブスっとして言う栄太に、ルイはそうやなあと頷うなずく。

「うち、一ひと晩ばんいろいろと考えたんや。エータくんをどうやって励はげまそうかなって。せやからちゃんと聞いて」

　そう前置きすると、ルイは彼女には珍めずらしくゆっくりと言こと葉ばを並ならべた。

「エータくんがどんなに他の人に変へん態たい変態って言われても、鬼き畜ちく鬼畜って言われても、人間の心を持たない肉にく好ずき魔まって呼よばれても、けったいなパンツなんかはいてる変へん人じんって言われても」

「ルイさん。僕のことさらに落ち込ませようとしてるの？」

「いいから黙だまって聞き！」

　ぴしゃりと叱しかりつけると、ルイはコホンと咳せきをし続ける。

「どんなに、他の人に誤ご解かいされても、うちだけは味み方かたやで。だって鬼おに友ともやんか」

　ルイの励ましは終わった。

「以上終わり？」

「終わりや。なかなか良かったやろ？」

　あっけらからんとそう言われてしまうもんだがら、何だか真しん剣けんに落ち込んでいるのがバカらしくなってきた。

「ルイさんは、落ち込む気もなくさせる天てん才さいかもしれないね」

　ちょっと皮ひ肉にくを込めたつもりだったけど、ルイは額がく面めん通どおりに受け止め大喜よろこびする。

「せやろ。うちもそうじゃないかって思ってたんや」

　そんなルイを見ていたら、本当に気分が楽らくになってきた。

「ありがと。何だかちょっとだけ元気がでてきたよ」

　それから、ふと考える。

（だけど、不ふ思し議ぎだな。あんなに落ち込んでたのにルイさんと話してるだけで元気になれたんだもんな。そう言えば、杉すぎ並なみさんの家でもルイさんのことちょっと思い出したし。もしかして僕はルイさんのこと……）

　青せい春しゆん爆ばく弾だんの導どう火か線せんに火がつけられた。ジジジジと音をたてて導火線はどんどん短くなっていく。

（もしかして僕は、ルイさんのこと、す……）

　あと一いつ歩ぽで青春爆弾が爆発って時だった。ルイのポケットからピロロロという音が聞こえてくる。

「もしもし、おとん。どないしたん。え？　福ふく引びきで当たったマグロの大トロがなくなってもうたって？　気がついたら顔中ひっかき傷きずだらけで持ってたはずの包つつみがないって？　最近その界かい隈わいで魚が消える事じ件けんが起こっとるって？」

　栄えい太たはもう先の展てん開かいが見えていた。だもんでさっさと教室から逃げ出そうとする。

　だけど、栄太の逃とう亡ぼう劇げきは教室を一いつ歩ぽ出たところで終しゆう了りようした。風のように飛んできたルイが、栄太に詰つめ寄よる。

「大変や！　今度は謎なぞの魚好ずき魔まやって！　おとんの知り合いに立ち食い寿す司し屋やの屋や台たいを持っとる人がおるからそれを借かりるで。早さつ速そく今こん晩ばんから罠わなを張るんや」

　悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり締しめる。

「マグロなんて赤あか身みですらそうそう食べれるもんやない我わが家やに、突とつ然ぜん舞まい降りた大トロ。そいつを奪うなんて許ゆるせへん！　許せへんのや！　エータくん。もちろん協きよう力りよくしてくれるやね！」

　青せい春しゆん爆ばく弾だんが爆ばく発はつするのは、まだまだ先の話になりそうだった。













　　　第二話　鬼封寺からの刺客！！！
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　ここは日に本ほんのどこかの山やま奥おく。

　うんざりするくらい長い石いし段だんを登った先に、その寺はあった。

　鬼おに封ふう寺じ。それがこの寺の名前だった。

　広大な境けい内だいに、立りつ派ぱな建たて物もの。どれもこれも歴れき史しを感じさせるものばかり。

　にもかかわらず、この寺に一いつ般ぱんの観かん光こう客きやくが訪おとずれることはまずない。

　世せ間けんにはまず知られてない、秘ひ寺なのだ。

　その寺の奥おくの座ざ敷しき間まにて、老ろう人じんがしゃがれた声をあげた。

「ううう、わしゃあもうダメじゃあ」

　鬼封寺の大だい僧そう正じよう様さまだ。梅うめ干ぼしの生まれ変わりなんじゃないかってくらいシワクチャの顔をしている。

　布ふ団とんに横たわり、うなされている姿すがたを見る限り、あまり健けん康こうそうには見えなかった。

「大だい僧そう正じよう様さま！　そのように気き弱よわなことは言わないでくだされ！」

「気をしっかり持ってくだされ！」

「そうです！　大僧正様！」

　周まわりを取り囲かこんでいるのは、プロレスラーかと見まごうごときの屈くつ強きような僧そう侶りよ達たちだった。散さん弾だんぐらいなら受け止められそうな筋きん肉にくの鎧よろいを皆みなして着ている。うっかりケンカを売ったら最後、その筋肉でゴリゴリすりつぶされてしまいそうだ。

「あれが世の中に出ぬよう守り続けるのがわしの、この鬼おに封ふう寺じの役やく目めじゃと言うのに……」

　今にも魂たましいが抜けそうな顔で、大僧正が呟つぶやく。

「よりにもよって、あれが盗ぬすまれてしまうなんて！」

　大僧正が言っている『あれ』……それこそが、鬼おにパンツや鬼ビキニといった特別な力を持つ衣い装しよう。

　一月程ほど前まえ、この鬼封寺の蔵くらに保ほ管かんされていた鬼の衣装箱ばこから、ごっそり中なか身みが盗まれてしまったのだ。

「こんなことならやはりセ○ムしておけば良かったんじゃ[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　大僧正は部へ屋や中をゴロゴロと転げまわった。

　弱っている時に、あまりおススメできる行こう為いじゃなかった。

「お止めくだされ！　大僧正様！」

「そんなことをなさっては本当に死んでしまわれます！」

　屈強な僧侶達が一いつ斉せいに大僧正を押さえつけた。

　それが、いけなかった。

「ぐええええええええええ」

　筋肉の重みに耐たえかねて、大僧正が酸さん素そ欠けつ乏ぼうになってしまう。顔が鮮あざやかな紫むらさき色いろになってしまった。

「いかん！　大僧正様の顔が青白く！」

「くそお、これも鬼の衣装が盗まれてしまったせいだ！」

「犯はん人にんめ！　許ゆるさんぞ！　見つけたら……」

　救きゆう急きゆう車しやも呼ばずに、僧侶達がメラメラと殺さつ気きを飛ばしている時だった。

「失礼いたします！」

　一人の若い僧侶が、部屋に飛び込んできた。

「遠えん海かい様さまより、手紙が届とどきました！」

「おお、鬼の衣装の行方ゆくえを追っていた遠海か！」

「何か手がかりがあったと言うのか？」

　僧侶達がざわめく中、飛び込んできた若い僧侶が続ける。

「手紙にはこう書かれてました。寺に忍しのび込んだコソ泥どろ二人をとうとう見つけたと。捕つかまえて拷ごう問もんしたところ、鬼おにの衣い装しようはまとめてリサイクルショップに売ってしまったと。これからその場所へと向かい、鬼の衣装を回かい収しゆうする。だそうです」

「さすが遠えん海かい殿どの！」

「無む駄だに一ひと月つきを過すごしていた訳わけではなかったのだな」

　わいわいと騒さわがれる中、一人の僧そう侶りよが不ふ安あん気げに口を開く。

「だけど、伝でん承しようによれば鬼の衣装というのは身みにつけた者に、類たぐい稀まれなる鬼の力を与えるという話だ。もし誰だれかに買われ身につけられていたとしたら……一体どうやって取り戻すのだ？」

　僧侶一いち同どうが首をひねる中、しゃがれた笑い声が響ひびく。

「しゃーっしゃっしゃっしゃっしゃ」

　酸さん欠けつ状じよう態たいから奇き跡せき的てきに回かい復ふくした大だい僧そう正じよう様さまだ。

「心しん配ぱいはいらん。この鬼おに封ふう寺じは鬼の衣装を保ほ管かんするための寺。鬼の衣装の特とく性せいや対たい策さくにおいても、遠海には一から叩たたき込んである。奴やつならばきっと、鬼の衣装を回収して戻ってくることであろう」

　大僧正は布ふ団とんから飛び上がると、拳こぶしを握にぎり締しめ叫さけんだ。

「鬼の衣装を手に入れてラッキー！　などと言っておる輩やからには、仏ぶつ罰ばちが下ることになろうぞ！」
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　すっかり暗くなった黒くろ臼うす市しを、巣す玉だま井いルイは歩いていた。

　服ふく装そうは、学生服のままだ。とは言っても、学校帰りに遊んでてこんなに遅おそくなった訳じゃない。ルイにはそんな無む駄だなお金も、時間もないのだから。

　貧びん乏ぼう一直線な家か計けいをなんとかするため、学校帰りにスーパーでアルバイト。それが、こんなに遅くなった理由だ。

「思ったより遅くなってもうたなあ」

　腕うで時計を見ると、すでに夜の十時を回っている。

　いつもは八時くらいに終わるのだけど、急な片付けを頼たのまれてしまったのだ。

「でもま、残ざん業ぎよう代だい弾はずんでくれるっちゅうし、ラッキーやったわ」

　ほくほく顔で呟つぶやきながら、細く入り組んだ路ろ地じへと入っていく。

　いくら近道とは言っても、こんな夜に、街がい灯とうもまばらな路地に入ってくなんて、若い女の子としては危険なことかもしれない。

　だけど、ルイには関係なかった。だって、学生服の下には例のアレを身につけてるのだから。

「きっとおとん、お腹なか空すかして待まっとるんやろな。自分でちょっとした料りよう理りぐらいしてくれれば楽らくなんやけど。ほんま、困こまった父親やわ」

　そんなことを呟つぶやきながら、ルイが路ろ地じを抜けた直後だった。

「キャ──────！」

　うら若い女性の叫さけび声が、ルイの耳に飛び込んでくる。

「なんや！」

　悲ひ鳴めいの聞こえた方向に顔を向けると、ＯＬ風ふうの女性が道路にへたり込んでいた。

「どないしたんや！」

　駆かけ寄よったルイに、女性は道路の向こうを指差し言った。

「ひ、ひったくりが……」

「ひったくりやって！」

　走り去さっていくオートバイの後うしろ姿すがたが見えた。

　普ふ通つうならここで傍ぼう観かんすることしかできないだろう。できたとしたって、警けい察さつに連絡することぐらいだ。

　だけど、ルイは違ちがってた。

「待まっとって！　すぐにうちが取り戻してきたるさかいに！」

　そう叫ぶと、自分の学生服に手をかける。

　景けい気きよく一枚、一枚、服ふくを脱ぬぎ捨すてていく。靴くつも靴下も脱ぎ捨て、髪かみの毛けを止めていたゴム輪わも外はずす。

　残ったのはブラとパンティーのみ。いや、トラジマ模も様ようのビキニだ。

　ルイの頭からニョッキっと角つのが生はえる。鬼おにビキニの力で鬼と変化したのだ。

「待っとるんやで！」

　そう言うと、ルイは走り出した。オリンピックの短たん距きよ離り走そうの中ちゆう継けいを、とことん早送りにしたようなくらいに、とんでもないスピードで。

「な、なんなのあれ……」

　女性はしばしポカンとしていてから、ハッとした。

　そして、心しん底そこ不ふ可か解かいそうに呟いた。

「どうして、セーラ服が落ちてるのかしら？」

　見た人間の記き憶おくを消してしまうっていう力も、鬼ビキニにはあるのだ。

（ひったくりにあう前はセーラ服なんてなかった。つまりセーラ服を落っことしていったのはひったくり犯はん。確かひったくり犯は男だった。男なのにセーラ服）

　そんな風ふうに、思し考こう回かい路ろが回転する。

　女性は、さらにボルテージの上がった悲鳴を響かせた。

「キャ───！　変へん態たいよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」







　女性が、そんな的まと外はずれな悲ひ鳴めいを響ひびかせているとは知らないルイは、順じゆん調ちようにひったくり犯はんを追い詰つめていた。

「待まて[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　追いかけてくるルイに、ひったくり犯は血けつ相そうを変えスロットを回す。

　オートバイはさらに速そく度どをあげ夜の道路をつき進む……が、バックミラーにはしっかりルイの姿すがたが映うつっていた。

　鬼おにとなったルイを振り切るには、５０ＣＣのオートバイじゃまるで役やく不ぶ足そくなのだ。最低でも７５０ＣＣくらいは必ひつ要ようだろう。

「待つんや[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　どんどん距きよ離りを縮ちぢめてくるルイに、ひったくり犯は恐きよう怖ふで顔を歪ゆがめた。何とか逃げきろうとした結果、カーブで減げん速そくすることを忘れてしまった。

　オートバイはガードレールをつっきり、そのまま坂を転げ落ちていく……ってなことにはならなかった。

「てりゃあ！」

　間かん一いつ髪ぱつで回り込んだルイが、オートバイを正面からがっちり受け止めたのだ。

「危ないやないの！　もうちょっとでえらいことになっとったで！」

　そう言うルイの頭から生はえた二本の角つのに、ひったくり犯が目を見開く。

「ひゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、お、鬼ぃぃぃ!!」

　ひったくり犯はあっさりと気を失ってしまった。

「うちを見て気き絶ぜつするなんて、失礼やな。こんなに可愛かわいい鬼、そうそうおらへんで」

　ブスっとして、ルイは呟つぶやいた。

「ま、ええわ。どうせしばらくは目を覚さまさんやろ」

　バイクごと、ひったくり犯を道路の橋にゴロって転がしてから、女性のものと思われるハンドバッグを取り戻す。

「早いとここのバッグをあの女の人に届とどけてやらへんとな。きっともううちのことなんか忘れてもうてるし、どっかいってまうと厄やつ介かいやもんな」

　ルイが、元もと来た道を戻ろうとした時だった。

「待て……」

　闇やみの中から、その声は響いた。

「まさか、こんなにも早くに遭そう遇ぐうできるとはな。ツイておるわ」

「誰だれや？」

　ルイの声に応こたえるかのように、その連中が姿を現した。

　屈くつ強きような体たい軀くの僧そう侶りよ達たちが、総そう勢ぜい八人。僧侶服を着てなかったらプロレスラーと間ま違ちがえていただろう。それぐらい立りつ派ぱな体をしている。

「どこのお寺の坊ぼうさんかは知らへんけど、うちに何か用？　今忙いそがしいんやけど」

「お前が身みにつけているその衣い装しよう。さっさと脱ぬいでもらおうか？」

　先せん頭とうを歩いていた、一ひと際きわ立りつ派ぱな体たい軀くの僧そう侶りよが、野の太ぶとい声で言った。

「うちの、鬼おにビキニを、脱げっちゅーとるんか！」

　ルイが目を吊つり上げて叫さけんだ。

「あんたら、集団の痴ち漢かん魔まやな！　うちの体が目当てなんやな！」

「ちっが[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]う！」

　僧侶達が、一いつ斉せいに叫さけんだ。練習してたんじゃないかって思うぐらいにハモってた。しかも全力でだ。

「我われらの目的は、その衣装を取り戻すこと！」

「それは、鬼が糸をつむぎ織おり、作りし忌いまわしき衣ころも」

「我らが寺、鬼おに封ふう寺じに数百年来、保ほ管かんされし忌いみ物もの、鬼の衣装箱ばこ。その中より盗ぬすまれし物なのだ！」

「えっ！　この鬼ビキニ、あんたらの寺のもんやったの！」

　思いがけなく鬼ビキニの出で所どころを知らされて、ルイは目を大きくする。

「そうだ。一ひと月つき程ほど前まえ、寺の蔵くらに忍び込んだ泥どろ棒ぼうによって盗まれたのだ」

「もっとも、その泥棒はこれがどんなものかも分からず、逃とう亡ぼう途と中ちゆうにさっさと古ふる着ぎ屋やに売ってしまったのだな」

「それが、トネガワやったっちゅうことなんやな」

　理り解かいしたとばかしに、ルイは頷うなずいた。

「分かったか？　分かったのであれば大人しくそれを渡わたせ！　それは何人たりとも身につけてはならぬ物なのだ！」

　僧侶に強く言われ、ルイはもごもごと口を動かした。

「そりゃ、そういう事じ情じようやって分かったら、返さなくちゃあかんとは思うんやけど……」

　だけど、惜おしい。かなり惜しい。

　それが本ほん音ねだった。

（こないなすごいビキニ。今手放したら二度と手に入らんやろし、お願いしたら特とく例れいってことでもらえへんやろか？　それがダメやったらレンタルはどないやろ？　月、千円くらいまでだったら払はらってもええんやけど……）

　かなりずうずうしいことを、真しん剣けんに考えているルイに、僧侶の言こと葉ばが届とどく。

「鬼の衣装を使い鬼となり、ひったくりをする。そんな罰ばち当あたりなことを続けさせる訳わけにはいかん」

「何やって？　ひったくり？」

「誤ご魔ま化かすな。その現場を我らはしっかりと見たんだからな。オートバイを追いかけ、運うん転てん手しゆからハンドバッグを奪うばい取るのを」

　どうやら、大おおいなる誤ご解かいをしてくれているようだ。

「ちゃうちゃうちゃいます！　ひったくりはあのオートバイ男や！　うちはハンドバッグを取り戻しただけなんや！」

　訴うつたえるけれど、僧そう侶りよ達たちは聞いてくれない。

　ルイはイラっとした。

　さらに、止とどめとばかしにこんな言こと葉ばも聞えてくる。

「ひったくり犯はんの分ぶん際ざいで、我われらを痴ち漢かん呼ばわりするなんて……」

「誰だれもあのように未み発はつ達たつな娘むすめに、欲よく情じようなどせんわ」

　ルイはおおいに憤ふん慨がいした。

　イラ×１００万倍くらいきた。

　とてつもなく怒おこったルイは、思わず叫さけんでいた。

「鬼おにビキニは渡わたさへんで！　鬼ビキニを渡してもうたら、この町の平へい和わは誰が守るんや！」

「やはりな。素す直なおに渡してもらえるとは思っていなかった」

　僧侶が、不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

「鬼となっているからといって調ちよう子しに乗るなよ！　我らは、鬼の衣い装しようを数百年来守り続けてきた鬼おに封ふう寺じの僧。鬼の弱じやく点てんも、対たい抗こう手しゆ段だんも、全すべて知り尽つくしておるわ！」

　僧侶達が、ルイを取り囲かこむ。

「覚かく悟ごしろ！　小こ娘むすめ！」

　夜の黒くろ臼うす市しにて、鬼VS人の戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされたのだった。
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「ふわああああああ」

　尾お志し屋や学がく園えん高校、二年Ｃ組の教室にて、丸まる見み栄えい太たは特大の欠伸あくびをぶっかました。寝ね不ぶ足そくなのだ。

　これで理由が、昨日きのう遅おそくまで勉強してたって言うのなら学生の鑑かがみなのだけれど……

「なかなか終わりが見えないよなあ。ザウルスクエスト」

　実じつ際さいはゲームのやりすぎってのが、情なさけない。

「いや、でもこんなことじゃへこたれないぞ。挫ざ折せつすることなく、クリアしてやるんだ！」

　学がく業ぎようとは関係のないところで、栄太が盛もり上がってた時だ。

「エータくん！　エータくん！　エータくん！」

　そんな声が、耳に飛び込んでくる。

　首を動かすまでもない。ルイだ。

　バイトの人ひと手でが足たりない時とか、ルイの父親がなんとか魔まに襲おそわれた時とか、しょーもないお笑いポイントを見つけた時とか……ｅｔｃ。

　そんな理由で、ルイが栄えい太たの教室に飛び込んでくるのは、実じつによくあることなのだ。

（思えば、前ぜん者しや二つの理由の時って、ロクな目にあわないんだよなあ）

　しみじみと心の中で呟つぶやいてから、栄太は首を動かした。

「バイトの人ひと手でが足たりないの？　またお父さんがなんとか魔まに襲おそわれちゃった？　それとも新しい笑いポイントでも見つけ……」

　そこで、栄太は驚おどろいて目を大きくした。

「どどど、どーしちゃったの？　ルイさん」

　ルイの顔のあちこちに、絆ばん創そう膏こうがペタペタと貼はられていたのだ。

「顔だけやないんやで。体中絆創膏だらけや」

　平へい然ぜんと学生服ふくを脱ぬごうとするルイ。鬼おにビキニで鬼になるのに慣なれてしまって、服を脱ぐってことに抵てい抗こうがなくなってしまったようだ。（困こまったことに）

「ちょ、ルイさん！」

　顔を赤くして栄太が止める。

「いいって、別に見せてくれなくても」

「なんや、せっかく見せたげようって思ったのに」

　残念そうに口を尖とがらせるルイ。この様よう子すだと、『やっぱり見せたる!!』とか言ってまた服を脱ぎ出しそうだったから、栄えい太たは早はや口くちに尋たずねた。

[image: ]

「それで、どーしてそんなにも絆ばん創そう膏こうだらけになっちゃったの？　転んですりむいたにしては多すぎるような気が」

「そーなんや！　もーえらいことなんや！」

　ルイが声を大きくする。

「エータくん。落ち着いて聞くんやで。これはエータくんにもカンケーあることやからな」

　ずいいいっと詰つめより真しん剣けんな顔で話し始めようとするルイだったけど、その時になって初めて、ギャラリーに注ちゆう目もくされてるってことに気づいた。

　気づくのが遅おそすぎるのだけど、よーやくお気づきになられた。

「エータくん。行くで。ちょっとばかしデリケートな話やから」

　栄太の腕うでを摑つかむと、そのままぐいっと引っ張る。

「あ、ちょっと！　僕まだ一時間目の宿題やってないからちゃんと済すませたいんだけど……」

　そんな言こと葉ばなんてキッパリ無む視しされて、栄太は教室の外へと連れてかれる。

　何だか、ドナドナがＢＧＭで聞こえてきそうな光こう景けいだった。

「毎まい度どのことながら、なんなんだろーね」

　クラスメイトの佃つくだ山やま雄ゆう介すけが、机の上にゴロンと頭を乗っけたまま呟つぶやく。

　小こ遣づかい稼かせぎに二人の同どう行こうを追い掛かけ回してた頃ころもあるけれど、一いつ銭せんにもならなくなった今、興きよう味みはほとんどない。

「心しん配ぱいだわ」

　佃山の隣となりにやってきた美少女が、眉まゆ根ねをひそめる。

　真ま白しろ野の奈な音おん。外がい見けんとは裏うら腹はらに、実じつはけっこう腹はら黒ぐろいっていう女の子だ。

「巣す玉だま井いさん……今度はどんなことに丸見くんを巻まき込むつもりなのかしら？　まさか、危ないことをさせようとしてるんじゃ」

　懐かい疑ぎ的てきに目が細められる。

「やっぱりあの娘とお父さんは関かん西さいの方で危ない仕し事ごとをやってて、それでヒットマンが追ってきたんじゃないのかしら？　あの絆創膏の下には、マシンガンか何かで打たれた傷きずがあるのよ……」

「マシンガンで撃うたれて絆創膏だけですむはずないだろ」

　呆あきれたように佃山は首を振ると、冗じよう談だんっぽく呟いた。

「せいぜいあったとしたって、豆まめ鉄でつ砲ぽうの痕あとじゃねーか」
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　一方その頃ころ、栄太はと言うと……。

　ルイに引っ張られ、校こう舎しやの屋おく上じようへとやってきていた。

　始し業ぎよう間ま近ぢかということもあって、屋おく上じように人ひと気けはない。

（一体、何なんだ？　こんな屋上でするデリケートな話って）

　栄えい太たの脳のうは、一つの可か能のう性せいをはじき出した。

（まさか、愛あいの告こく白はくなんかじゃ……）

　流れ的にそりゃーないだろうって思いながらも、一いち抹まつの期き待たいを残しちゃうあたりが青少年の悲しいとこだ。

「こ、こんなとこに連れてきて、い、一体、何の用事なのかな？」

　妙みように気取った言い方で言こと葉ばを口にする。

「デリケートな話って言ってたけど、もしかしてそれって」

「エータくん！」

　ルイが、絆ばん創そう膏こうだらけの顔をずいいっと近づけてきた。普ふ段だんはそのパワフルさに隠かくれて目立たないけど、近くで見るとやっぱり可愛かわいらしい顔立ちだ。絆創膏も、健けん康こう美びに拍はく車しやをかけているようで悪くない。

「エータくん！　驚おどろかないで聞いて欲ほしいんやけど！」

「は、はい！」

　一抹の期待をさらに膨ふくらめ頷うなずく栄太に、ルイは深しん刻こく度ど３００パーセントで言った。

「出で所どころが分かったんや！」

「………」

　愛の告白にしては奇き妙みような台詞せりふだ。

「はい？」

「だから、出所が分かったんや！　鬼おにパンツや鬼ビキニや鬼パジャマや鬼ペット用腹はら巻まきの!!」

　一抹の期待は、やっぱり期待だけで終しゆう了りようした。

（ま、こんなことだろうと思ってたよ）

　それでも、脱だつ力りよく感かんを拭ぬぐいきれず息いきを吐はき出してから、栄太は言う。

「出所って、リサイクルショップのトネガワに決まってるだろ？　そんなのずっと前から知ってるよ」

「そうやないんや。それよりもっと前。鬼パンツや鬼ビキニや鬼パジャマや鬼ペット用腹巻が、もともとはどこにあった物なのかが判はん明めいしたんや！！！」

　ルイが声を張り上げる。

「よう聞き！　鬼パンツや鬼ビキニや鬼パジャマや鬼ペット用腹巻は、鬼が作った物なんやって！　鬼おに封ふう寺じって寺で数百年にもわたって保ほ管かんされとったんやけど、一ヶ月くらい前に泥どろ棒ぼうに入られ、それで盗ぬすまれてもうたんやって！」

「ぬわんと！　そんなに歴れき史しのある物だったのか……」

　口をパクパクさせてから、栄太は大きな疑ぎ問もんを口にする。

「でも、そんな何百年も前に、ビキニとかパジャマってあったの？　パンツだって怪あやしいとこじゃないのか？　ましてやペット用の腹はら巻まきなんて……」

「鬼おには流りゆう行こうを先取りしてたってことやろ」

　大たいしたことでもなさそうに、ルイはあっさりと答えた。

「とにかく、そんなとんでもない代しろ物ものやったんや！」

　叩たたきつけるように叫さけび、そう締しめくくる。

「なるほど」

　栄えい太たは腕うでを組んで考え込む。

　流行を先取りしてたって部分に関しては、疑ぎ問もんを覚えない訳わけではない。だけど、自分がはいている鬼パンツをはじめとする、鬼○○○シリーズを作ったのが鬼という点は、素す直なおに納なつ得とくができた。

　鬼になってしまう衣い装しようなんて非ひ常じよう識しきな物、鬼ぐらい非常識な存そん在ざいじゃなければ作れやしないだろう。

　そんな物ぶつ騒そうな衣装を、数百年にもわたって保ほ管かんし続けた寺があったという点も、すんなりと受け入れることができる。

　こくこくと頷うなずいてから、栄太は尋たずねた。

「でも、どーしてそんなこと分かったのさ？　オカルト雑ざつ誌しにでも載のってた？」

「違ちがうんや。その鬼おに封ふう寺じって寺の坊ぼうさん達から直ちよく接せつ聞いたんや」

　ルイは手て短みじかに昨さく晩ばんのことを説明した。

「うちが鬼になってひったくり犯はんを捕つかまえた時に、坊さん達が出てきおってな。で、衣装のこと説明して返しなさいって言ってきたんや」

「そっか」

　栄太は、残念そうに目を細めた。

「まあ、いつかはこんな日がくるかと思ってたんだ。持ち主ぬしが取りに来たんならしょーがないよな。今こん晩ばんキレイに洗せん濯たくしてから、鬼パンツを返すとしよう。家で保管してる、鬼パジャマと鬼ペット用腹巻も一いつ緒しよに」

「エータくん。うちが言いたいのはその逆ぎやくや」

　ルイが目つきを鋭するどくする。

「あの坊さん達に取られんようにって言いたいんや」

「えええ、だって鬼ビキニは返したんじゃないの？」

「返してへん！　返す訳がないやろ！　あんな連中に！」

　ルイが拳こぶしを握にぎり締しめると、怒いかりの声を吐はき出した。

「人のことひったくり犯呼よばわりしたあげく、うちのプロポーションを未み発はつ達たつなんて言ったんやで！　ちゃんと誠せい心しん誠せい意いをこめて、ごめんってしてもらわへんと、鬼ビキニは返せへん！」

　とんでもないこと言ってるよって、栄えい太たは思った。

「それに、本当の持ち主ぬしって言うたら、衣い装しようを作った鬼おになんやろ？　鬼が来てくれへんと素す直なおには返せへん！」

　それは屁へ理り屈くつなんじゃないかって、ついでに思った。

「でも、よく返さずにすんだね。納なつ得とくしてくれなかっただろうに」

　そこで、栄太は、あちゃーって顔をした。

「もしかして、そのお坊ぼうさん達をこってんぱんにしちゃったとか？」

　ルイならば十じゆう分ぶんありえることだった。プロポーション関係のことで頭に来たルイは、本当の鬼と化かすのだ。攻こう撃げき力りよくも跳はね上がる。（当とう社しや比ひ、２・５倍）

「違ちがうんや。こってんぱんにされたのは、うちの方なんや。命からがら逃げ出してきたんや」

　ルイの言こと葉ばに、栄太は我わが耳を疑うたがった。

「えええ、だってルイさんは鬼になってたんだよね？　それなのにどーして」

「さすが、数百年にもわたって鬼の衣装を保ほ管かんしてきとるだけのことはあったで。まさか、あないな攻撃をしてくるなんて」

　ルイの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

「うう、思い出しただけでも傷きずが痛いたくなってくる」

（鬼になったルイさんにここまでダメージを与えるなんて……）

　何やら恐おそろしい物を感じる栄太に、ルイは深しん刻こくな顔で言った。

「そういうことやから、鬼パンツで鬼になって対たい抗こうしようなんてしたらあかん！　えらい目にあうてまうから！」

「分かったよ。対抗なんかしないよ。ようは鬼にならずに大人しくしてればいいってことでしょ」

「まあ、そうなんやけど。エータくんの場合はそれだけじゃ不ふ十じゆう分ぶんなんや。これのせいで！」

　ルイがどこからか引っ張り出し栄太に突きつけたのは、一枚の学校新しん聞ぶんだった。

『パンツ鬼大だい王おう！』

　パンツ鬼ごっこにおいての活かつ躍やくが特集された記き事じだ。トラジマパンツをはいて立つ栄太の写しや真しんもくっきり掲けい載さいされている。

「ああああ、それってあの時の！」

「さすがに学校新聞やから、写真までは外に出まわってへんとは思うんやけど……この高校にパンツ鬼大王ってのがいるってことはけっこう話題になってもうたからな。あの坊さん達が、学校に来ることも考えられる。そしたら、エータくんのことなんかすぐに見つけられてまうで」

「なるほど」

「せやから、しばらく鬼パンツは禁きん止し！　はかん方がええんや」

「分かったよ。明日からしばらくはかないようにする」

　栄えい太たがそう返事をした直ちよく後ごだった。ルイの表情が強こわ張ばる。

「何てことや！」

　正せい門もんの方を見て口をパクパクとさせるルイ。栄太もそちらに目を向けた。

　ぞろぞろと歩いてくる、僧そう侶りよの集団があった。

「もしかして、あの人達？」

「そうや。まさかこないに早く嗅かぎつけられるなんて……」

　ルイはキッて栄太を見ると、激はげしく叫さけんだ。

「エータくん！　今すぐパンツ脱ぬぎ！」

「ええええ！」

　出会いの時の、『パンツ見せてくれへん？』よりも危き険けんな台詞せりふだ。

「早くパンツ脱ぎ！　もたもたしてると見つかって取り上げられてまうで！　うちが隠かくしたるさかい早く！」

　栄太のズボンに手をかけ、ベルトを外はずそうとする始し末まつ。

「わ、わ、わ、ダメだってば！」

　顔を真っ赤にして何とか逃のがれた栄太は、一いち目もく散さんにその場を逃げ出した。

「更こう衣い室しつで脱いでくるから[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　そんな言こと葉ばを叫さけんで。




　　　　　５




「まったく、ルイさんって思い込んだら一いつ直ちよく線せんの人だからな。時々、言げん動どうがカゲキでびっくりしちゃうよ」

　男子更衣室を目指しながら、栄太は呟つぶやいた。

「ぼやぼやしてると、またルイさんが追いかけてズボンを脱がそうとするかもしれないぞ。そんなとこ知り合いに見られたら、とんでもないウワサがたっちゃうじゃないか」

　そんなゾっとする光こう景けいを思い浮かべ、栄太はぶるるって背せ筋すじを震ふるわせる。

「急いで男子更衣室でパンツ脱いでこよっと。脱いだパンツ、どこに隠そうかな」

　そこまで考えたところで、栄太はふと思った。

（だけど、それでいいのかな？　持ち主ぬしは鬼おにや！　なんてルイさんは屁へ理り屈くつ言ってたけど、やっぱり鬼パンツはちゃんと返さなきゃいけないんじゃないかな？）

　それが道どう理りのような気がしてならなかった。

（更衣室へ行く必ひつ要ようはないな）

　栄太は足を止める。

（ルイさんはああ言ってたけど、やっぱり鬼パンツは返す方向でいこう。お坊ぼうさん達を見つけたら、僕が鬼パンツをはいてるってことをちゃんと話をしよう。ついでに、ルイさんの誤ご解かいもちゃんと解といておかないとな。もっとも、お坊ぼうさん達、忘れちゃってるかもしれないけど）

　そんなことを、栄えい太たが考えていた時だった。

「ぎゃ─────！」

「うぎゃ───────！」

「止めろ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「いや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　男子生徒達の、悲ひ鳴めいが聞こえてくる。

「何だ何だ？」

　栄太は、悲鳴の聞こえてきた渡わたり廊ろう下かへと足を進めてみた。

　そして、そこでとんでもない光こう景けいを目にした。

　たくさんの男子生徒達が、ズボンをひっぺがされパンツ一枚で転ころがっていたのだ。もちろん、それをやっているのは例れいの僧そう侶りよ達たちだ。

　暴あばれる男子生徒には、容よう赦しやのない鉄てつ拳けん制せい裁さいを食らわせて、僧侶達はズボンを引っぺがしていく。

「本当にここに鬼おにパンツの持ち主ぬしがいるのか？」

「おそらくな。なんせ、パンツ鬼大だい王おうって名前が噂うわさになってるぐらいだから」

　狩かり。まさしくその言こと葉ばがしっくりとくる光景だった。

（僕が鬼パンツをはいてるってこと、会ったらちゃんと話そうと思ったけど……）

　とても、穏おん便びんに済すませてくれるとは思えなかった。

　話したとしても、いや、話す以前に、あの豪ごう腕わんでとらえられズボンをひっぺがされることだろう。さらに鬼パンツなんか見つかった日にゃあ、それもついでにひっぺがされて……。

　ザ・公開羞しゆう恥ちプレイ。

　そんな言葉が、栄太の頭の中ではじけた。

（やっぱり、更こう衣い室しつでちゃんと脱ぬいでから渡わたしにいった方がいいな。うんうん）

　そう決めこみ、更衣室へと向かおうとした栄太の前に、筋きん肉にくの壁かべが立ちはだかる。

「あ、ああ、実じつはですね！」

　栄太の声なんかきっぱりと無む視しし、僧侶は太い腕うでを伸ばした。軽々と栄太を摑つかみあげると、そのズボンに手をかける。

（あ[image: ～][image: ～][image: ～]、こんな人達にズボンもパンツも引っぺがされるくらいなら、やっぱりルイさんに脱がされてた方が何百倍も幸しあわせだったかも）

　青少年の脳のうみそが、一いつ瞬しゆんそんなことを思った。

　そして、ものすごく恥はずかしくなった。

（あ～、僕ってばなんてハレンチなことを考えてんだろ！）

　鬼パンツ剝はく奪だつのピンチ！　なのだったけど、それは未み然ぜんに防がれた。

「待まて！」

　リーダー格かくらしき僧そう侶りよが制せいする。

「何故なぜ、止めるのだ？　遠えん海かい殿どの」

「どうも、このやり方は効こう率りつが悪いと思うのだ」

　三十人近くひっぺがしてから、ようやくそのことに気づいたようだ。

「ここの生徒ならば、パンツ鬼おに大だい王おうと呼ばれるのが誰だれなのか知っておるだろう。尋たずねてみる方が早くないか？」

「おお、確たしかに」

「さすが遠海殿」

　僧侶達一同、コクコクと頷うなずいた。一いち同どうそろってバカばかりらしい。

「おい、少年よ。ここの生徒なら知っているだろう？　パンツ鬼大王と呼ばれているのは誰だ？　今はどこにいるか分かるか？」

（パンツ鬼大王と呼ばれているのはこの僕で、今はここにいます）

　なんて正しよう直じきに言ってしまったら、その時じ点てんで、ジ・エンドだ。

　かといって、知らないって言ったところで、鉄てつ拳けん制せい裁さいが飛んでくるのは必ひつ至し。

（こ、こーなったら！　てきとーなことを言って誤ご魔ま化かしてやる！）

　そう決め込み、栄えい太たは口を開いた。

「し、知ってます。パンツ鬼大王って呼ばれてるのは、三年Ｊ組の鈴すず木き一いち郎ろうって人で、今は四階の教室にいるはずです」

「よし、四階だな！　行くぞ！」

「おうう！」

　僧侶達が一いつ斉せいに走り出す。そのまま四階へと行ってくれると思いきや、一同そろって足を止めた。

　廊ろう下かに途と中ちゆうにある、お知らせなんかを張り出す掲けい示じ板ばんの前で。

「？？？」

　止めときゃいいのに、ちょっとした好こう奇き心しんを覚えて、栄太は僧侶らの隙すき間まから掲示板を眺ながめる。

　そして、思わずぶっ飛んでしまうくらいに驚おどろいた。

『新しん聞ぶん部ぶ、部ぶ員いん募ぼ集しゆう！　君きみも新聞部に入り、学園のスクープを狙ねらってみないかい？』

　そんなキャッチコピーと一いつ緒しよに、新聞部の活動内容が書かれている。

　別に、新聞部が部員を勧誘しようがそんなことはどーだっていい。問題なのは、これまで新聞部が手がけてきたスクープ記き事じってのが並ならべられてて、中には写しや真しん付つきで紹しよう介かいされてるものもあったことだ。

　大問題なのは、そこに例れいの記事と写真も含ふくまれてたってことだ。

「二年Ｃ組、丸まる見み栄えい太た」

　僧そう侶りよの一人がその名前を口にする。

　一いち同どう、写しや真しんの間ま抜ぬけ面づらをたっぷり眺ながめてから、肩かた越ごしに振り返った。

　写真と同じ間抜け面が、そこにあった。

「お前かああああ！！！」

「我われらをたばかるとは！　許ゆるせん！」

「パンツを回かい収しゆうするだけでは物もの足たりん！　仏ぶつ罰ばちを与えてやる！」

「素すっ裸ぱだかにして逆さかさに吊つるしてやろうぞ！」

「そのまま、ミミズがつまった風ふ呂ろ桶おけに沈しずめてやるのもよいな！」

　仏罰にしてはかなりえげつないことを、叫さけんでいる。

「捕つかまえろ！」

　一いつ斉せいに襲おそいかかってくる僧侶達の前に、消しよう火か器きを持ったルイが立ちはだかる。

「これでも食らい！」

　レバーが握にぎられ、真まっ白い煙けむりが吹ふき付けられる。

　一いつ杯ぱいまで消火器を出し切ると、空からのボトルを僧侶らに投げつけるルイ。

「エータくん、こっちや！　逃げるで！」

　ルイの後を、エータはついて走り出した。




　　　　　６




「ゴメン、ルイさん」

　全ぜん速そく力りよくで走りながら、栄太は謝あやまった。

「本当は、素す直なおに鬼おにパンツを返すつもりだったんだ。やっぱりそうしなくちゃいけないと思って。だけど……」

　ブルルって首を振る。

「今は、ルイさんと同じ意見だよ。あの人達に、素直にパンツ返す気になんかなれない！　僕はもうちょっとで逆さ吊りにされそうになってたんだから。しかも素っ裸で」

「そうやろ？　さすがエータくんや。分かってくれたんやな」

　嬉うれしそうにそう言ってから、ルイは表情を険けわしくした。

「せやけど、マズいことになってもうたな。エータくんがパンツ鬼大だい王おうってことは知られてもうたし……」

「どうしよ？」

「逃げるしかあらへん」

　とりあず学校の外へと考え、正しよう面めん玄げん関かんを目指す二人。だけど、目の前に僧侶が立ちはだかる。

「しもた！　先回りされてもうた！」

　慌あわてて踵きびすを返し、今度は職しよく員いん用よう玄げん関かんへ向かおうとするが、やはり僧そう侶りよらに行く手をはばまれる。

「ルイさん！　服ふくを脱ぬいだ方がいいんじゃないかな？」

　栄えい太たがそう提てい案あんした。

　別に下した心ごころで言ってる訳わけじゃない。服を脱ぎ、鬼おにとなって逃げようと提てい案あんしたのだ。

　だけど、ルイはとんでもないとばかしに首を横に振る。

「ダメや！　さっき話したように、あいつらは鬼との戦たたかい方を知っとるんや！　鬼になったら最後、地じ獄ごくを見ることになるで！」

　その表情は深しん刻こくそのものだった。

（ルイさんがこんなにも恐おそれる地獄って、一体どんなだろ？）

　想そう像ぞうしただけでも、ちょっと背せ筋すじがゾゾってする。

「鬼の力に頼たよらず、何とか自じ力りきで脱だつ出しゆつするんや！」

　そこで、ルイは足を止めると、栄太の手をぐいっと摑つかんだ。

　そのまま、すぐ近くの掃そう除じ用具倉そう庫こへと飛び込む。

　何かを言おうとする栄太の口をふさぎ、ルイは自分の唇くちびるの前で人差し指を立てて見せた。

　扉とびらの向こうで、僧侶達の足あし音おとと話し声が聞こえてくる。

「いたか！」

「いや、だが、出口は見み張はっているから、校こう舎しやの中にいるはずだ」

「それにしても、あの娘むすめ。どこかで見たような……」

「もしかして、昨さく晩ばん逃げられたあの鬼なんじゃないか？　どうも記き憶おくが定さだかではないが」

「護ご符ふの力で完かん全ぜんに記憶は失うしなわれずにいられるが、鬼の顔だけはどうしても思い出せん。いまいましいぞ」

　その場から立ち去さる音が聞えてくる。

「そうか、少しは覚えてられるんだ。すごいなあ」

　感心したように栄太は頷うなずいた。

「感心しとる場合やない。捕つかまったら鬼パンツも鬼ビキニも、まとめて取られてまうで」

　ルイが立ち上がる。

「こうなったら裏うらをかくで。三階の非ひ常じよう扉とびらから外に出るんや。非常階段があったはずやから！」

「そっか！　その手があった！」

　掃除用具室を出た二人は、階段を上がる。見み事ごとに裏をかけた様よう子すで、僧侶達の姿すがたはない。

　そのまま三階まで向かい、非常扉を目指す。薄うす暗ぐらい廊ろう下かの突つき当たりに、鉄の扉があった。

　逃とう亡ぼう成せい功こうまで、残りあと数すう歩ほ！

　って時だった。

「ふっふっふ、やはりここに来おったか」

　すっと、二人の眼がん前ぜんに姿すがたを現あらわしたのは、僧そう侶りよ、遠えん海かいだった。

「学校の見み取とり図ずを見てな。もしやと思って待まっておったのよ」

「くっ！」

　慌あわてて引き返そうとするが、そこには他の僧侶達が壁かべとなっている。

　完かん全ぜんに囲かこまれてしまっていた。もはや逃げ道はない。

「観かん念ねんしろ。もはや逃げられん」

「さあ、鬼おにの衣ころもを返してもらうぞ」

「その後は、仏ぶつ罰ばちを受けてもらう」

「そうだ、鬼の衣を悪用していた報むくいを受けるがいい！」

　ジリジリと、僧侶達が歩あゆみ寄よってくる。

「あかん、もう終わりや！　もう」

　ルイが、珍めずらしく弱よわ気きな言こと葉ばを口にした。

「いーや、まだ終わりじゃない！」

　栄えい太たが、ルイを守るように一いつ歩ぽ前まえへと出る。

「こうなったら、やれるだけやってやるぞ！」

　学生服に手をかける。上うわ着ぎを脱ぬぎ捨すてシャツを脱ぎ捨て、上うわ履ばきと靴くつ下したを脱ぎ捨て、最後にズボンを脱ぎ捨てた。

　パンツ一枚になり、栄太は叫さけんだ。

「取れるもんなら取ってみろ！」

「エータくん……」

　ルイが、ちょとだけ感動したような目をする。

「エータくんがその気やったら、うちも」

　学生服に手をかけようとしたとこで、ルイは啞あ然ぜんとした。

　啞然としてるのはルイだけじゃなかった。遠海を初めとする僧侶達も、ポカンとした顔をしている。

「ちょっと、ここまで覚かく悟ごして脱いだのにそのリアクションって何さ？　僕のパンツを狙ねらってたんでしょ？」

「……無む駄だな労ろう力りよくを費ついやしてしまったようだな」

　遠海が、渋しぶい顔をして呟つぶやいた。

「まさか、鬼パンツ大だい王おうの正しよう体たいがこんなことだったとは」

「こいつら、どうします？」

「ほっておけ、相あい手てにするだけバカらしい。行くぞ」

　遠えん海かいを先せん頭とうに、僧そう侶りよ達たちがゾロゾロと去さっていく。

「あれれ？」

　さっぱり意味が分からず困こん惑わくしている栄えい太たに、ルイが告つげた。

「エータくん。自分のパンツ、よう見てみ」

「パンツって、鬼おにパンツに決まって……」

　下か半はん身しんに目を落とした栄太は、口をあんぐりと開けた。

　確たしかに、それはシマシマのパンツだった。だけど、残ざん念ねんながらトラジマじゃない。黒くろと白のコントラスト、ムリに名前をつけるなら、シマウマジマのパンツだったのだ。

「あああ！」

　栄えい子こ母かあさんの声が、頭に蘇よみがえる。

『栄太、あんたがトラジマのパンツ気に入ってるようだから、似にたようなの買ってきてタンスに入れといたわよ』

「朝、寝ねぼけてはき替かえたから、間ま違ちがってはいちゃったんだ」

　うっかり大だい王おうの異い名みようを持つ栄子母さんの血ちを引くだけのことはあった。

　プッて、ルイが吹ふき出した。そのままケラケラと笑い転げる。

「でかしたで！　エータくん！　あいつら、鬼パンツ大王のパンツはシマウマジマだって誤ご解かいして帰ってくれたようや！　写しや真しんが白黒だったから分からへんかったんやろな。うちの疑うたがいも晴れたし」

　それから、尊そん敬けいすら感じさせる眼まな差ざしで、栄太を見つめる。

「こんな失敗で起き死し回かい生せいするやなんて、さすが、ボケの神かみ様さまや」

　褒ほめられてはいるんだろうけど、何だか素す直なおに喜よろこべない栄太だった。

「それでも、また怪あやしく思って調べにくることもあるかもしれへんし。エータくん。これからしばらく、鬼パンツははかんようにしとこ。うちも鬼ビキニをひかえるさかい」

　ルイは元気よく叫さけんだ。

「あの坊さん連中が諦あきらめて町を出てくまで、絶対にボロは出さへんで！」
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　それから、一週間後。

　ルイと栄太の二人は、駅えき前まえのファミレスにいた。

　学校帰りということで、二人とも学生服のままだ。

「ほな、さっさと乾かん杯ぱいしよか」

　ドリンクバーから持ってきた炭たん酸さん飲いん料りようの入ったグラスを持ち上げるルイ。栄太も、ウーロン茶ちやで満みたされたグラスを手に取った。

「解かい禁きんを祝いわって、カンパーイ！」

　プラスチックのグラスが、軽くぶつけられる。

「ぷは[image: ～][image: ～][image: ～]」

　炭たん酸さん飲いん料りようを一いつ気き飲のみしたルイは、大きく息いきを吐はき出した。

「いやー、ほんま良かったな。何なに事ごともなくこの日を迎むかえられて。エータくんも大変だったやろ？　今日からはれてパンツ解かい禁きんや」

「あんまし大きい声で言わないでって、何だかこれまでずっとパンツはいてなかったみたいに誤ご解かいされちゃいそうだから」

　小しよう心しん者ものっぽく、栄えい太たが言う。

「だけど、本当にもう大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「大丈夫やって。うち、決定的な瞬しゆん間かんを見てもうたんや。昨日きのうの夕方、荷に物もつ抱かかえて電車に乗る坊ぼうさんらの姿すがたを。ありゃきっと諦あきらめて帰ったんやで」

　うししししと、ルイは笑った。

「これでやっと、鬼おにビキニをつけてられるようなった。鬼ビキニなしのこの一週間、うち不安で不安で仕し方かたなかったんやで。おかげで、すっかり消しよう極きよく的てきになってもうたわ」

（はて、そうだろうか？）

　栄太は内ない心しんで小こ首くびを傾かしげる。

（一週間、毎日会ってたけど、とてもそんな風ふうには見えなかったけどなあ）

　だけど、黙だまっておくことにした。水を差したってどうにもなりゃしない。

「さ、お祝いわいやから、ガッツリおいしいもん食べることにせよ。エータくんも好すきなの注ちゆう文もんし。ここはうちのおごりやから」

「そんな、悪いって」

「ええって、ええって。エータくんのボケがなかったら、解禁日だって喜よろこんでられへんかったんやし。ほらほら」

　そこまで言われると、何だか断ことわることの方が悪く思えてくる。

「そーだな。それじゃ～」

　メニューを見て、高すぎず安すぎずな物を探さがす。あまり安いものだとあからさまに気をつかってるようだし、かといって高すぎるものだとルイに申もうし訳わけない。

（ビーフカレーセット、８８０円か。よし、これが手て頃ごろだな）

　栄太が、そう決めた直後だった。ポケットの中の携けい帯たい電話が、ピロリロリンと音をたてる。

　携帯電話を引っ張り出してみると、メールの着ちやく信しんがあったようだ。

「メール、母さんからじゃないか。しっかりね!!　妙みようなタイトルだな」

　ルイにちょっと失しつ礼れいと言ってから、手早くメールを開く。

「えっと、何々」

　それはこんな内容のメールだった。




　栄えい太た！　ファミレスデート！　しっかりやんのよ！　ちゃんと最後はあんたが払はらわなきゃダメよ！　もしお金が足たりないようなら、トイレに行くフリして外に出てきなさい。




「外？」

　慌あわてて首を動かし、ガラス張り越ごしに外を見ると、少し離はなれた電でん信しん柱ばしらの陰かげからこっちを覗のぞく母親の姿すがたがあった。

　栄太がこっちを見ているのに気づいて、ガッツポーズで応おう援えんしてくれている。

「あれ、エータくんのお母さんやん。何してんやろ？」

「僕を、応援してくれてるんだよ。デートだと思ってるみたいなんだ。あれじゃおかしな人だよ」

　やれやれと息いきを吐はき出す。

「メールして誤ご解かいとかなきゃ、ずっとああやってんだろーな」

　急いで返へん信しんメール打つ。

「デート、なんかじゃ、ないよ。だから、さっさと帰るようにっと。これでいいかな？」

「あかんあかん、ちゃんと説せつ明めいせな、気になってずっとあのままやで。うちに貸かしてみ」

　栄太から携けい帯たい電話を受け取ると、ルイが手早くメールを打つ。

「よし、こんなもんや」

　送そう信しんボタンを押すと、栄太に携帯を返した。

「何て送ったの？」

「そのまんまや。パンツとビキニが解かい禁きんになったんでお祝いわいしとるって」

「……また、何か誤解を招まねきそうなことを」

　すぐに、ピロリロリンとメールの着ちやく信しんを知らせる音が響ひびいた。

「何やって？」

「えっと、何々。二人で海に行く相そう談だんね。遠えん慮りよしないでどんどん行っちゃいなさい。お泊とまりでも母さん何も言わないから。それじゃね」

　またしょーもない誤解をしてくれてるようだけど、幸さいわいなことに電でん柱ちゆう女からは卒そつ業ぎようしてくれた。

　最後にこちらに向かって手を振ると、スタスタと歩き去さっていく。

「海か。ええなあ」

　ルイが目を細めた。

「うちの水着姿、見たいやろ？」

「そんなのいつも見てるじゃないか」

「そっか、そーやったな。それで言うと、うちもエータくんのパンツ姿を見み慣なれてる訳わけやし、海って言うてもそないに新しん鮮せん味みはないか」

　ケラケラと笑ってから、ルイは少しだけ真ま顔がおになって言った。

「でも、冗じよう談だん抜きで行こな。今年の夏、海に」

「え？」

「エータくんと、海に行きたいって言うたんや」

　その口く調ちように冗談はなかった。

（ルイさんと海……）

　輝かがやく太陽の下、二人で海で水をかけあう光こう景けいを思い浮かべてしまう。普ふ段だん、イヤってくらい見み慣なれているルイの水着姿すがたも、何だかキラキラとまぶしく輝いて見えた。（イメージ）

　甘あま酸ずっぱい青春だった。

　青少年の心しん臓ぞうは、いとも簡かん単たんに鼓こ動どうを速くする。

（二人で海に行くってことは、やっぱりもうそれはお友達の域いきから頭あたま一つ分くらいは出ちゃってるよな。ましてや泊とまりなんてことになった日にゃあ……）

　想そう像ぞう力りよくを爆ばく発はつさせドキドキしている栄えい太たに、ルイは笑え顔がおで続けた。

「普ふ通つうは夏やと売り上げがガクって下がるんやけど、浜はま辺べで売るといけるんや」

「え？　何のこと？」

「タコ焼きに決まっとるやろ」

　当とう然ぜんとばかしにルイが言う。他に何かある？　ってなくらいの勢いきおいだ。

「おとんは、あんな顔して毎年ひどい夏バテしよるから使い物にならへん。エータくんががんばってくれるなら、海まで屋や台たい引っ張って行こっかな」

　輝く太陽の下、熱い鉄てつ板ぱんを相あい手てにタコ焼く光景を思い浮かべる。それだけでもう暑あつ苦くるしくなってくる。

　甘酸っぱい青春？　とんでもない。汗あせ臭くさい商しよう魂こんしかない。

（ドキドキした自分がバカだった）

　栄太は、ヤケクソのように、店てん員いんに向かって叫さけんだ。

「スペシャルデラックスステーキ！　ご飯はん大盛もりで！！！」

　その直後だった。

　ドシャーン！

　そんな、盛せい大だいな音が響く。外からだ。栄太もルイも、そろってそちらに顔を向ける。

　ガラスの向こうに見える交こう差さ点てんに、一台のワゴン車が止まっているのが見えた。正せい確かくに言えば強きよう制せい的てきに止められていた。ジャージ姿の男によって。

　男は、体で受け止めた車をそのまま横に転ころがすと、扉とびらを引きちぎり、中へと手を突つっ込む。現金が入っているであろう金きん属ぞくケースを引っ張り出すと、そのまま走り出した。

　目もく撃げき者しや一いち同どう、啞あ然ぜんとしていた。それはそうだろう。こんなこと常じよう識しき的てきにありえない。

　だけど、栄えい太たとルイは違ちがってた。それがありえないことじゃないって、二人には分かってたからだ。

「今の男が着てたジャージって、あれだよね」

「あのトラジマ模も様ようといい、体で車を受け止めたことといい、間ま違ちがいあらへん」

　ルイは、確かく信しんを込めて叫さけんだ。

「鬼おにジャージや！」

　それから、席せきを立ち上がると栄太の手をぐいっと引っ張る。

「解かい禁きん日びに出くわすなんて、一いつ種しゆの運うん命めいや！　行くで！　エータくん！」
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「ふっふっふっふ！」

　現金の入った金きん属ぞくケースを担かつぎ上げながら、鬼ジャージの男はほくそ笑えんだ。

「まさか、このジャージに、こんなスゲー力があったなんてな。こんなことなら、もっと早くからこいつを着てれば良かったぜ」

　リサイクルショップで鬼ジャージを見つけたのが、かれこれ一ヶ月くらい前のこと。三百円という安さにひかれ、部へ屋や着ぎ用ように買ってはみたものの、アパートの部屋で改あらためてみるとその悪あく趣しゆ味みなデザインに辟へき易えきし、使わないまま押入れの中に突つっ込んでいた。

　使っていた部屋着が匂におうようになり、仕し方かたなしに鬼ジャージを着用、その鬼パワーに気づいたのが、ほんの数日前のことだ。

「このジャージの力を使って、大金持ちになってやるぜ！」

　そんな野や望ぼうを胸むねに走る男のすぐ右側から、その声が届とどいた。

「待まて！」

　首を動かした男は、目を見開いて驚きよう愕がくした。

「何！！！」

　ロケット弾だん並なみの速度で走っている自分に、併へい走そうしてくる奴やつがいたからだ。

　トラジマのパンツ一枚という、非ひ常じように変わった格かつ好こうの奴だ。（言うまでもなく栄太）

「観かん念ねんし！」

　今度は左側から声が聞えてくる。そちらに顔を動かした男は、やっぱり驚愕した。

「ぬわに！！！」

　やっぱり併走してくる奴がいた。トラジマのビキニをつけた奴だ。（言うまでもなくルイ）

「どういうことだ？　このジャージで超ちよう人じん的てきな力を手にしたこの俺に、ピッタリ併走してくるなんて……」

　困こん惑わく気ぎ味みの表情を浮かべた男だったけど、すぐに気づいた。

「分かったぞ！　お前達のそのパンツとビキニ、どうやら俺のジャージと同じなんだな！」

「その通りや。分かったら大人しく盗ぬすんだ金を返してそのジャージを脱ぬぐんや！」

「うるさい！」

　男は、強くケースを抱だきかかえる。

「追いつけるもんなら、追いついてみやがれ！」

　そのまま、さらに速そく度どをあげる。ぎゅいんって感じに、男が遠くなった。

「鬼おに初しよ心しん者しやのくせに生なま意い気きやないの！　うちらも負けへんで！」

　ルイが息いきまいた。挑ちよう発はつってのには簡かん単たんに乗ってしまう困こまった性せい格かくなのだ。

　栄えい太たとルイも速度を上げる。だけど、さすがに向こうも鬼だ。なかなか追いつけない。

「くそおおおおおお！」

「負けへんで[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ルイと栄太はさら両足に力を込めた。裸足はだしの足でアスファルトを蹴け飛とばし、速度をあげる。

　そして、ついにその時はやってきた。二人そろって、男を追い越こしたのだ。

「やったで！　エータくん！」

　ルイが華はなやいだ声をあげる。

「うちら、先せん輩ぱいの意い地じを見せてやったで！」

「感動してるとこ悪いんだけど、落ち着いて考えたら追い越すことなかったんだよね。捕つかまえるのが目的なんだから」

「あ！　そうやった！」

　ルイがあちゃーって顔をした。

「あかん、きっと今いま頃ごろ別の道にそれて……」

　その心しん配ぱいは必ひつ要ようなかった。

「こんのヤロー！　俺は負けないぜ！」

　男も、かなりノリやすい性せい質しつだったらしく、二人に追いつこうと同じ道を走ってきている。

「エータくん！」

　ルイが手を伸のばした。

「ああ！」

　栄太も手を伸ばし、ルイの手をがっちりと摑つかむ。

　そして、そろって足を止めた。

「ぐわあああ！」

　強きよう烈れつなダブルラリアットをくらった男が、回転しながらアスファルトを転がった。

「し、しまった。追い抜かれた後、さっさと別な道で逃げれば良かった……」

　ガックシと、道路につっぷし、男は気き絶ぜつした。

「ま、うちらにかかればこんなもんやな」

　ルイが得とく意い気げに言う。

「途と中ちゆう、ちょっと見み失うしなっちゃったけどね」

　栄えい太たが、呟つぶやいた。ちなみに、見失ったのは犯はん人にんのことじゃない。目的のことだ。

「ほな、鬼おにジャージひっぺがして、さっさと警けい察さつに突つき出そ」

「そーだな。早くファミレスに戻らないと、スペシャルデラックスステーキが運ばれてきちゃうよ。冷めたらゲンナリだもんな」

　栄太が、男のジャージに手を伸のばした直後だった。

「やはり、お前が鬼の衣い装しようの持ち主ぬしだったのか。パンツ鬼大だい王おうよ」

　そんな声とともに姿すがたを現あらわしたのは、あの僧そう侶りよ達たちだった。

「なんでや？　なんであんたらがまだこの町にいるんや！　一昨日おととい、そろって出てくのを見たで！」

「ああ、あれは同どう門もんの寺へ挨あい拶さつに行っていただけのこと。鬼の衣装を一つも回かい収しゆうせずに、我われらが帰る訳わけないだろう」

　僧侶達が、栄太とルイを取り囲かこむ。

　各かく自じの手には、何故なぜか枡ますがあった。

「貴き様さま、パンツ大王の小こ僧ぞうだな」

　僧侶が目を細めた。

「シマウマ柄がらのパンツで我らを騙だましたのか。許ゆるせん！」

「三人がかりで現げん金きん輸ゆ送そう車しやを襲おそい、現金を奪うばったか。なんということを」

「違ちがいますって！　現金輸送車を襲ったのはこのジャージの人で、僕らはそれを止めたんです！」

　栄太がそう主しゆ張ちようするけど、ルイが小こ声ごえで囁ささやく。

「無む駄だや。こいつらは話をきくような連中やない」

「だったら、目もく撃げき者しやを集めて……」

「それこそ無駄なことや。あの光こう景けいを覚えとる目撃者なんておらへんのやからな」

「あっ」

　鬼ジャージの力で、あの犯はん行こうを目撃した人達は何も覚えてはいないだろう。

「それより、マズいことになったで。早く逃げへんと、あいつらがアレを出してくる」

　真しん剣けんな顔をして言う。

「アレが出てもうたら、うちらはもうどうしようもでけへん！　行くで！」

　栄太の手を引っ張って走るルイ。訳が分からないままも、栄太も全速力で走る。

　次の瞬しゆん間かん、背中に無む数すうの激げき痛つうが走った。

「いってえええええ！」

「いたああああああ！」

　あまりの激痛に、二人はもんどりうって倒たおれてしまう。

「いててて、なんだ？　今のは？」

　ジンジンと痛いたむ二にの腕うでを見て、栄えい太たは顔をしかめる。

　血ち豆まめのような痕あとが、くっきりとついてたからだ。

「もしかして、あの人達、マシンガンでもぶっ放したんじゃないか？」

「マシンガンやって？　そないな生なま易やさしいもんやない」

　苦く痛つうに顔をしかめながら、ルイが叫さけぶ。

「あいつらは、コレをうちらにぶつけてきたんや！」

　ルイが、地面に落ちていた何かを拾ひろい上げ、栄太に突つきつける。

「こ、これは！」

　栄太は驚おどろきの声をあげた。

「豆まめ……しかも大だい豆ずじゃないか！」

　見ると、僧そう侶りよ達たちは手に手に枡ますを持っている。まるで節せつ分ぶんのような。

「なるほど」

　場ば違ちがいに落ち着いた口く調ちようで呟つぶやくと、栄太はポンと手を叩たたいた。

「僕らは今、鬼になってるから、炒いった大豆に弱いってことなのか。こりゃあ一本取られたなあ」

「感かん心しんしとる場合やないって！」

　栄太を引っ張って逃げようとするが、豆の第だい二に波はが飛んでくる。

「うぎゃああ！」

「あぎゃああ！」

　全ぜん身しんに走る激痛に、二人はその場を転ころげ回った。肌はだの露ろ出しゆつが多い分、痛さもひとしおだ。

「チックショー、どーして母さんは鬼パンツなんか買ってきたんだよ。鬼エスキモー服とかなら防ぼう御ぎよできたかもしんないのに」

　痛さだけではなく、力も吸すい取られていくような気がした。事じ実じつ、体が思うように動かない。

「ふっふっふっふっふ、鬼おに封ふう寺じの裏うらの畑で栽さい培ばいされている、特とく製せい、鬼殺し大豆。こいつは、鬼を鬼の力を封ふうじる力を持っておる。もはやお前達に逃げる術すべはない」

　勝ち誇ほこったように、笑う僧侶達。

「さて、どんな仏ぶつ罰ばちにしようか？」

「ひん剝むいて逆さかさ吊ずりにするだけでは飽あき足たらん」

「ミミズ風ぶ呂ろに入れてもまだ足りん」

「鬼封寺へと連れ帰り、二人とも丸まる坊ぼう主ずにし、一生小坊主としてこき使ってやろうか」

　えげつないことを言ながら、ゆっくりと歩あゆみ寄ってくる。

　ものすごく嫌いやなのは、どれもこれも冗じよう談だんじゃなさそうなとこだ。

「くそっ、ここまでなのか……」

　歯は嚙がみする栄えい太たは気がついた。すぐ近くにマンホールがあるってことにだ。

「えええええいいい！」

　マンホールに指をかけると、蓋ふたを引っぺがす。

「ルイさん！」

　ルイの手を摑つかみ、マンホールへと飛び込む。

「待まてえええええええええええええ！」

「往おう生じよう際ぎわの悪い鬼おに共どもめ！」

　遠えん海かいが追いかけようとするが、その巨きよ体たいがマンホールにはまってしまった。

「くそおおおおおおおおお!!」

　マンホールにぎゅうぎゅうになりながら、遠海が叫さけんだ。

「これで、これで我われらから逃げられたと思うな！　必かならずお前達を捕つかまえて、鬼の衣い装しようを取り戻す！　そして、生きているのが嫌いやになるくらいの仏ぶつ罰ばちを、与えてやるからな！」
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「ふ～、さっぱりした」

　ほかほかと湯ゆ気げをたてながら、栄太がバスルームから出てくる。

「生き返るってこーゆーことを言うんだな」

　しみじみと、幸しあわせを嚙かみ締しめたりした。

「まったくや。あないな経けい験けん、もう二度としたくあらへんわ」

　先にシャワーを浴あびていたルイが、ブルルって首を振った。栄太のトレーナーを借かりているため、ものすごくブカブカでダボダボな格かつ好こうだ。

　ちなみに、ルイの言う、『あないな経験』ってのは、下げ水すい道どうに飛び込んで逃とう亡ぼうするっていう経験のこと。体中にイヤな匂においがついて、精せい神しん的てきにもかなりの苦く痛つうだったのだ。

「ルイさんが、あんなに恐おそれてた訳わけが分かったよ。確たしかにあれは拷ごう問もんみたいなものだったもんな」

　未いまだ生々しく残る、豆まめをぶつけられた痕あとを見て、栄太が顔をしかめる。

「よりにもよって、あんな秘ひ密みつ兵へい器きがあったなんて」

「ビックリやろ？　鬼なれば無む敵てきやと思ったんやけど、まさかあんな豆ごときに手も足も出えへんなんてな」

　ルイは、栄太に顔を向ける。

「ホンマ、エータくんがマンホール見つけてくれへんかったら、もう、ジエンドやったわ」

「無む我が夢む中ちゆうだったけど、うまくいって良かったよ」

　ふ[image: ～][image: ～][image: ～]っと、栄太が息いきを吐はいた。

「さてと、これからどうしたもんだろ？」

　考え込む栄えい太たに、ルイは言った。

「とりあえずは、祈いのるっちゅうもんやな。鬼おにの正しよう体たいがバレてへんことを」

「えっ、それは大だい丈じよう夫ぶなんじゃないの？」

　意外そうに、栄太が言う。

「ほら、あの人達が学校に来た時、話してるのを聞いたじゃないか。お守まもりか何かの力で、完かん全ぜんに忘れはしないけど、鬼の顔については覚えてないって。きっと、僕らの顔だって今いま頃ごろ忘れちゃってるはずだよ」

「確たしかに顔は忘れてもうてるとは思うで。せやけど、鬼はやっぱり鬼パンツ大だい王おうだったってゆーことまで、うまいこと忘れてくれてるとは限かぎらへんやろ？」

　ルイの言こと葉ばに、栄太があって声をあげた。

「もし、そのことを覚えてたとしたら、うちはともかく、エータくんはもう誤ご魔ま化かしきかへんで」

「どどどど、どーしよ！　ルイさん！」

　青ざめた顔で、栄太が叫さけぶ。

「せやから、祈るしかないって言うたやろ」

　二人は、手を合わせてとりあえず祈った。

「なむなむなむ」

[image: ]

　そんな時だった。

「ただいま[image: ～][image: ～][image: ～]」

　買い物袋ぶくろをぶら下げて、栄えい子こ母かあさんがご帰き宅たくする。

「あら、栄えい太た、もう帰ってたの？　デートどうだった？　うまくやったんでしょうね……」

　そこで、栄子母さんは、ルイの存そん在ざいに気がついた。

「あらまあ、巣す玉だま井いさん！　遊びに来てくれてたのね。どうしましょう、気の利きいたお茶ちや菓が子し買っておけば良よかったわ」

「おかまいなしに、ちょっとシャワーを借りてただけなんです」

「まあ、シャワーを！」

　栄子母さんが大騒さわぎした。

「ちょっと二人して下げ水すい道どうに落っこちちゃってさ。それで汚よごれちゃって……」

　栄太が説明すると、栄子母さんは露ろ骨こつにがっかりとした顔をした。

「なんだ、そうだったの。母さんはてっきり……」

「てっきり、何？」

「ううん、何でもないのよ。何でも。ちょっと待まっててね、お茶でも入れるから」

　台所の方に行こうとした栄子母さんだったけど、思い出したように足を止める。

「そうそう、下げ水すい道どうってので思い出したけど、町で面おも白しろい物見ちゃったのよ！」

　おかしくておかしくてたまらないといった様よう子すで、栄子母さんが携けい帯たい電話を引っ張り出した。

「せっかくだから、携帯の動どう画がで撮とっておいたの」

　栄子母さんが町で見かけた面白い物なんかどうでも良かった。今はそれどころじゃない。

　だけど、見ないことには栄子母さんがどこにも行ってくれそうもなかったから、栄太は携帯電話を見る。

「何々？　面白いモン？　見せて！」

　ルイが覗のぞき込んでくる。栄太と違ちがってこっちは本物の好こう奇き心しんだ。面白いモン好ずきとしてはほっとけないのだろう。

　動画が再さい生せいされた。







『遠えん海かい殿どの！　せーので引っ張り出しますからね！』

『せーの！』

『うんしょうんしょ』

　グギギギ！

『いだだだだだだだ！』

『大だい丈じよう夫ぶですか？　遠海殿！』

『くっそ────、こうなったのもあの鬼おに達たちのせいだ！　いまいましい！』

『大だい丈じよう夫ぶです！　逃げられてしまいましたが、もう正しよう体たいは分かったではないですか』

『そうです！　あの男の方の鬼は、例れいの……』

『何だっけ？』

『ううむ、思い出せん。パンなんとかって言ったような』

『パン屋の店てん員いんじゃないか？』

『パン食い競きよう争そうの達たつ人じんかもしれないぞ』

『えーい、お前達！　考えてる暇ひまがあったらさっさとわしを引っ張り出せ！』

『はい、せーの！』

『うんしょうんしょ』







「ね、すっごいでしょ！　お坊ぼうさんがマンホールにはまって出られなくなってる光こう景けいなんて、そうそう見れないわよ」

　笑いながら、栄えい子こ母かあさんは二人に顔を向けた。てっきり、笑ってくれてると思ったのだけど、ことの他、二人は真ま顔がおでいる。

「エータくん！」

「ルイさん！」

　二人は顔を合わせると、抱だき合って喜よろこんだ。

「やったで！　うまいこと忘れてくれてるよーや！」

「ああ、祈いのりが通じたんだな！」

「あら、まあまあ」

　栄子母さんが、感かん心しんしたように息いきを吐はき出した。

「最近の若い人達ってば大だい胆たんなのねえ。母さんびっくりしちゃったわ」

「ああ！」

　慌あわててルイから離はなれた栄えい太たは、早はや口くちに言う。

「違ちがうんだよ。今のはその、天に祈りが通じた喜よろこびでつい」

「いいのよ[image: ～][image: ～][image: ～]。それじゃ母さんお茶入れてくるから。なるべくゆっくりね～」

　ウインク一つして、栄子母さんは台所へと消えてゆく。

「あの連中がうまいこと忘れててくれてラッキーやったわ。首くびの皮かわ一枚で繫つながったって感じやで」

　まだ興こう奮ふん冷さめやらぬといった様よう子すで、ルイがぴょんぴょん飛び跳はねる。

「でも、安心してはいられないぞ。あの人達はまだしぶとく僕らのこと捜さがそうとするだろうし」

　うかない顔で考え込む栄えい太たに、ルイが言った。

「エータくん。解かい禁きん日びは終わりや。絶ぜつ対たいにボロを出さんよう、静しずかに生活するんや！」

　拳こぶしを握にぎり締しめると、ルイは叫さけんだ。

「あの坊さん連中が、諦あきらめてこの町を出て行くその日まで！　鬼おにパンツ、鬼ビキニは禁きん止しや！」
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「ええい、なんともふがいない」

　黒くろ臼うす市しの外はずれにある寺、そこの本ほん堂どうにて、機き嫌げんが悪そうに遠えん海かいは言った。

「この町を訪おとずれてから、もう一ヶ月近くたつ。その間で回かい収しゆうできた鬼の衣い装しようが、ただこれだけとはな」

　目の前に置かれた、鬼ジャージを見ながら遠海が言う。

「我われらをコケにした、あの二人から鬼の衣装を取り戻すまでは、鬼おに封ふう寺じには帰れん」

「しかし、なかなか姿すがたを見せませんね」

「おそらく、我らのことを警けい戒かいし、身みを潜ひそめているのでしょう」

「何か、おびき出す方法でもあればよいのだが」

　僧そう侶りよ達たちがう～むと考え始める。

「鬼の衣装を高こう額がくで買い取るというチラシをばらまいてみるとか？」

　ってな意見も出たけれど、

「そんなもの、あらかさまに怪あやしいであろう。それに、鬼の衣装の特とく性せいを知った者ならば、いくら金をつまれても売らないのではないか？」

　ということで却きやつ下か。

「ニセの現金輸ゆ送そう車しやを用意し走らせ、奴やつ等らが襲おそってくるをの待まち伏ぶせるなんてのはどうだ？」

「あれほどの痛いた手でを負おったのだ、今は欲よくよりも身を潜めることを重じゆう要よう視しするのではないか？」

　これも却下。

「町中の人間に参さん加かしてもらう大おお鬼おにごっこ大会を開いたらどうだろう？　調ちよう子しにのって本物が出て来る可か能のう性せいも……」

　ある訳わけないって事で却下だった。

「やはり、根こん競くらべしかないのか」

　諦あきらめに似にた空気が、一いち同どうを覆おおいつくすことしばらく。

「しかし、どうもふに落ちないとこがあるんだが」

　一人の僧侶が、唐とう突とつに呟つぶやいた。

「その、鬼の衣装を着ていた男のことだ」

　鬼ジャージが指し示される。

「鬼おにの衣い装しようをひっぺがした後、少し痛いためつけてやったな」

「ああ、仲なか間まの二人の居い場ば所しよをはかせようとな。しかし、無む駄だだった。知らんとしか言わん。鬼の衣装の力で記き憶おくを失うしなってしまったのだろう」

「そこだ。ずっと疑ぎ問もんに思ってたが……」

　僧そう侶りよが、真ま顔がおで言った。

「鬼となった者同どう士しでも、記憶を失ってしまうのだろうか？」

「へっ？」

　一同、ポカンと口を開けた。

　そんな初しよ歩ほ的てきな疑問にさえ、これまで気づかなかったのだ。

「そうだぞ。よく考えたらおかしな話だぞ」

「鬼同士でも忘れてしまうとしたら、あの二人のように連れあって何かをするということが不ふ可か能のうとなる」

「となるとどういうことなんだ？」

「あの男が言っていたことは本当のことだったということだ」

「あんな二人なんか知らん！　という言こと葉ばか」

「よくもまあ、知らない相あい手てと現げん金きん輸ゆ送そう車しやを襲おそうなんてことをしようと思ったものだな」

「いや、それも違ちがうのかもしれないぞ。もしかしたら、あの男一人での犯はん行こうだったのかもしれん」

「バカな！　それではあの二人はどうしてあんなとこにいたのだ？」

「たまたま通りすがったか……そうでなかったとしたら」

「あっ！」

　一人の僧侶が声をあげた。

「我われらが駆かけつけた時、犯行を阻そ止ししたんだみたいなことを叫さけんでおったような気がする」

「そう言えば、最初に娘むすめと遭そう遇ぐうした時も、自分はひったくりじゃなく取り戻しただけだとか言ってたっけ」

「考えてみれば、オートバイの男がハンドバックを持っているのも、不ふ自し然ぜんだ」

「もしかして、あの二人は鬼の衣装を使い悪あく事じを働はたらいているのではなく、鬼の衣装を使い悪事を防いでいるのではないだろうか？」

　分からず屋達の誤ご解かいが、解とける瞬しゆん間かんだった。

「我らが、誤解をしていたということか」

　ほんのちょっとだけ、反はん省せいの空気が漂ただよい始めた時だった。

「ふっふっふっふ、そうか。そういうことだったのか」

　不ふ適てきに笑い出したのは、遠えん海かいだ。

「鬼の衣装を使い、悪あく事じを防いでいるか。ならばできる。奴やつ等らをおびき寄せることができるぞ！」

　楽しくて仕し方かたがないといった様よう子すで、遠えん海かいは続ける。

「今度こそ、あの二人から鬼おにの衣い装しようをひっぺがし、仏ぶつ罰ばちを食らわせてやるわ！」

「遠海殿どの。仏罰は勘かん弁べんしてもよいのでは？　衣装を悪用はしていなかったのだから」

「フン、そうはいかぬわ！」

　遠海が叫さけぶ。

「あやつらのせいで、わしはマンホールにはまり三時間も抜けられなかったのだからな！」

　私し怨えんかよ！　って突つっ込みをいれたくなるけれど、僧そう侶りよ達たちは黙だまってた。階かい級きゆう的てきには遠海の方が上だから逆さからう訳わけにもいかないのだ。

「それで、一体どうやって二人をおびき出すので？　まださっぱり分からないのですが……」

「簡かん単たんなことよ。あの二人が、正せい義ぎの味み方かたを気取っているのであれば、おあつらえの事じ件けんを起こしてやればいいだけだ。鬼の衣装の力を使わなければ解かい決けつできないような、とんでもない事件をな」
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「ふわああ！」

　立りつ派ぱな欠伸あくびをしながら、栄えい太たは階かい段だんを下り、リビングへとやってきた。

「おはよ、栄太。朝ごはんできてるから、食べなさい。まあ、この時間だから昼ごはんって言った方がいいのかもしれないけど」

　ソファーに座すわってテレビを見ていた母親の声が届く。

「ほーい」

　寝ねぼけ眼まなこで返事をすると、テーブルにつく。焼かれたトーストとジャムとバター、それから納なつ豆とうが置かれていた。

　迷まようことなく、栄太は納豆に手を伸のばすと、それをわっしゃわっしゃかき混まぜ始める。

　十じゆう分ぶんに空気を含ふくみ、ふっくらとかき混ざったところで、栄太はそれをトーストの上に載のせようとした。

　だけど、そこで手を止める。

（いかんいかん！　少しずづつこの非ひ常じよう識しきな食生活を改かい善ぜんしてこうって思ってたとこじゃないか）

　超ちよう個こ性せい的てきな母、栄えい子こさんの作る料りよう理りは、かなり非常識なものばかり。それで育ってしまったもんだから、すっかり栄太も慣なれてしまったのだ。

（トーストには、バターだよな。やっぱり）

　バターを塗ぬって、一ひと口くち齧かじる。おいしいんだけど、なんか物もの足たりない。

（ジャムも塗っておくか。ジャムバタってのはパン屋でも売ってることがあるし、そんなにおかしなものじゃないはずだぞ）

　さらにジャムを塗ぬって齧かじる。さっきよりはマシになったけれど、それでもやっぱり物もの足たりない。パンチがちっとも足りないのだ。もっとこう、えぐり込むような何かが欲ほしいのだ。

「うっ……」

　しばし耐たえてから、栄えい太たは敗はい北ぼくの息いきを吐はき出した。

「せっかくかき混まぜたんだし、使わなきゃもったいないよね」

　言い訳わけしてから、納なつ豆とうをパンの上にねちょっと載のっける。ジャムバタ納豆パンにして、もしゃもしゃと頰ほお張ばった。

　悲しいことに、すごくパンチがきいてておいしかった。

（もしかして、僕はもうこの非ひ常じよう識しきな味み覚かくからは逃のがれられないのかもしれん）

　そんなことを思い、ちょっとばかし落ち込んでる時だった。

「あら、大変じゃないの」

　のんびりとした栄えい子こ母かあさんの声が、耳に届とどく。

「どーしたの？　天気でも悪くなるって？」

「違ちがうわ。今ね、ニュース見てたんだけど」

　相あい変かわらずのんびりとした声で、栄子母さんが説せつ明めいする。

「強ごう盗とう犯はんが、銀ぎん行こうに立てこもってるんですって。犯はん人にんは武ぶ装そうしてて、まだ人ひと質じちが何人も銀行内に閉じ込められてるらしいわ」

　栄子母さんは、大きく息を吐き出した。

「本当に大変ね。駅えき前まえの桃もも山やま銀行」

「！！！」

　ジャムバタ納豆パンが、喉のどに詰つまりそうになった。慌あわてて牛ぎゆう乳にゆうで流し込むと、栄太は尋たずねた。

「母さん！　駅前の桃山銀行って、もしかしてこの町の？」

「そうよ。黒くろ臼うす支し店てんのことよ」

　指差されるテレビには、見み慣なれた銀行が映うつっていた。たくさんの野や次じ馬うまが集まっている。

「人質がいるから、警けい察さつも手が出せないみたい。本当、困こまったわねえ」

「大変だなあ」

　テレビを見ながら、栄太は呟つぶやいた。

「きっと、人質になっちゃった人達、生きた心地ここちがしないんだろうな」

　心しん境きようを想そう像ぞうして、背せ筋すじをぶるるって震ふるわせる。

「こういう時、映えい画がとかだったらスーパーヒーローが現われて何とかしてくれるんでしょうけど、現実はなかなかそうもいかないものよね」

　栄子母さんの何なに気げない一ひと言ことに、栄太ははっと気づいた。

　強ごう盗とう犯はんが占せん拠きよする銀ぎん行こうに飛び込み、人ひと質じちを救きゆう出しゆつし、強盗犯をやっつける。

　そんなことができる、スーパーヒーローってのに、ちょっとばかし心当たりがあってしまったのだ。

　言うまでもなく、鬼おにパンツ一枚となった自分だ。

　だけど、慌あわてて首を横に振る。

（ダメだ！　ダメだ！　何を考えてるんだ僕は！　鬼パンツ禁きん止し令れいが出てる最さい中ちゆうじゃないか！　まだあのお坊ぼうさん達が町にいるかもしれないんだから）

　銀行強盗のことは忘れて、残ってるジャムバタ納なつ豆とうパンを頰ほお張ばる栄えい太た。だけど、頭の片かた隅すみにはしこりが残る。

　もし、人質にもしものことがあったらどうだろう？

　それどころか、犯人と警けい察さつの激はげしい撃うち合いになったらどうだろう？　人質や野や次じ馬うまの人達まで銃じゆう撃げき戦せんに巻まき込まれて……。

　栄太の頭の中で、アメリカンジョークが浮かび上がる。

『ＨＥＹ、ボビー！　ここでたくさんの子供がホットドックでも食べてたのかい？』

『ＯＨ、どうしてそんなこと思うんだい？　ジャック？』

『だって、あたり一面、ケチャップだらけじゃないか』

　ＨＡＨＡＨＡＨＡ。

　なんていう縁えん起ぎでもないアメリカンジョークだ。

　ぶるるるるって首を振ってから、栄太は残ってたジャムバタ納豆パンを口に押し込んだ。

　そして、立ち上がると、栄えい子こ母かあさんに言った。

「ちょっと出かけてくる！」







　駅えき前まえの桃もも山やま銀行の前には、たくさんの野次馬が集まっていた。警察関係者らが、慌あわただしく走り回っている。

　定てい期き的てきにスピーカーで呼びかけているのだが、反はん応のうはない。カーテンが閉められているため、中の様よう子すも分からなかった。

　解かい決けつは、困こん難なんを極きわめそうな雰ふん囲い気きだった。

「自然に解決してくれるのを期き待たいしてたけど、難むずかしそうだな」

　野次馬の中で、一人の若者が息いきを吐はき出す。そう、栄太だ。

「仕し方かた……ないよな」

　そう呟つぶやくと、そそくさと野次馬を卒業する。そのまま少し離はなれた雑ざつ居きよビルの裏うらへと足を進めた。

　ビルとビルの間となったその空間は、狭せまく薄うす暗ぐらかった。こんなとこ好すき好このんでやってくる人はまずいないだろう。

「よし、ここなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

　栄えい太たが、服ふくのボタンに手をかけた瞬しゆん間かんだった。

「何やっとるんや？　エータくん」

　背はい後ごから声をかけられ、栄太は思わず体をビクつかせた。

「うわああ！！！」

　体をひねるように振り向くと、案あんの定じよう、後ろに立っていたのは……。

「ルイさん！」

　普ふ段だん着ぎのルイが、腰こしに手を当て、栄太のことを睨にらみ上げていた。

「エータくん。こんな陰いん気きなとこで何するつもりなんや？」

　それから、ルイはジトってした実じつに疑うたぐり深そうな視し線せんで尋たずねてくる。

「ひょっとして、服を脱ぬごうとしてたんじゃ？」

「そ、そんなことないぞ！」

　栄太は、超ちよう絶ぜつに慌あわててまくしたてた。

「決して、パンツ一枚になろうとしてた訳わけじゃないぞ！　それで、鬼おにになろうとしてた訳じゃないぞ！　それで、銀ぎん行こう強ごう盗とうをやっつけようとしてた訳じゃ……」

　クレーター並なみの墓ぼ穴けつを、掘ほってしまったようだった。

「ま、そんなことやろうと思ってたで」

　ルイが、やれやれと息いきを吐はき出す。

「野や次じ馬うまに混まじって見物しとったエータくんが、こそこそ路ろ地じ裏に入ってったんや。こら、鬼になって事じ件けんを解決するつもりやなってすぐ分かったわ。いや、それ以前に、エータくんが野次馬しとる時点で、怪あやしいとは思ってたんやで」

「………すまん！」

　もはやこれまでと、栄太は頭を下げる。

「鬼おにパンツ禁きん止し中ちゆうだってことは分かってる。だけど、人ひと質じちもいるっていうし、何だかじっとしてられなくって」

「別にええで。そないに謝あやまらんくても」

　そこで、ルイはニッカリと微笑ほほえんだ。

「正しよう直じき言うと、うちも同じなんや」

「へ？」

　ポカンとする栄太に、笑いながらルイは言った。

「いや～、実じつはうちも、銀行強盗のニュース見てな。こらえらいこっちゃって思ったんや。せやけど、鬼ビキニ禁止中やろ？　駆かけつけたいのをグっと我が慢まんしてたんやけど、我慢しきれんかったんや」

「なんだ、そうだったのか」

　何だかおかしくなって、栄えい太たも目を細める。

「それじゃ、遠えん慮りよなんかしなくても良かったんだな」

　栄太が服ふくを脱ぬぎ捨すてた。鬼おにパンツ一枚となった栄太の頭から、ニョッキリと二本の角つのが突つき出る。

　ルイもそれに続く。鬼ビキニだけになったルイの頭からも、やっぱり角が飛び出した。

「エータくん。まだ、あの坊ぼうさん連中が、町にいるかもしれへんからな。せやから、あんまり時間かけてたらマズいで」

「分かってる。できる限り、手早くことをすますよ」

　二人は顔を見合わせ、コックリと頷うなずいた。

「ほな、行こか！　桃もも山やま銀ぎん行こうに！」

「おう！」

　ロケット弾だん丸がんと見まごうばかりの勢いきおいで、二人は路ろ地じ裏うらを飛び出した。

　銀行強ごう盗とうをやっつけ、囚とらわれの人ひと質じち達たちを救きゆう出しゆつするために……。
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「まったく、なんで私がこんな目にあわなきゃならないのよ」

　そんなことを小こ声ごえで呟つぶやくのは、真ま白しろ野の奈な音おん。栄太のクラスメイトで、学年でも有ゆう数すうの美女。だけどけっこう腹はら黒ぐろかったりする。

「それは俺の台詞せりふだぜ。どうして俺がこんな目に」

　隣となりにいるのは、見るからに軽けい薄はくそうな顔つきの若者。栄太の友人、佃つくだ山やま雄ゆう介すけだ。

　ちなみに、二人の言っているこんな目というのが、どんな目なのかと言うと……。

『銀行強盗の人質』

　ってな目だった。

　桃山銀行の店内だ。二人は他の客きやくや銀行員らと一いつ緒しよに、銀行の一いつ角かくに集められていた。

　少し離はなれた場所、銀行のカウンターの辺あたりに、銀行強盗犯が集まっていた。十数人という、えらく大人数の強盗犯。フルフェイスのマスクをかぶり、ジャンバーを着こんでいる。一人一人がとてつもなく強そうだ。

「なんで、こんなことになるんだよ」

　慨がい嘆たんするように、佃山が首を振る。

「真白野ならわかるよ。どうせ、男から騙だまし取った金でも下ろしに来たんだろから。天てん罰ばつが当たって当然だよ。その点俺は、たまたまやった通つう販はんの振込みに来ただけだってのに。ワリがあわないぜ」

「人聞きの悪いこと言わないで。私のこと何だと思ってるのよ」

　奈な音おんが顔をしかめる。

「私は普ふ通つうに貯ためた自分のお金を下ろしに来ただけよ……」

　と、奈音のハンドバッグから携けい帯たい電話の音がピルルルルと響ひびき出した。

　ためらうことなく、奈音は携帯に出た。

「はい、もしもし。あ、杉すぎ山やまさんですか？　はい、そうです。えっ、もうちょっと安くしてくれって？　冗じよう談だんじゃありまっせん。私にセクハラしようとしてた写しや真しん、奥おくさんに見せてもいいんですよ！　つべこべ言わずに、十六万、耳をそろえて振り込みな！」

「なるほどね。お前の言う普通に貯ためるってのは、そういうことを言うんだな」

　ジトってした目で、奈音を見る。

「うるさいわね。人がどうやって稼かせごうと勝かつ手てじゃないの。それよりも……」

　奈音は、声を潜ひそめた。

「どーにかなんないの？」

「どーにかって、なんだよ」

「だから、どーにかここから逃げ出せないかって聞いてんのよ」

「そりゃ、無む理りだって。見つかったら命いのちがないぜ」

「だからっていつまでもこんなとこいられないのよ！　こっちには予定ってのがあるんだから」

　奈音は辺あたりをきょろきょろと見み渡わたした。

「うまく、ソファーの後ろを通っていけば、トレイまで行けんじゃない？」

「いや、ちょっと無理って言うか無む謀ぼうって言うか」

「やってみなきゃわからないでしょ」

　そう言うと、奈音は行動を開始した。

「おい、バカ止めろ！」

　佃つくだ山やまが止めるのも聞かず、ごそごそと、ソファーの後ろを進んでいく奈音。

　佃山もその後ろを追いかける。

「おい、真ま白しろ野の！　悪いこと言わないから、引き返そうぜ！」

「ビクビクすんじゃないわよ。男のくせに」

　奈音はごそごそを止めようとしない。

「ダイジョーブよ。あいつら、カウンターんとこでごにょごにょ密みつ談だんしてたもの。気づきゃしないわよ」

　なんて言ってた奈音の目の前に、ごっつい足が二本、現あらわれる。

「あっ」

　ゆっくりと首を持ち上げると、強ごう盗とう犯はんの一人が立っていた。腕うでを組み、二人を見下ろしている。

「ははははは」

　奈な音おんも、少々苦しい笑えみを浮かべた。

　だけど、さすがは奈音だった。ビシリと、後ろの佃つくだ山やまを指差すと、思いきりシナを作って言った。

「違ちがうんです！　この人がムリヤリ！」

「え、おい、真ま白しろ野の、お前何言ってんだよ!?」

「私は、言うとおりにしてなくちゃいけないって言ったんです。なのに……」

　目に涙なみだなんかも浮かべて、迫はく真しん物ものの演えん技ぎで訴うつたえる。

（いくら銀ぎん行こう強ごう盗とうでも、これならいけるわね。チョロいもんよ）

　心の中で、ペロって舌したを出す奈音、だけどちょっとばかし様よう子すが違った。

　いきなり、服ふくの首んとこを摑つかまれ、そのままぐいっと持ち上げられた。

「ちょ、ちょっと！　離はなしなさい！」

　奈音が叫さけぶのも気にせず、強盗犯は仲なか間まに声を飛ばした。

「逃げようとした娘むすめがいたぞ。どうする？」

「二、三発、ひっぱたいておけ」

「そうだな、そうするか」

　強盗犯が視し線せんを、奈音に戻す。

「や、止めなさいよ！　後で目の玉が飛び出るくらいの慰い謝しや料りよう、請せい求きゆうしてやるわよ！」

　奈音が叫ぶ。少々、怯おびえの混まじった声で。

　だけど、強盗犯はゆっくりと右手を振り上げる。太い腕うで、巨きよ大だいな手のひら。これでひっぱたかれたら、首がもげてしまいそうだ。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　奈音が、普ふ通つうに悲ひ鳴めいを上げた直後だった。

　ドッゴ──────ン！！！

　いきなり、銀行の壁かべの一部が崩くずれ落ちた。ちょっとした扉とびらぐらいに空いた穴あなから、一人の若者が姿すがたを現す。

「ここまでだぞ！　銀行強盗犯！」

　よく知っている人物だったもんだから、奈音は思わず声をあげた。

「ま、丸まる見みくん！！！」

「えっ、真白野さんじゃないか！」

　思いがけない知り合いの存そん在ざいに、栄えい太たも口をパクパクとさせる。

「栄太？　お前、そんな格かつ好こうで何やってんだ？」

「佃山もいる！！！」

　栄太はおおいにあたふたとした。

「どーしよ！　正しよう体たいがバレちゃうよ」

「何言うとるんや？」

　栄えい太たの後ろから出ていたルイが、呆あきれたように首を振る。

「うちらは今、鬼おになんやで。どんなに見られたってへっちゃらや」

「そっか、後で忘れちゃうんだもんな」

　ホっと息いきを吐はき出してから、気を取り直し犯はん人にんに叫さけんだ。

「おい、真ま白しろ野のさんを離はなすんだ！」

「ふん」

　犯人は、まるでつまらないオモチャでも捨てるように、奈な音おんをぽいと放り投げた。

「おっと！」

　栄太は慌あわてて突つっ走ると、奈音を受け止める。鬼になってなくちゃできない芸げい当とうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　真白野さん」

「う、うん。大丈夫だけど……」

　銀ぎん行こう内ないに、ルイの声が響いた。

「人ひと質じちの皆さんはここから外に逃げるんや！　早く！」

　ルイに促うながされて、人質が壁かべの穴あなから外へと逃げていく。

「ほら、真白野さんも、早く外へ!!」

「うん、そうするけど、丸まる見みくんは？」

「もちろん、銀行強ごう盗とうをやっつけてくよ」

　そう言う栄太の顔は、自信に満みち溢あふれていて……。

　色いろ白じろで、貧ひん弱じやくな体も、何だかたくましく思えて……。

　奈音の頰ほおが、ちょっとだけ赤く染そまった。

「ほら、何やっとるんや！　早く！」

　機き嫌げん悪そうに、ルイがせっつく。

「佃つくだ山やまくんもやで！」

「お、おう！」

　佃山が、栄太に声を飛ばした。

「お前、実はやっぱり強かったんだな？　後でたっぷり話を聞かせてもらうぜ！」

　銀行を飛び出して行く佃山。奈音もその後に続く。

「ルイさん。他の人質は？」

「全員、無ぶ事じに外に逃げてったで」

「そっか」

　栄太は、強盗犯らに顔を向けた。

「それじゃ、今度はお前達の番だぞ」

「そうや。ちゃっちゃと片かたして、サヨナラさせてもらうで。こっちも、あんまし目立つことでけへん身みやからな」

「くっくっくっくっく」

　強ごう盗とう犯はんらが、笑い出す。

「ま、気持ちも分かるで。こんな冗じよう談だんみたいな格かつ好こうしたのが来たんやもんな。でも、すぐに、笑ってられなくなるで。なんせうちらは……」

「本物の鬼おにになっている、とでも言うのだろう」

　強盗犯の一人の言こと葉ばに、ルイは目を大きくした。

「どうして知ってるんや！！！」

「ふっふっふ、知っているに決まっているさ。なにせ、わしらは」

　強盗犯らが、一いつ斉せいにフェイスマスクに手をかけ、引っ張った。

　よく磨みがかれた坊ぼう主ず頭あたまと、いかつい顔が現あらわれる。さらに、拳けん銃じゆうを投げ捨て、手て袋ぶくろやジャンバーも脱ぬぎ捨てた。その下から現れたのは、紺こん色いろの僧そう侶りよ服ふく。

　遠えい海かいをはじめとする、鬼おに封ふう寺じの僧侶達だった。
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「こ、これはどういうことなんや！」

　訳わけが分からないと言った様よう子すで、ルイが声を張り上げた。

「まがりなりにも、あんたら坊さんやろ？　銀ぎん行こう強盗なんかしてええんか！！！」

　ルイの叫さけびに、僧侶達は大声で笑い出した。

「何をバカなことを。我われらが本気で銀行強盗などをすると思っておるのか？」

「せやかて、銃なんか持って」

「こんなものはプラスチックの玩具おもちやさ」

　先さき程ほど投げ捨てた拳銃を、踏ふみつける。パキパキって安っぽい音を立てて、拳銃は壊こわれた。

「我らの目的は、お前達をおびき寄せること！」

「うちらを、おびき寄せる？」

「そうとも。いろいろと調べた結果、お前達が、鬼の衣い装しようを使って悪あく事じを働はたらいているのではなく、鬼の衣装を使って悪事を防いでいるということが分かったのでな。それで、一ひと芝しば居い打たせてもらったという訳だ」

「くう、なんて手の込んだことをするんや」

　ルイが歯は嚙がみする。

「さあ、観かん念ねんするんだな」

　遠海が右手をあげると同時に、僧侶達が栄えい太たとルイを取り囲んだ。その手には、大だい豆ずが山やま盛もりになった一いつ升しよう枡ますがある。

　鬼おに封ふう寺じの裏うらの畑で特別に栽さい培ばいされているという、特別な大だい豆ずの威い力りよくは、身みをもってしってる二人だから、思わず鳥とり肌はだが立った。

「ス、ストップ！！！　降こう参さんです！　降参！」

　栄えい太たが、大きく両手を振り回した。

「ちょっと、エータくん、何言うて」

「もうこうなったら仕し方かたないよ。ルイさん。諦あきらめよう。それにとりあえず僕らが鬼おにパンツと鬼ビキニを悪用してたんじゃないってことは分かってくれたみたいだから、ここは大人しく返そう。そうしないと、仏ぶつ罰ばちってのを食らっちゃうよ」

　僧そう侶りよらが口にしていた、恐おそろしい仏罰ってのを想そう像ぞうする。

「ぐう、ぐううう」

　ものすごく悔くやしそうな顔をしているルイを、必ひつ死しになだめてから、栄太は僧侶らに顔を向ける。

「鬼パンツと鬼ビキニは返します！　それでいいですよね」

　誤ご解かいも解とけたことだし、それで勘かん弁べんしてもらえる。そう思ってた栄太だったけど……。

「そうはいかん」

　遠えん海かいは、首を横に振った。

「鬼の衣い装しようを身みにつけるだけでも、許ゆるされざる罪つみなのだ。しかも！！！」

　くわっと目をひん剝むいて、遠海は叫さけぶ。

「お前達のせいで、わしはマンホールに三時間もはまってしまったのだ！　これが許せずにいられるか！　よって、しっかりと仏罰は受けてもらうぞ！」

　遠海が右手を振り上げた。

「まずは、鬼の力、そがせてもらう！　やれ！！！」

　その合あい図ずで、僧侶達は一いつ升しよう枡ますに手を突つっ込んだ。大豆を摑つかみ取ると、二人に向かって投げつける。

　バシバシと豆まめが当たる。全ぜん身しんに激げき痛つうが走った。これならまだ、マシンガンで撃うたれた方がましかもしれない。

「いった[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「わああああああああああああ」

　痛いたさで転ころげまわる二人に、豆は容よう赦しやなくぶつけられる。

　逃げたくても、きっちり囲かこまれてしまっている。突とつ破ぱ口こうはない。

「あかん、意い識しきがなくなってきてもうた」

　豆の嵐あらしの中、ルイが呟つぶやく。

「エータくん。これまでありがとう」

「ちょ、ルイさん！　何てこと言うんだよ！」

「せやかて、もう終わりや。この豆まめの嵐あらしには耐たえられへん。鬼おにになってるうちらにはどうすることも」

「ちょっと待まって……」

　嵐の中、栄えい太たは小こ声ごえで叫さけんだ。

「それだよ！」

　そう叫ぶと、近くに落ちている『何か』に手を伸のばした。







「食らえ！　よくも！　わしを！　マンホールに！　つまらせてくれたな！　しかも！　三時間も！　おかげで！　みなの！　いい！　笑い者に！　なってしまったわ！！！」

　これでもかこれでもかって、豆を投げつける遠えん海かい。

「あの、遠海様さま。もうそろそろよいのでは？」

「まだだ！　ありったけの豆をぶつけてやれ！」

[image: ]

　結けつ局きよく、全すべての豆をぶつけ終えたところで、この猛もう攻こうは終しゆう了りようした。

　ターゲットの二人は、うずくまり、ピクリともしない。

「フン、あまりの痛いたみに気を失うしなっているのだろう。とりあえず鬼の衣い装しようを回かい収しゆうするぞ。お楽しみの仏ぶつ罰ばちはそれからだ」

　遠えん海かいの命めい令れいに、僧そう侶りよが二人、栄えい太たとルイに歩あゆみ寄よった。

「気きの毒どくだが、これも鬼の衣い装しようを手に入れた不ふ運うんと思うのだな」

　そう言い、手をかけようとする。てっきり気を失うしなっていると思っていたけれど、

「不運なのは、そっちやと思うで」

　むっくり起き上がったルイが、大きく右手を振り上げた。

　ドッゴーン！

　僧侶が吹ふっ飛ばされる。

「何！」

　驚おどろくもう一人の僧侶も、栄太のパンチで同じ運うん命めいをたどった。

「ど、どういうことだ！」

　信じられないって顔して、遠海が叫さけぶ。

「あれほど、鬼おに殺ごろしの豆まめを食らったというのに！　どうしてそんなにもピンピンしていられる！」

「確たしかに、鬼殺しの豆はとんでもないものだった。あのまま食らってたら、えらいことになってただろう」

　栄太が、笑いながら付け加くわえた。

「もし、僕らが鬼のままだったら」

「何だと？」

「ふっふっふ、種たね明あかしはこれや」

　ルイがポイって放り投げたのは、僧侶らが銀ぎん行こう強ごう盗とうに変へん装そうするときに使った、手て袋ぶくろだ。

「どういうことだ？　こんな手袋で鬼殺しの豆が防げるはずが……」

　そこで、遠海はハッとする。

「そうか！　思い出したぞ！　一部の例れい外がいを除のぞき、鬼の衣装は他の衣類との併へい用ようはできないのだったな！　つまり、お前達は、その手袋をはめ、人間になっていたということか！　それで、鬼殺し豆の攻こう撃げきを防いだと！」

「防ぎきれた訳わけではないけどね。人間になってからも、あれだけの力で豆ぶつけられたら痛くてしょーがなかったよ」

　栄太が、アザだらけになった体を見ながら顔をしかめる。

「ええい！　何をしておる！　早く豆をぶつけろ！　今なら通用するはず！」

「無む理りです！　遠海様が止めないから、全部投げてしまいました！」

「だったら、拾ってもう一度投げるのだ！」

「それも無理です！　お忘れですか？　鬼殺し豆は、一回投げたらその効こう力りよくを失う使い捨ての武ぶ器きだということを」

「う、ううむ」

「もう、終わりです！　鬼おに殺ごろしの豆まめなしに、鬼に太刀たち打うちできません！」

　僧そう侶りよらが、一いつ斉せいに逃げ出そうとする。だけど、その前にルイが立ちはだかった。

「そうはいかへんからな！　うちを素すっ裸ぱだかにしようとしたバツや！」

「ま、待まってくれ！　謝あやまる！　謝るから！」

「問もん答どう無む用ようや！！！」

　ルイが腕うでを振り回した。

　逃げようとしていた僧侶達が、ゴンゴンと吹ふっ飛ばされていく。どんな筋きん肉にくの塊かたまりでも、鬼の力には太刀打ちできない。

「く、くそお」

　一人残った遠えん海かいが、奥おく歯ばをギチギチと嚙かみ鳴らした。

「こんなこと、認みとめられぬ！　我われら鬼おに封ふう寺じの僧そうが、負けるなどと」

　遠海は、大声で叫さけんだ。

「絶対に、認められるか[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　栄えい太たに向かって、飛び掛ってくる。仕し方かたなしに、栄太は両手を軽く突き出した。

　どっかん！

　遠海は、軽く弾はじき飛ばされ、銀ぎん行こうのカウンターの向こうへと飛んでいく。

「それじゃ、ルイさん。帰ろうか」

「何言うてるんや！　こんなんやまだ腹はらの虫むしが収おさまらへん！　うちらのこと素っ裸にして逆さかさに吊つろうとした連中やで！　せめて、一番偉えらそうな奴やつの一人くらい、同じ目にあわせてやらへんと！」

　そう言うルイの下に、何かがパサリと落っこちる。

「ん、これは？」

「これって、お坊ぼうさん達の服じゃないか？」

　さらに、カウンターの向こうから下した穿ばきなんかが飛んでくる。

　どうやら、遠海が服を脱ぬいでいるようだった。

「なるほど、うちらに観かん念ねんして自分から服を脱いでるっちゅうことやな。なかなか感心やないの」

　うんうんと頷うなずくルイだったけど、栄太はうかない顔をする。

「あのおじさんが、そんなことするかな？　最後までしぶとく抵てい抗こうしそうな感じだったけど……」

「せやけど、他に服脱ぐ理由なんてある？　こんな状じよう況きようで、着替えなんかもようせんやろ」

「着替え……」

　そこで、栄太は閃ひらめいた。

「まずいぞ！　もしかしてあのおじさん！　あれを着るつもりなんじゃ！」

　そう叫んだ、直後だった。

　カウンターが、音をたてて吹ふっ飛んだ。

「ふっふっふっふっふっふ、素す晴ばらしい。これが、鬼おにの力なのか！」

　のっそりと、遠えん海かいが姿すがたを現あらわす。

　敗はい北ぼくの悔くやしさにあふれていた表情は、興こう奮ふんの笑えみへと変わっていた。

　つるつるの坊ぼう主ず頭あたまからは、二本の角つのがニョッキリと生はえていた。

　そして、全ぜん身しんは黄色と黒のトラジマ模も様よう。

　そう、鬼ジャージを着て、鬼となったのだ。

「ちょい待まちや！」

　すかさず、ルイがつっこみを入れた。

「さっき、鬼の衣い装しようを身みにつけるだけでも罪つみだとか何とか言うとったやないの！　あんたが着てどーするんや」

「時と場合という言こと葉ばを知らんのか！　小こ娘むすめ！」

　遠海は開き直った。これ以上ないってくらい見事な開き直りだ。

「鬼となった貴き様さまらと対たい抗こうするために、身を切る思いで身につけた鬼の衣装だが、こんなにも素す晴ばらしい物だったとはな」

　遠海が、にんまりとほくそ笑えむ。

「もう鬼おに封ふう寺じの僧そうなど辞やめてやる！　この鬼の力を使って、思う存ぞん分ぶん好すきなことをしてやろう！」

　思いきりジャンプすると、天てん井じようを突つき破やぶり遠海は消えた。

「エータくん。あんな奴やつ野の放ばなしにしてたら、町がエライことになる！」

　瓦が礫れきを跳はね除のけ、ルイが立ち上がる。

「うちらで。何とかせえへんと！！！」
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　鬼となった遠海は、黒くろ臼うす市しで実じつに好き勝かつ手てしていた。

「ぐわーっはっはっはっは。酒さけだ！　焼き鳥だ！　どんどん持ってこんかい！」

　準じゆん備び中ちゆうの居い酒ざか屋やに押し込み、無む理りやり営業させさんざんっぱら飲み食いしたあげく……。

「わしの好こう物ぶつのだだ茶ちや豆まめが置いてないとはけしからん！」

　なんて言って、居酒屋をメチャクチャに叩たたき壊こわしたり。

「どけ[image: ～][image: ～][image: ～]！　その台は俺が打つ[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　パチンコの人にん気き台だいに割わり込みし、人の玉たまでさんざんっぱら打ったあげく……。

「リーチが外はずれたではないか！」

　なんて逆ぎやく切ぎれして、パチンコ屋をメチャクチャに叩き壊したり。

「ぐわーっはっはっは、酒とねーちゃん！　さっさと用意しろ！」

　キャバレーで大騒さわぎをしたあげく……。

「なんだ、この店は！　俺好このみのねーちゃんがいないじゃないか！」

　なんて理由で、やっぱり店を叩たたき壊こわしていた。

　やりたい放ほう題だいの、困こまった鬼おにと化かしていた。

「さて、次は何をやってやろうかな」

　しこたま飲み、ほろよい気分の遠えん海かいが、呟つぶやいた時だった。

「そこまでだ！」

　凜りんとした声が響ひびく。面めん倒どくさそうに、遠海が首を動かすと、そこには、二に匹ひきの鬼が立っていた。

　言うまでもなく、ルイと栄えい太たに他ならない。

「いくらなんでも、やりすぎだぞ！」

「そうや、あんた坊ぼうさんやろ？　こないなことしてええと思っとるんか？」

「坊ぼう主ずならもう辞やめたってさっき言ったばかりだろう」

　遠海は、バカにしたように鼻を鳴らした。

「これからは、鬼として好すき放題やらせてもらうさ！　鬼おに封ふう寺じの僧そうとして、戒かい律りつやら規き則そくやらに縛しばられ、何一つ好きなことはできなかったのだからな！」

「あんだけやりたい放題しとって、何が縛られてたやねん！」

　すかさず、ルイがつっこみを入れた。

「とにかく、さっさとそのジャージを脱ぬぐんや！　イヤって言ったって、うちらでひっぺがすで！」

「ふっふっふ、面おも白しろい」

　遠海が、目を細める。

「やれるもんならやってみるんだな」

「言われなくてもそうするで！　エータくん！」

　ルイが、栄太に顔を向けた。

「二人がかりで押さえつけ、鬼ジャージひっぺがすで！！！」

「そうしよう。これ以上、町をメチャクチャにされたら大変だ」

　二人は同時に地面を蹴け飛とばした。ロケット弾だんのような勢いきおいで、遠海に突とつ進しんしていく。そして、遠海の体にしがみ付いた。

　鬼の怪かい力りきで、がっちりと押さえつける。

　そのまま、鬼ジャージをひっぺがす予定だったのだけど……。

「この程てい度どの力で、このわしを止められるとでも思っておったのか！」

　遠海が、押さえられている体を大きく動かす。その尋じん常じようじゃない怪かい力りきに、二人はあっさりと吹ふっ飛ばされてしまった。

「わあ！」

「きゃああ！」

　近くに建たっていた、鉄てつ筋きんコンクリートのビルの壁かべに、二人してめりこんだ。

「あかん、いつものように体に力が入らへん」

「僕もだ、きっとあの豆まめのせいだ」

　鬼おに封ふう寺じの秘ひ密みつ兵へい器き、鬼おに殺ごろし豆。人間となることで何とかやり過すごしたが、それまでに受けたダメージはしっかり蓄ちく積せきされているようだ。

「叩たたき潰つぶしてくれるわ───！」

　遠えん海かいが、二人目め掛がけて襲おそい掛かかってくる。慌あわててめり込んでた体を抜きかわすが、もう少し遅おそかったら大変なことになってただろう。

　ビルの壁に大おお穴あなを空あけた遠海は、楽しそうに目を細めた。

「おっと、外はずしたか。だが次はそうはいかんぞ」

「どうする、エータくん！」

　ルイが、栄えい太たに意見を求めてくる。

「どうするって、とにかく向こうの動きを封ふうじないと……」

　でも、根こん本ぽん的てきにパワーの差さがありすぎる。普ふ通つうに押さえつけて止められる相あい手てじゃない。

　どうしたもんかと考え込んでいた栄太は、ふと思いついた。

「そうだ……」

「何かいい手があったんか？」

「うまくいくか分かんないけど……」

　ごにょごにょごにょ。

　素す早ばやくルイに耳打ちする。

「どうかな？」

「ええんやないの！　それならいけるで！」

　ルイが、こっくりと頷うなずいた。

「なら、できるだけあいつを怒おこらせとかんと。見み境さかいがなくなるくらいにな」

　ルイは、遠海へと顔を向けると、手メガホン作って声を張り上げた。

「うちは、タコ焼きの屋や台たいをやっとるんや。せやから、あんたには負けへんで！　だって、あんたタコみたいやろ？　タコ坊ぼう主ずや！」

「なんだと？」

「タコさんこちら♪　手のなる方へ♪」

　そんな歌を歌って、遠海を挑ちよう発はつする。しかも、唇くちびるをタコのように突つき出して見せたりもしていた。

「ルイさん。さすがにそんなんじゃ、怒おこったりしないんじゃないかな？　向こうだって一いち応おうはお坊ぼうさんなんだし、忍にん耐たい力りよくだってあるはずだよ」

　呆あきれながら首を振る栄えい太ただったけど……。

「許ゆるさん！　許さんぞ！　わしがタコ坊ぼう主ずだと！！！」

　超ちよう絶ぜつに、遠えん海かいは怒ってた。もとい、怒いかり狂くるっていた。

「うが─────！！！」

　暴ぼう走そう機き関かん車しやのような勢いきおいで、遠海が突とつ進しんしてくる。

「行こう！　ルイさん！！！」

　二人は走り出した。

　すぐ後ろを追いかけて来る遠海の指が、頭の後ろをかすったりもしたが、ひるむことなく走り続けた。

　そして、お目め当あての物を発見する。

　道路で地じ味みに自じ己こ主しゆ張ちようしてる、マンホールだ。

　いつかと同じように、栄太はマンホールの蓋ふたをひっぺがすと、その中に飛び込んだ。

　ルイもその後に続く。

「待まて[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い！」

　まるでプールの飛び込みのように、遠海が頭からマンホールに突つっ込んだ。

　ゴリ！！！

　そんな音が、辺あたりに響ひびいた。







「エータくんの計画通りやな」

　ルイが呟つぶやいた。

「本当、こうもうまく行くとは思ってなかったよ」

　栄太も頷うなずく。

　二人の目の前には、じたばたする足があった。足は、マンホールから生えていた。

　言うまでもなく、遠海の足だ。

　腰こしの辺りまでを、マンホールに突っ込ませ、身動きがとれないでいるのだ。

　いくら鬼おにの力でも、ここまでがっちりはまってしまうとどうにもならないようだ。いや、なまじ鬼の力があったからこそ、ここまで深くはまってしまったのだろう。

　マンホールの中で怒ど鳴なっているのだろうけど、くぐもった唸うなり声のようにしか聞こえてはこない。

「ほな、さっさと鬼ジャージ、引っぺがしてまお」

「そーだな」

　二人して、じたばたする足を押さえつける。これぐらいなら何とかなる。

「せーの」

　鬼おにジャージのズボンをずるって引っ張った直後、栄えい太たは驚おどろきの声をあげた。

「あああああああ！」

「どないしたん？　急に大声なんか出して」

「パンツはいてる！！！」

「それぐらいで驚かんといてや。今いま時どきの坊ぼうさんはパンツぐらいはくやろ」

「そうじゃなくって、パンツはいててもいいんだって思って」

　栄太が説明する。

「だって、僕もルイさんも、他のもの身みにつけてたら鬼になれないじゃないか。手て袋ぶくろ片かた方ほうつけただけでも人間になっちゃってたんだよ」

「確たしかにそうやったなあ」

　ルイは考え込む。

「インナーならええってことやないの」

「下着とか肌はだ着ぎとかってことか」

「そーや。だって、鬼パジャマのお嬢じよう様さまやって、まさかパジャマの下がすっぽんぽんってことなかったやろ」

　鬼パジャマのお嬢様と言うのは、文字通り、鬼パジャマのお嬢様のことだ。寝ねぼけてたくさんの人に抱だきつき、病院送りにしていたところを、二人が無ぶ事じに解決したのだ。

（そーだよ。さすがにパジャマの下はすっぽんぽんってことはないよな）

　すっぽんぽんに反はん応のうして、思わず想そう像ぞうしてしまいそうになるから、栄太は慌あわてて首を振った。

「つまり、下につけるものならＯＫってことなのか」

　とは言っても、自分の鬼パンツも、ルイの鬼ビキニも、その下につける衣い類るいなんてない。

　思い当たるのは、胸むねパットぐらいなものだ。

「エータくん。今、うちの胸チラっと見たやろ」

　ルイが、剣けん吞のんな声で言った。

「胸パット入れても大だい丈じよう夫ぶやないかって、そんなこと思ったんやろ？」

「そ、そんなこと思ってない！　思ってないったら思ってないぞ！」

　事じ実じつ思ってたもんだから、必ひつ死しになって首を振る。

　と、その時だった。

　ビシシシシシシ！

　足あし元もとから、そんな音と共ともに、振しん動どうが伝つたわってくる。

「なんだ？」

「なんや？」

　そろって地面を見た二人は、驚きのあまり目を見開いた。

　地面には、無む数すうの亀き裂れつが走っていたのだ。まるでマンホールを中心とするように、放ほう射しや状じように伸のびている。

「これって……」

「あかん！　エータくん！　早くジャージを引っぺがすんや！　このままじゃ！！！」

　だけど、一いつ歩ぽ遅おそかった。マンホールの周まわりのアスファルトが崩ほう壊かいし、遠えん海かいの上じよう半はん身しんが姿すがたを現あらわした。

「やっと、やっと出られたぞ！」

　文も字じ通どおり、鬼おにの形ぎよう相そうになった遠海が、二人を睨にらみつける。

「よくも、よくもわしに、二度も屈くつ辱じよくを与えてくれたな！　許ゆるさん！　許さんぞ！！！」

「これって、かなりマズいよな」

　苦にが笑いしながら、栄えい太たが言う。

「かなり、マズいで」

　ルイが、頷うなずいた。

「もうマンホール作戦には、引っかかってくれへんやろうし」

「ここはやっぱり……」

　二人して、こっくりと頷きあった。

「逃げるで！」

　遠海に背せを向けて、脱だつ兎とのごとく逃げ出す二人。だけど、遠海も予よ想そうしてたのだろう。

「うがああああ！！！！」

　近くに落ちていたマンホールの蓋ふたを、むんずと摑つかむと、力いっぱい投げつけた。

　金きん属ぞくの円えん盤ばんは、栄太の後こう頭とう部ぶにクリーンヒットした。もし鬼じゃなかったら、頭が粉こな々ごなになってたとこだろう。

「ぎゃああ！！！」

　あまりもの衝しよう撃げきに、もんどり打って倒たおれる栄太。ゴロゴロと地面をころがり、ぐったりとする。

　その頭には、特大のたんこぶが完かん成せいしていた。

「エータくん！」

　足を止め、栄太を抱だきかかえようとするルイの腕うでが、追いかけてきた遠海にがっちりと捕つかまれる。

「許さん許さんぞ！」

　遠海は、軽々とルイを持ち上げると、ゴムホースの水切りをするかのように、力いっぱい振り回した。

「あかん！　あかんって、うち、目が回ってまう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

「うりゃあああああああ！」

　そのまま、力いっぱい放り投げる。空のお星ほし様さまになるかのような勢いきおいで跳とんでいくルイを見て、遠えん海かいは残念そうに吐はき捨すてた。

「わしとしたことが、つい頭に血ちが上のぼって放り投げてしまったわい」

　それから、ぐったりと倒たおれる栄えい太たに顔を向けた。

「まあよい。まずはこの小こ僧ぞうから料りよう理りするとしよう」







　遠海によってぶん投げられたルイは、はるか遠くに落下した。

　どんがらしゃんしゃんしゃん！

　全ぜん身しんに激げき痛つうが走る。いくら鬼おにでもまいってしまいそうになる。

「あのクソ坊ぼう主ず！　うちのことハンマー投げのハンマーみたいに投げよってからに。目が回ったでないの！！！」

　力を振り絞しぼり、むっくりと起き上がったルイに、声がかけられた。

「あ、あなたは!?」

「ん？」

　首を動かすと、すぐ近くで自分を見ている人ひと影かげがあった。誰だれなのかは、分からない。目が回って二に重じゆうにも三重にも見えちゃってるから。

「あんた、誰？」

　不ふ機き嫌げん丸出しに、ルイが尋たずねると、人影は申もうし訳わけなさそうに言った。

「すみません。覚えておられませんよね。私、出で織お屋やすみれと申します。栄太様さまのお友達の方ですね」

「出織屋……すみれ！」

　ルイはごしごしと目をこすると、幾いく分ぶんブレの収おさまった視し覚かくでもう一度人影を見た。

　パッチリと開いた大きな瞳ひとみに、サラサラの長い髪かみの毛け。清せい純じゆんとか可か憐れんといった言こと葉ばが、これでもかってくらい似に合あいそうな美少女。

「あ、鬼パジャマのお嬢じよう様さまやないの！！！」

　そう、先さき程ほど、栄太とルイとの会話に登場した、鬼パジャマを着て寝ねぼけて事じ件けんを起こしていた人物こそ彼女なのだ。

「鬼パジャマ？」

　可愛らしく小こ首くびを傾かしげるすみれに、ルイはヘラヘラと笑った。

「いや、何でもあらへん。だけどどうしてお嬢さんがこんなとこにいるんや？」

「どうしてと言われましても……」

　困こまったような顔をして、すみれは応こたえた。

「ここは、私の家ですもの」

「へ？」

　ルイは、辺あたりを見み渡わたした。確たしかに、そこは室内だった。しかも、見るからにお金持ちの家の。

「はて、うちは投げ飛ばされてきたはず。どーしてこんな家の中にいるんやろ？」

　答えはすぐに出た。天てん井じようにぽっかりと空あいた大おお穴あなだ。

「私が、ピアノの練習をしてましたら……、突とつ然ぜん大きな音がしまして、あなたが落っこちてきたんです」

　それから、すみれは心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。

「よく、ご無ぶ事じですね」

「はは、うち、昔むかしちょっと柔じゆう道どうやっとってな。受うけ身みをとったんや」

　ルイの苦しい言い訳わけだったけど、すみれは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そうなんですか。すごいですね」

「それより、天井破やぶってもうてごめんな。弁べん償しようはちゃんとするさかい……ちょっとずつやけど」

　それから、ルイは立ち上がる。

「さ、こうしちゃおられへん。早く行かな」

　歩き出そうとするルイだったけど、ピキピキと音を立てるような痛いたみが全ぜん身しんを走る。

「うっ」

　顔をしかめるルイに、すみれが慌あわてた。

「大変！　すぐに救きゆう急きゆう車しやを呼びましょう」

「ああ、ええってええって！　ちょっとした筋きん肉にく痛つうやらか心しん配ぱいあらへん！」

　無む理りして歩くけど、鬼おにの力が弱まってることは事実だった。

（これじゃあのクソ坊ぼう主ずにかなわへん！　エータくんを助けられへんやないの！）

　悔くやしさに奥おく歯ばを嚙かみ締しめるルイだったけど、ふと気づいてしまった。

　強力な助すけっ人との存そん在ざいに。

　できることなら、それは選せん択たくしたくなかった。選択したくなかったが、今はそんなこと言ってられない状じよう況きようだ。

「あんた、頼たのみがあるんや！」

　すみれに詰つめ寄ると、ルイは真しん剣けんな顔で言った。

「鬼おに友ともになってくれへん！」
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「ふっふっふ、どんな気分だ？　何かにはまり、身み動うごきがとれなくなるというのは」

　サディスティックに笑う遠えん海かいの前には、大きな金きん庫こにはまっている栄えい太たの姿すがたがあった。

　大きいと言っても、栄太が入って一いつ杯ぱい一杯といったサイズだ。事実、ムリヤリ突つっ込まれた栄太の顔は、苦く悶もんに満ちている。

　狭せまくて、痛いたくて、最さい悪あくなのだ。でも、さすがにこの金きん庫こをぶち破やぶる力は残っていない。

「がーっはっはっはっはっは！」

　心の底そこから嬉うれしそうに、遠えん海かいが高笑いを響ひびかせる。

「よーし、ならば仕上げと行こうとするか」

　金きん庫この蓋ふたに、遠海は手をかけた。

「ちょ、ちょっと待まってくれよ！　まさか、その蓋を閉めるつもりなんじゃ！」

「そのまさかよ！　お前にはさんざん煮にえ湯ゆを飲まされて来たからな！　思い知らせてくれるわ！」

　遠海が蓋を閉めようとする。栄えい太たの体が当たるけどおかまいなしに、ぎゅうぎゅうと押し付ける。

「いたたたたたたたたたたたた！！！」

　栄太が、苦く痛つうの悲ひ鳴めいを上げた、次の瞬しゆん間かんだった。

「栄太様に、何をしてるんですか！！！」

　そんな声とともに、何かが勢いきおいよく飛び込んでくる。

「ぐわあ」

　不ふ意いをつかれ、遠海は遠くへと吹ふっ飛ばされた。

「栄太様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　金庫にはまる栄太に、そう声をかけた人物こそ、鬼おにパジャマを着たすみれだった。

「す、すみれさん！」

　栄太は目を見開いて、驚おどろいた。

「どうして？」

　この『どうして？』には二つの意味が込められていた。

　どうしてこんなとこにいるのか？

　どうして鬼パジャマを着てるのか？

　その答えは、別の人物から語られることになった。

「うちが、連れて来たんや」

　少々、渋しぶい顔をしながら、ルイが言う。

「お嬢じようさんを抱かかえてエータくん家まで行って、隠かくしてた鬼パジャマを着せて鬼にしたんや。エータくんを助けるために」

「さ、栄太様。早くそんな窮きゆう屈くつな所から出てください」

　すみれが伸のばした手を、栄太は摑つかんだ。そのままぐいっとごぼう抜きに引っ張り出される。鬼パジャマの力で、完かん全ぜんに鬼となってくれてるようだ。

「まだ仲なか間まがおったのか！」

　遠海の声が、響く。

「いいだろう。今後二度と邪じや魔まができないよう、三人まとめて金きん庫こにつめて、海にでも投げ捨ててやるわ！」

「あのタコ坊ぼう主ずやっつけて、鬼おにジャージひっぺがすで！　三人がかりなら何とかなるはずや！」

「何だか、まだよく分かりませんが、栄えい太た様さまに乱らん暴ぼうをしていた方です。このままにはしておけません！」

　すみれが力強く頷うなずいた。

　三人そろって、遠えん海かいに突とつ撃げきする。暴あばれる遠海の体を、力いっぱい押さえつけた。

「止めろ！　離はなせ！」

　太い腕うでを振り回し三人を跳はね飛ばそうとするけれど、その腕をすみれががっちりと押さえる。栄太やルイと違ちがって、鬼おに殺ごろしの豆まめをぶつけられていないすみれは、絶ぜつ好こう調ちようの鬼力を発はつ揮きしていた。

「鬼パンツ、鬼ビキニ、鬼パジャマ。本当なら、鬼の衣い装しよう箱ばこってとこに返さなくちゃいけないんだろうけど」

　遠海と格かく闘とうしながら、栄太が言った。

「だけど、お前みたいなのがいるとこに、返す訳わけにはいかない！！！」

　遠海の、鬼ジャージのズボンに手をかける。

　今度はパンツの存そん在ざいにもいちいち驚おどろいたりしない。懇こん親しんの力を込めて、引っぺがす。

「てりゃあああああああああああああああ！」

「止めろ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　ズボンが、完かん全ぜんに遠海の体を離はなれた瞬しゆん間かん、頭から突つき出していた二本の角つのが、消しよう滅めつした。







「よし、こんなもんやな」

　満まん足ぞく気げに頷くルイの目の前には、マンホールに押し込まれた遠海の姿すがたがあった。

　もちろん、今回もしっかりはまっている。抜け出すにはかなりの時間が必ひつ要ようだろう。

　すでに、鬼ジャージは上下ともひっぺがされ、パンツと肌はだ着ぎだけの姿だ。この前のように、周まわりの岩がん盤ばんから破は壊かいすることは絶対無理。

「後で警けい察さつに連絡しとこ。銀ぎん行こう強ごう盗とうの主しゆ犯はんがマンホールにはまっとるって。大騒さわぎになるで。いい気味や」

　満まん足ぞく気げに頷くルイの後ろから、栄太が不安気に尋たずねる。

「余よ計けいに怒おこらせて、また仕返しに来られたらどうしよ」

「そん時はそん時や。また返りうちにすればええだけや」

　自信たっぷりに、ルイが言う。栄太は呆あきれつつも、気分が軽くなるから不ふ思し議ぎだった。

　それから、栄えい太たはすぐ後ろにいるすみれへと顔を向けた。

「ごめん。すみれさん。妙みようなことに巻まき込んじゃって」

「いいえ、いいんです。栄太様さまのお手て伝つだいができて、私はすごく嬉うれしいです」

　笑え顔がおで、すみれは答える。

「このパジャマ、こんなにすごい力があったんですね。私が使ってた頃ころにはなかったのに」

『いやいや、すみれさんが使ってる頃にも、その力はあって、すみれさんは鬼おにになって毎まい晩ばんいろんな人を病院送りにしてたんだよ。ちなみに、最後に病院送りにされたのは僕なんだけどね』

　ってのが真しん相そうなんだけど、そんなことは言わない。きっと、すみれのことだから、末まつ代だいまで悔くやみ続けることになるだろう。

「その、パジャマ。気持ち悪かったら、また僕が預あずかるけど」

「これからも、栄太様のお手伝いができるように、できれば私がもっていたんですけど……ダメでしょうか？」

　不安そうな目で見つめられる。

「一度は、栄太様にさしあげた物ですので、栄太様が返せとおっしゃるなら返しますが」

「いや、すみれさんが平気って言うなら、別にいいんだけど」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　心の底そこから嬉しそうに、すみれは言った。

「これで、鬼おに友とものままでいられますね」

「え？」

　そのフレーズは、ルイがいつも口にしてるものだ。

　びっくりしたように目をぱちくりさせてから、栄太はルイへと顔を向ける。

「仕し方かたなかったんや」

　ブスっとした顔で、ルイは言った。

「他に方法がなかったんやもん。ま、新メンバー加か入にゆうってことでええやろ」

「栄太様！」

　すみれが、栄太の手を取った。顔を近づけると、嬉しそうに言う。

「鬼友として、これからもよろしくお願いいたします！」

　しつこいようだけど、すみれは美少女だ。こんなにも近くに顔を近づけられると、何だかドギマギしてしまう。

　ついさっき、夢む想そうしてしまった、鬼パジャマの下はすっぽんぽん説せつなんかも思い出し、栄太の顔は真まっ赤かになった。

「こ、こちらころ、よろしく」

　そんな様よう子すを横で見ながら、ルイはポツリと呟つぶやいた。

[image: ]

「めでたしめでたしやのに、なんか素す直なおに喜よろこべへん。何でやろ」
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　そして、翌よく日じつ。

「うう、豆まめぶつけられたとこがしくしく痛いたいぞ」

　そんなことを呟つぶやきながら登とう校こうした栄えい太たは、玄げん関かんを入ってすぐの廊ろう下かで、人だかりと遭そう遇ぐうする。

「何だ？　この人だかりは？　前にもこんな人だかりと遭遇したことがあるぞ。デジャブか？」

　それはデジャブじゃなかった。

　鬼おにパンツの記き事じが張り出された時にも、こんな人だかりができていたことを思い出す。

「まさか、また鬼パンツネタじゃないだろうな？」

　そんな不安を抱かかえながら、人ごみをかきわけ壁かべ新しん聞ぶんのもとへと到とう達ちやくする。

　幸さいわいなことに、鬼パンツネタじゃなかった。でも、無む関かん係けいな記事という訳わけでもなかった。





『銀ぎん行こう強ごう盗とう事じ件けん、謎なぞの解かい決けつ！！！』

　昨日きのうの、桃もも山やま銀行黒くろ臼うす支し店てんでおこった銀行強盗事件に関しては、皆みなさんご存ぞん知じのことでしょう。この事件の不ふ可か解かいさは、何だかよくわからないうちに、事件が解決してしまったということ。事ことの顚てん末まつを見み届とどけていたはずの人ひと質じちですら、一体何が起こったのかさっぱり覚えていないということなのです。警けい察さつが新あらたに開発した、特とく殊しゆな催さい眠みんガスが使われたのではという噂うわさも囁ささやかれています。なお、主しゆ犯はんと思われる男は、銀ぎん行こうから８００メートル程ほど離はなれた場所にあるマンホールにはまっているのが、発見され、逮たい捕ほされました。どうして、男がマンホールにはまっていたのか、それもまた、大きな謎なぞなのである。






「みんな逮捕されたようやな」

　そんな声がすぐ隣となりからした。見ると、ルイが背せ伸のびしながら壁かべ新しん聞ぶんを見てた。

「本当はうちらが解決したってのに、誰だれも覚えてへんってのはちょっと残念やなあ」

「覚えられてたら大変だよ」

　苦く笑しようしながら、栄えい太たが答える。

「あんな、恥はずかしい格かつ好こうしてんだから」

　と、栄太の肩がポンと叩たたかれる。

「よ、お二人さん。記き事じ読んだか？」

　ヘラヘラと笑っているのは、佃つくだ山やまだ。

「聞いて驚おどろくなよ！　実じつは俺、この事件の人質になってたんだぜ。奈な音おんと一いつ緒しよにな」

　驚きのリアクションを期き待たいした様よう子すの佃山だったけど、栄太もルイも別べつ段だん、驚きもしなかった。その点については、もう知ってることだから。

「何だよ、もうちょっと派は手でに驚いてくれたっていいのによ」

　残念そうな顔をする佃山だったけど、すぐに気を取りなおして喋しやべり出す。立ち直りは早い性せい格かくなのだ。

「この新聞には、警察の催眠ガスが使われてたんじゃないかとか書いてあるけど、俺はそうは思わないな。そんなもんを吸すった覚えもないし」

　佃山は、真ま顔がおで呟つぶやいた。

「ひょっとして、人質達全員を逃がし銀行強盗犯を倒たおしたのはこの俺なのかも……。極きよく限げんの状況が俺に眠ねむる神しん秘ぴの力を引き出したのでは……」

『そんなはずあるわけないやん！』

　って軽いつっこみを入れようとするルイ。事じ実じつ、右手を持ち上げていた。

　だけど、つっこみは別の方向から入った。佃山の真後ろから。

「そんなはずある訳わけないでしょ！」

　ドゴン！

　佃山を、鞄かばんで叩たたき付けたのは、真ま白しろ野の奈音だった。

「バカな勘かん違ちがいするんじゃないわよ」

　そう毒どくづいてから、取り繕つくろうように笑う。

「あら、私ったら」

　すでに本ほん性しようを知っている栄えい太たとしては、苦にが笑いを浮かべるしかない。

「でも、本当。不ふ思し議ぎなのよ。気がついたらいつの間にか外に逃げ出してて。一体何があったかちっとも思い出せないの」

　奈な音おんが、可愛かわいらしく小こ首くびを傾かしげる。

「ただ、一つだけ覚えてるのは、胸むねがドキドキしたことだけ。本当にスーパーヒーローでも現われて、私、恋こいしちゃったのかしらね」

　冗じよう談だんっぽく言う奈音だけど、栄太は何だかドギマギしてしまう。

　奈音の本性は知っているのに、こっぴどくひどい目にあわされたこともあるというのに、このていたらく。

　本当に、青少年というものは難なん儀ぎなものだ。

「ああああ、エータくん！　早く教室行って宿しゆく題だいやらなって言ってたやん！」

「え？、宿題？」

「さ、急がなあかんで！」

　ルイが手を引っ張り、栄太を連れて行く。

　階かい段だん脇わきの、あまり人のいないスペースまでやってきたとこで、ルイは深しん刻こくそうに言った。

「エータくん。気をつけんとあかんで」

「気をつける？　何を？」

「ひょっとしたら、エータくんのこと、思い出そうとしてたのかもしれへんで」

「え、そりゃないだろ。だって鬼おにパンツの力で見てる人は忘れちゃうんだから」

「確たしかにそうやけど、昨日きのうのことは強きよう烈れつやったからな。心に強く残っとるのかもしれへん。エータくんの顔見とるうちに、思い出して仕し舞まうことも……」

「うう、そりゃマズいよ」

　栄太が顔をしかめる。

「せやろ！　エータくん。しばらくは、あの奈音ちゅう女に、近づかん方がええと思うで」

「うん、分かった。そうするよ。思い出されたら大変だもんな」

　コクコクと頷うなずく栄太を見ながら、ルイは心の中で呟つぶやいた。

（ゴメンな。エータくん。本当はそんなことあるはずないんや。でも、エータくんが他の女の子と仲なか良ようしとるとこ見ると、気分がもやもやっちゅーかむかむかっちゅうかーしてくるんや）

　ルイは、栄太の手を引っ張った。

「ほな、行こ！　エータくん！」







「いって～な、真ま白しろ野の。一いつ瞬しゆん、意い識しき失うしなってたぞ」

　復ふつ活かつした佃つくだ山やまが、頭をさすりながら口を尖とがらせる。

「それに、皆みなして忘れてんだから、ひょっとしたら俺って可か能のう性せいもあるじゃないかよ。神しん秘ぴの力が開かい花かしてだな……」

　佃山の言こと葉ばを、奈な音おんは聞いていなかった。

（どういう、ことなのかしら？）

　真ま顔がおで、自じ問もんする。

（どうして、丸まる見みくんの顔を見てると、ドキドキするのかしら？　見るからに平へい凡ぼんでお金持ってなさそうで将しよう来らい性せいもなさそうなのに……）

　心の底そこから不ふ思し議ぎそうに、奈音は呟つぶやいた。

「わからないわ」







　所変わって、日に本ほんの某ぼう所しよ、鬼おに封ふう寺じ。

「ふっふっふ、遠えん海かい達たちに任まかせておけば大だい丈じよう夫ぶじゃ」

　本ほん堂どうにて、大だい僧そう正じよう様さまは目を細めた。

「なんせ、この鬼封寺に伝つたわる鬼殺し大だい豆ずを与えているのじゃからな。きっと今いま頃ごろは、五、六枚は鬼の衣い装しようを回かい収しゆうしていることじゃろう」

「だ、大僧正様！」

　僧侶の一人が、駆かけ込んでくる。

「お、遠海から連絡が来たのか？　何枚回収したと書いてある？」

「そ、それが」

　僧侶は、言いづらそうに顔をしかめる。

　だけど、言った。

「失敗で、ございます。鬼殺し大豆も全すべて使ったようですが、一枚も回収することはできなかったと……」

「………」

　大僧正様は、無む言ごんで口をぱくぱくさせた。

　そして、その場にパッタリと倒たおれた。

「ああ、大僧正様！」

「お気を確たしかにいいいい！！！」

　今や空からっぽになった鬼の衣装箱。

　この中に、再ふたたび全ての鬼の衣装が納おさめられる日が来るのか？

　それは、少々怪あやしくなってきた今日この頃ごろであった。













　　　第三話　鬼のなんでも屋！
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　いくつものくぼみのある鉄てつ板ぱんの上では、小こ麦むぎ粉こを水でといたものが、丸いボール状じように焼かれていた。ちなみに、この中には小指の先ほどに切られたタコが入っている。

　一ひと言ことで言ってしまえば、タコ焼きだ。

　そして、鮮あざやかな手つきでタコ焼きを焼いているのは、もちろんルイだった。はっぴ姿すがたもよく似に合あっていて、年ねん季きってのを感じさせる。

　鉄板にタネを流し込み、タコをいれ、鉄てつ串ぐしでくるくると丸めていき、絶ぜつ妙みようなころあいを見み計はからいパックにつめていく。青ノリやマヨネーズでトッピングし、ビニール袋に入れてお客きやくさんに渡わたし代だい金きんを受け取る。

「まいどあり[image: ～][image: ～][image: ～]。また来てな[image: ～][image: ～][image: ～]」

　明るい笑え顔がおでお客を見送ってから、ルイはやれやれと息いきを吐はき出す。

「まったく、おとんにも困こまったもんやで。季き節せつの変わり目には決まって熱を出すんやから」

　巣す玉だま井い寅とら蔵ぞう。職業、タコ焼き職しよく人にん。とてつもなくいかつい強面こわもてをしてるくせに、性せい格かくも温おん和わで、体も弱いのだ。

　春から夏への移り変わりの最さい中ちゆう、例年のごとく、今年もしっかり熱を出しアパートで寝込んでいる。赤せき貧ひん一いつ直ちよく線せんな家か計けいのため、仕し方かたなしにルイがこうやって働はたらいているのだった。

　一度父親の愚ぐ痴ちを言い始めたら、次から次へと飛び出してくる。苦く労ろうさせられっぱなしの一人娘むすめとしては、いろいろとたまってるものがあるのだ。

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんで度ど胸きようはないし顔に似合わない小しよう心しん者もの。にもかかわらずギャンブルだけは、大きい気になってやりおる。ほんま、困った父親や。おとんがそんなやから、借しやつ金きんで首が回らんようになってうちらはここに逃げてきたんやないの」

　でも、そこで少しだけ表情を緩ゆるめた。

「でもま、そこんとこだけは感かん謝しやしてもええかもしれへんな。この町に引ひつ越こしてきたおかげで、ええもん手に入れられたし、それ繫つながりでええ友達もできたしな」

　にふふふって感じに、ルイは笑えみを浮かべた。

「第一、もうあのおっさんの顔見ないですむからな」

　ポツリと呟つぶやいた直後だった。目の前に人ひと影かげが現あらわれる。

　黒くろ臼うす市しは、昔むかしながらの住じゆう宅たく都と市し。そのため、帰き宅たくするサラリーマンや学生らで夕ゆう方がたの駅えきはこみあう。だから、お客きやくもそれなりにいる。

「はい、いらっしゃい。いくつです？」

　笑え顔がおで顔を上げたルイは、そこで言こと葉ばを失うしなった。

　その表情が、一いつ瞬しゆんにして恐きよう怖ふのそれへと変化する。

「う、うそや！　なんであんたが……」
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「あ[image: ～][image: ～][image: ～]、腹はら減へったな。早く帰って夕ゆう飯はんにしよっと」

　コンビニの袋ふくろ片かた手てに、夕ゆう暮ぐれの町を歩きながら、栄えい太たは呟つぶやいた。

　母親が、仕し事ごとの都つ合ごうで遅おそくなるということで、コンビニに夕飯を買いに行っていたのだ。買ったのは、鳥のからあげ弁べん当とうと、カップラーメン。栄えい養ようバランス的には問題のあるメニューだが、そうそうあることじゃないから別にいいだろう。

　もうすぐ自じ宅たくって所まで来た時だった。やって来たのとは反対側の道から、全速力でこちらに走ってくる人ひと影かげに気がつく。

「ん？」

　目を凝こらすまでもなく、その人影はすぐ目の前までやってくる。とんでもない足の速さだ。

「ルイさんじゃないか。足速いなあ。リレーの選せん手しゆになれるよ」

　それから、不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「どうしたの？　その格かつ好こう。まるでさっきまでタコ焼き焼いてたみたい」

　のんびりとそんなことを言う栄太に、駆かけ寄よったルイは、青ざめた顔で言った。

「エータくん！　一生の頼たのみや！　うちを、うちをかくまって！」

「え？」

「とうとう、来てもうたんや！！！」

　ルイは、口に出すのも恐おそろしいといった様よう子すで、その言葉を言った。

「鬼おにが……この町に」

「何言ってるんだよ。ルイさん」

　栄太が苦にが笑いを浮かべる。

「鬼って、僕らのことじゃないか」

　ルイも栄太と同じく、トラジマ模も様ようのビキニを持っている。やはり鬼となる力を秘ひめたビキニだ。

「それとも何？　鬼パンツや鬼ビキニを取り戻しに、本物の鬼が来たとか言うのか？」

「そうやない。うちが言ってる鬼ってのはな……」

　相あい変かわらず切せつ羽ぱ詰つった表情のまま、ルイが言う。

「借しやつ金きん取とりのことなんや！」

「借しやつ金きん取とり？」

「そうなんや。うちがまだ関かん西さいにおったころ、鬼おにのような取立てをしてきてた奴やつなんや。こっちに逃げてきた理由も、あいつから逃げたかったからってのもある。とにかく、それぐらい恐おそろしいやつなんや！」

　まだ二月程ほどの付き合いだけど、栄えい太たの知るかぎり、ルイは根こん性じようの座すわった性せい格かくだ。不ふ良りよう相あい手てにだってちっともひるまないし、育ちのせいか逆ぎやつ境きようにも強い。強面こわもてにだって、父親の顔で慣なれてるはずだ。

　そんなルイがここまで怯おびえているんだ。尋じん常じような相手じゃないだろう。

　栄太は思わず想そう像ぞうした。傷きずだらけで、鬼のような形ぎよう相そうで、プロレスラーのような体たい軀くの借金取りを。金きん属ぞくバットやチェーソーを振り回し、生なま肉にくをがじがじと食らう。

「うう、恐おそろしい」

　ぶるるって身み震ぶるいしてから、栄太はルイに顔を向ける。

「分かった。かくまってあげるよ。これからのことは落ち着いて考えよう」

「おおきに！　ほんま、おおきに！　エータくん！」

　二人して、栄太の家へ向かおうとした、その瞬しゆん間かん。

「やっと見つけましたよ」

　そんな声が、すっかり薄うす暗ぐらくなった通りに響ひびく。

「！！！」

　全ぜん身しんを硬こう直ちよくさせるルイ。どうやら、鬼の借金取りが追いついてしまったようだ。

（一体、どんな恐ろしい奴なんだろう……）

　傷きずだらけで金属バットでチェーソーでプロレスラーで生肉を齧かじる。そんな化ばけ物みたいな男を想像して、肩かた越ごしに振り向いた栄太だったけど……。

「あれ？」

　意外なことに、そこに立っていたのは小こ柄がらな中年の男性だ。よれよれのスーツを着て、生き真ま面じ目めそうなメガネをかけている。

「半年ぶりだっていうのに、いきなり逃げ出すなんてひどいじゃないですか」

　眉まゆ毛げを八はちの字じに曲まげて、困こまったように言う。

「あの、ルイさん。もしかしてこの人が……？」

「そうや、こいつなんや」

　ぶるぶる震えながら、ルイは言った。

「うちとおとんを追いかけて来た、鬼なんや！」

「まあ、確たしかに私の名前は鬼き頭とうですけど、鬼とはヒドイですねえ」

　男、鬼頭が、渋しぶい顔をする。

「あ、自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれましたね」

　慌あわてた様よう子すで、鞄かばんから名めい詞しを取り出すと栄えい太たに手て渡わたした。

「私、鬼き頭とう金きん融ゆうの鬼頭金きん四し郎ろうと申もうします」

　あんまりにも物もの腰ごしが低いもんだから、栄えい太たとしては面めん食くらってしまう。

「どうも、ルイさんの友達の、丸まる見み栄太といいます」

　思わず、自じ己こ紹しよう介かいしてしまう始し末まつだ。

「鬼頭金融は、そこらにあるような営えい利り主しゆ義ぎの会社とは違ちがいます。お客きやく様さまに合わせた無む理りのないプランを提てい案あんし、お互たがいにプラスになるような形で借金を減へらしていくことを目指しています。乱らん暴ぼうに取り立てたってないものはないのですから、どうすればよいのか、そのプランを提案させていただいているのです。借金返へん済さいのための企き画かく会社とでも思ってください」

「は、はあ」

「巣す玉だま井いさん父おや娘ことは長い付き合いをさせていただいております。お二人のために、借金をチャラにするほどの素す晴ばらしい提案をさせていただいたのに、その直後に行方ゆくえをくらましてしまうのですから……悲しいものです」

　鬼頭は、やれやれと首を振った。

「ルイさん、なんか話と違っていい人そうじゃないか。どうしてそんなにも怖こわがるんだよ」

　小こ声ごえで尋たずねる。

「エータくんは、知らんのや。鬼の、本当の恐ろしさを……」

「まあ、逃げてしまったことは水に流しましょう。引ひつ越こし費ひ用ようは貸かしておきますから、寅とら蔵ぞうさんと戻っていただきますよ」

　鬼頭は、鞄から紙を取り出した。

「この、借金返済プランを実行していただくためにね」

　そこには、こう書かれていた。




『巣玉井寅蔵　ルイ　父娘、借金返済プランＺ』

　巣玉井寅蔵、ナニワプロレスの専せん属ぞくタコ焼き職しよく人にんとなり、不ふ眠みん不ふ休きゆうで働はたらく。

　巣玉井ルイ、ナニワプロレスに入にゆう団だん。イロモノ覆ふく面めんレスラー、『タコムスメ』として活かつ躍やくしてもらう。




『タコムスメ』のデザインまで書かれていた。一度着たら七代先まで表おもてには出たくなくなるような、そんな恥はずかしいデザインだった。

（何かの冗じよう談だんだろうか？）

　そう思った栄太だったけど、どうやら冗談じゃなかったようだ。鬼頭は真しん剣けんだし、ルイはひたすら震ふるえてる。

「あの、鬼頭さん」

　さすがに黙だまってられなくなって、栄えい太たはおずおずと話しかける。

「さすがにちょっと、このプランは厳きびしすぎるんじゃないですか？　それに、このコスチュームは女の子には気きの毒どくすぎますって」

「丸まる見みさんでしたね。一ひと言ことだけいいでしょうか？」

　鬼き頭とうは、栄太に顔を近づけると……いきなり怒ど鳴なった。

「部外者は、黙だまっとれやコラァァァァァァ！！！！」

　鼓こ膜まくが、五、六十枚破やぶれてしまいそうな大音量だ。

「こんなことでもせんと、こいつらの借しやつ金きんはなくならへんねんで！　なんならお前が代わりをやってもええんやで！　タコムスコってのも候こう補ほであったんやから！」

　見せられたデザインラフは、末まつ代だいまで恥はじとなりそうな代しろ物ものだった。基本的に全ぜん裸らだし股こ間かんにタコ焼きついてるし。

「でけへんかったら！　ごちゃごちゃ口を挟はさむんやない！　このボケナスがああああああ！」

　栄太を言こと葉ばで叩たたきのめしてから、ルイに顔を向ける。

「もう逃がさへん！　寅とら蔵ぞうのボケと一いつ緒しよに来て、大人しくナニワプロレスで働はたらいてもらうで！」

「そんな、こつこつ働いて返してくさかい！　このプランだけは堪かん忍にんしてーな！　タコムスメだけはイヤなんや！」

　必ひつ死しに、頼たのみ込むルイだったけど。

「じゃかやしいわい！！！」

　鬼頭が吠ほえた。町内中の子供が泣き出し、犬いぬが失しつ神しんするような、そんな恐おそろしい声だ。

「十日や！　十日間だけ待まってやる！　その間に、たまった利り子しだけでも入れられへんかったら、お前は、タコムスメになってもらう！　分かったな！！！」

　鬼頭が、去さって行った。

「あの人は、いつもあんなムチャクチャなことを要よう求きゆうしてくるのか？」

「そうや。これまでにも何度もあったで。水着でビラくばらされたり、いかがわしい薬くすりの実じつ験けん台だいにされたり、ＣＭ撮さつ影えいのエキストラや言うて、全ぜん身しんにソース塗ぬって揚あげ玉だまをぶつけられたこともあったで」

　一体どんなＣＭだったんだろうって疑ぎ問もんを覚えるとこだ。

「挙あげ句くの果はてが、ナニワプロレスでタコムスメやなんて。終わりや……うちの青せい春しゆん、今度こそ終わりや……」

　がっくしと、ルイが膝ひざをつく。

「そーだよな。いくら何でも、このマスクはひどいよなあ」

　紙を片かた手てに顔をしかめる栄太に、ルイが首を振る。

「何言うてんねん。そないなマスクは別にいいんや。問題は胸むねなんや」

「胸むね？」

　コスチュームの胸は、タコの吸きゆう盤ばんにデザインされていた。

「吸盤やで！　吸盤！　吸すわれてえぐれとるってアピールしとるようなもんやろ！　うちは言ったんや！　そこさえ何とかしてくれたら考えてもええって。それなのに、デザインは変えられへんって言うし。せやから逃げて来たんや」

「ここだけ変えてもらえればＯＫなのか」

　ルイのたくましさに、感かん心しんしてしまう。

「ああ、もう終しまいや～」

　嘆なげき悲しむルイに、栄えい太たは声をかけた。

「ルイさん。まだ諦あきらめるのは早いよ！　あいつが言ってたじゃないか。たまった利り子しだけでも入れられなかったらタコムスメだって。つまり、利子さえいれればとりあえず見逃してくれるってことだよ」

「そうや、そうやったな」

　少しだけ、希き望ぼうの火が灯ともった。

「明日から学校休んで屋や台たい引っ張ぱって、大キャンペーンして必ひつ死しにがんばれば、何とかなるかもしれへんな」

　だけど、希望の火は存ぞん外がい早く消えた。

「あ、言い忘れてましたけど」

　ひょこっと戻ってきた鬼き頭とうが、バカ丁てい寧ねいな口く調ちようでこう言い残して去さっていったのだ。

「たまりにたまった利子は、全部で三百万ですから」

　それだけ言うと、鬼頭はさっさと姿すがたを消した。

「三百万……」

　ルイが深しん刻こくな表情で計算する。

「タコ焼き一ひと箱はこが三百円やから、十箱売って三千円、百箱売って三万円、千箱売って、三十万円、一万箱売ってやっと三百万円。一箱に、十二個入っとるから、全部で……十二万個のタコ焼きが必ひつ要ようやってことやな！！！！」

　ルイは頭を抱かかえ込んだ。

「ムリや！　そんなに焼けへん！　うちのウデがおかしくなってまう！！！」

「それ以前に、そんなに売れないよな。一週間じゃ」

　現げん実じつってのが、立ちはだかる。

「あ～、もうおしまいや！　やっぱりうちは、タコムスメになるんや！　学校辞やめて、余よ生せいをすごすことになるんや！！！」

　再ふたたび頭を抱え込むルイ。

「ルイさん」

　何とかして助けたい栄えい太ただけど、三百万の壁かべは厚あつい。とてつもなくぶ厚い。根こん性じよう論ろんでどうにかなる額がくじゃない。

　ましてや、自分達はしがない高校生だ。まあ、ちょっとばかし変わったパンツとビキニを保ほ有ゆうしてるけれど。

「！！！」

　栄太が、あって声をあげる。

「ルイさん！　まだ手はあるよ！　鬼おにだよ！」

　急き込んで、栄太は言った。

「鬼の力を使うんだ！」

「そっか、鬼になれば、タコ焼き十二万個焼ききることができるかもしれへん！　いや、ボーリング玉だまくらいの巨きよ大だいタコ焼きを作ることも！　そしたら一個、五千円くらいで売れるかも……あかん！　それじゃ中に火が通らへん」

　タコ焼きから頭が離はなれないルイに、ため息いきを吐はき出してから、栄太は説明する。

「タコ焼きに使うんじゃないんだよ。鬼の怪かい力りきで、力ちから仕し事ごとを請うけ負おうんだ」

「力仕事を？」

「そ、鬼の力があれば、大たい抵ていの力仕事はやってしまえるだろ？　道具もいらないし。体一つで商しよう売ばいができる！」

　栄太の説明に、ルイも身みを乗り出してくる。

「たしかにそうやな。エータくん、さえてるで！」

「そうと決まったら、早さつ速そく準じゆん備びを始めよう。張はり紙作ったりしなくちゃならないしな」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、栄太は叫さけんだ。

「鬼の底そこ力ぢから、見せてやろうじゃないか！」
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『鬼のなんでも屋』

　ありとあらゆる力仕事！　引き受けます！

　荷に物もつ運びから引ひつ越こしまで、何でもＯＫ。

　迅じん速そく、格かく安やす、丁てい寧ねい、がモットーです。

　お電話くだされば、ただちにかけつけます。

　電話番号、０９０─××××─××××




　こんなことが描かかれた張り紙を。栄太は電でん柱ちゆうにペタンと貼はり付けた。

「よし、これで最後だな」

　張り紙を見ながら、栄太は満まん足ぞく気げに頷うなずいた。

　ルイと、ほぼ徹てつ夜やして、この張はり紙を百枚描かいたのだ。その勲くん章しようたるクマが、目の下で凶きよう暴ぼうに居い座すわっていた。

「頼たのむで！　仕し事ごと依い頼らい、がっぽがっぽ来るんやで！！！」

　ルイが張り紙に向かって、手を合わせる。

　栄えい太たと同じように、目の下に凄そう絶ぜつなクマって形ぎよう相そうだから、念ねんがこもりそうで怖こわかった。

「おとんも、三百万どうにかするって家を飛び出してったけど、アテにならへんからな。これで稼かせぐしかないんや。ほんま頼むで！！！」

　最後にパンパンと拍はく手しゆを打って、ルイは儀ぎ式しきを終えた。これまで、一枚一枚やってきたから、合計で二百回以上叩たたいたことになる。

　と、次の瞬しゆん間かんだ。栄太のポケットから、ピロロロロロという携けい帯たい電話の呼び出し音が聞えてくる。

「エータくん！　早さつ速そくなんか！　早速来たんか!?」

「ちょっと待まって……」

　栄太は携帯電話を耳に押し当てた。

「はい、もしもし。はい、はい、はい、分かりました」

　ルイが、固かた唾ずを吞のんで見守る中、栄太は受じゆ話わ器きをＯＦＦにした。

　そして、ルイに笑え顔がおを向けた。

「本通町の二丁目だって。すぐ近くだよ。こりゃ幸さい先さきがいいぞ！」







　栄太とルイが駆かけつけたのは、ごくごく普ふ通つうの二階建だて住じゆう宅たくだった。

　家の前には、三十代半なかばらしき女性が立っていた。

「お待またせしました。鬼おにのなんでも屋です」

「あら、早かったのね」

　女性は、すぐ近くに置かれた巨きよ大だいなタンスを指差した。

「実じつは、親しん戚せきから安く譲ゆずってもらったんだけど、こんなところに置いて行っちゃったの。なんとかして二階の部へ屋やまで運びたいのだけど……頼めるかしら」

「はい、これぐらいお安い御ご用ようや」

　ルイが腕うでまくりをしてみせる。

「まあ、頼もしいわね」

　にこやかに微笑ほほえんでから、女性は尋たずねた。

「それで、他の人は？」

「え？」

「だから、他の人よ。まさか、あなた達だけでこのタンスを運はこぶなんて言うんじゃないでしょうね」

「うちらだけやけど……」

　ルイの言こと葉ばに、女性は呆あきれたような息いきを吐はき出した。

「何を考えてるのよ。そんなの無む理りに決まってるじゃない。安くすむならと思って電話したけど、無む駄だだったみたいだわ」

　プリプリと、不ふ機き嫌げんそうに言う女性。

「エータくん。いちいち説せつ明めいしてる暇ひまもあらへんし、さっさとやってまお」

「そーだな」

　まだ文もん句くを言っている女性をそのままに、二人は服に手をかけた。

「ちょっと、こんな所で何を始めるのよ！」

　血けつ相そうを変える女性をそのままに、さっさと鬼おにパンツと鬼ビキニのみとなる。

　二人の頭から、ニョッキリと角つのが突つき出した。この鬼パンツと鬼ビキニには、身みにつけた人間を怪かい力りきの鬼へと変へん身しんさせる特とく殊しゆな能のう力りよくがあるのだ。（もっとも、そのためには他の服を脱ぬがなくちゃいけないのだけど）

「いちいち担かついで持っていくのはメンドーやから、うちが先に行ってるで」

　そう言うと、ルイはぴょんとジャンプして、二階にベランダに着地する。

　まずこれで、女性の目が見開かれた。

「エータくん！　こっちに投げてえな」

　ルイにそういわれ、栄太はタンスを片かた手てでひょいっと持ちあげた。

　これで、女性の口があんぐりと開かれた。

「じゃあいくよ」

　栄太がぽいっと投げたタンスを、ルイが軽々と片手で受け止める。

　最後のこれで、女性の腰こしが抜けた。

「部へ屋やにどこに置けばええか、聞いてくれへん？」

「すみません、あのタンス、部屋のどこに置けば……？」

「あわあわあわわ」

　口をぱくぱくさせるだけで、返事にならない。

「すみません！　部屋のどこに置けば？」

「あの、その、鏡きよう台だいの隣となりに……」

　かろうじて、そんな声が囁ささやかれる。

「鏡台の隣だって！」

「了りよう解かいや」

　そう返事すると、片手でタンスを持ったまま、ルイは二階の部屋の中へと消えていった。

　しばらくして、手ブラになったルイがぴょんと飛び降りてくる。

「ばっちし、置いてきたで」

「じゃ、鬼おにも終わりにしよう」

　二人で、その場に脱ぬぎ捨すてた服ふくを着る。

「な、なんなの!?　あなた達は……」

　二人を見ながら、女性はかすれた声で言った。

「どうして、あんな真似まねが……何かのトリックなの？」

　しばしポカンとすること、数すう秒びよう後ご。

「あら？」

　憑つき物が落ちたかのように、女性が目をぱちくりとさせる。

「私、どうしてこんなとこに座すわり込んでたりするのかしら？」

　立ち上がり、膝ひざをパンパンと叩たたいた女性は、二人に顔を向けた。

「言ったでしょ。あなた達だけじゃ無む理りだって。それに、張はり紙に噓うそを書くなんて問題よ。どう見たって、力ちから仕し事ごとって感じじゃないじゃない」

　鬼パンツ、鬼ビキニの持つもう一つの力により、記き憶おくを失うしなってしまっているのだ。

　さ、専せん門もんの業ぎよう者しやに電話しよう。そんなことを呟つぶやきながら、家の中へと戻ろうとする女性。

　だけど、その足が止まる。

「！！！」

　さっきまで、威い圧あつ感かんたっぷりに自じ己こ主しゆ張ちようしてたタンス。それが忽こつ然ぜんと消えていることに、今さらになってやっと気づいたのだ。

　巨きよ大だいタンス紛ふん失しつ事じ件けんだった。

「……タンスは？」

「タンスなら、とりあえず運はこんでおいたで」

　ニコニコしながら、ルイが言う。

「場所も問題ないはずや。確かく認にんしてきたらええ」

「まさか、そんなこと……」

　女性は、早足で家の中へと入っていく。

「そんな！！！」

　二階で息いきを吞のむ音を響ひびかせてから、また二人の前へと戻ってきた。

「タンス、運ばれてたわ」

　信じられないって顔で呟つぶやく。

「場所もピッタリよ。でもどうやって？」

「細かいことはええやないですか。ちゃんとタンスは運べてるんやから」

　ルイの言こと葉ばに、まだまだ納なつ得とくのいかないといった様よう子すながらも、女性は頷うなずいた。

「そ、そうよね。ちゃんとタンスは運んでもらえたんだし。それで、おいくらかしら？」

「そーやな。普ふ通つうにあのタンスを運んだとしたら五、六人はいるやろ？　一人タコ焼き一箱食べたとして、千八百円ぐらいか」

　タコ焼き基き準じゆんで値ね段だんを決めようとするルイの隣となりで、栄えい太たは首を振った。

「お金はいりません。今回は無む料りようサービスです」

「えええ！！！」

　血けつ相そうを変えるルイをそのままに、栄太は続けた。

「ただ、できるだけ多くの人に宣せん伝でんしてもらえませんか？　ちょっとした荷に物もつ運びから大がかりな引ひつ越こしまで、何でも格かく安やすで引き受けますって」

「あなた達のこと宣伝すればいいのね。分かったわ」

　女性も、頷うなずいてくれる。

「どうぞ、よろしくお願いします！　それでは」

　ぺっこりと頭を下げると、すたすたとその場を後にする栄太。

「ちょ、ちょっとエータくん！！！」

　ルイが慌あわててその後を追いかけていく。

「宣伝するぐらいなら、安いものだけど……」

　女性は、二階を眺ながめた。

「あの二人、どうやってタンス運んだのかしら？　目の前にいたはずなのに、どうして何も覚えてないの？」

　病院に行った方がいいかしら、なんて呟つぶやく女性の下に、駆かけ寄よってくる男の子がいた。

「ママ！　スーパーマンのお兄ちゃんとお姉ちゃん、もう行ちゃったの？」

「スーパーマン？」

「そーだよ。僕、窓まどから見てたんだよ。お兄ちゃんがタンスをひょいって持ち上げて、二階に向かってポーンって投げたんだ。急いで二階に行ったら、お姉ちゃんがタンスを片かた手てで持ってたんだよ。僕が、どうしたらそんなに力持ちになれるのって言ったら、好すき嫌きらいなく何でも食べるんだって教えてくれたんだよ。だから、僕、もうにんじんもピーマンもちゃんと食べる！」

　早口に、男の子は言う。

「タンスを二階へ投げた？　タンスを片手で持つ？」

　女性は、苦く笑しようした。

「そんなはず、ある訳わけないじゃないの。夢ゆめでも見てたんでしょ」







「ちょっと、エータくん！」

　歩く栄太の後ろから、ルイが不ふ機き嫌げんそうに声を飛ばした。

「何てこと言うたんや。よりもよってタダやなんて。あんな大きなタンスを二階に運はこんだんやで！　しかも、ひょっとしたら、うち、子供の好すき嫌きらいまで治なおしたかもしれへんのや。二千五百円くらいもらったってバチは当たらんやろ！」

　微び妙みように金きん額がくがあがってるのが、好き嫌いの治ち療りよう代だいらしい。

「いいんだよ。あれは作さく戦せんなんだから。損そんして得とく取とれっていうね」

　栄えい太たは説せつ明めいした。

「あの張はり紙見ても、ほとんどの人は胡う散さん臭くさくてなかなか電話してこないと思うんだ。だから、最初のうちはサービスにして、その代わりに宣せん伝でんしてもらうんだ。口こみで広がれば仕し事ごとだって増ふえると思う。そうしているうちに、大きな仕事も来るようになると思うんだ。引ひつ越こしみたいな」

「なるほど、そういうことなんか」

　ルイが、こくこくと頷うなずいた。

「そういや、商しよう売ばいってそーゆーもんやったな。うち、迫せまり来るタコムスメの恐きよう怖ふで大たい切せつなことを見み失うしなしなっとったわ」

　感かん激げきしたように、ルイは栄太を見つめる。

「エータくん、商売人の才さい能のうがあるかもしれへんで」

「そんな大たいしたもんじゃないよ」

　照てれくさそうに、エータは笑った。
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　栄太の狙ねらいは正しかった。

　最初こそ、一日に一いつ件けんか二件といった仕事依い頼らいだったけど、日がたつにつれて、どんどん依頼は増えていった。口こみ作戦のなせる業わざだ。

　どうやっているかは謎なぞだが、仕事が尋じん常じようじゃないくらい迅じん速そくで、そして格かく安やすなのだ。人にん気きが出るのも当たり前だった。

『すみません！　引越しを頼たのみたいんですけど？』

　二人でリヤカーを引っ張って、あっさりと引越しを完かん了りようさせた。

『庭にわ石いしを動かしたいんですけど？』

　発はつ育いくのいい小こ象ぞうくらいある庭石を、軽く持ち上げ庭の模も様よう変がえをしてあげた。

『車がエンストしちゃって……』

　担かついで修しゆう理り工場まで持っていってあげた。

『町内会で餅もちつき大会があるんだけど……』

　ついてあげた。（つい力があまって臼うすを叩たたき割わってしまったりしたけど）

『どこどこの工事現場なんだけど、鉄てつ骨こつ運はこぶの手伝ってくれないかな？』

　大量の鉄てつ骨こつを肩に載のせ、軽々と運はこんであげた。

『無む理りだろうけど、廃はい車しやのスクラップなんかできたりする？』

　もちろんできた。二人で上から踏ふみつけてぺっちゃんこにしてあげた。

『動どう物ぶつ園えんの象ぞうを、別の動物園に運びたいんですけど』

　担かついで運んだ。象が大人おとなしくしているように、リンゴやらバナナやらを与えなくちゃいけなかったけど、それをさっぴいてもいい感じに儲もうけた。

『半分冷ひやかしで言うけど、ビルの解かい体たいなんか引き受けられるかな？』

　引き受けられた。三階建だてのビルを、二人で十五分で瓦が礫れきの山に変えてやった。

　昼ちゆう夜や問とわず、電話さえあればどこにだって飛んでいって、仕し事ごとをこなした。授業中でも、腹ふく痛つうを理由に教室を抜け出し仕事をこなした。

　そんなこんなで、八日が経けい過かした。







「一枚、二枚、三枚、四枚、……」

　そんな声が、呟つぶやかれていた。

　台たい風ふうが来たら一発で、世せ界かいの果はてまで連れてかれそうなボロアパートの一室だ。築ちく五十年以上ということで、壁かべや天てん井じようもすっかり黒ずんでいる。

　日当たりも悪いから、昼間だと言うのに薄うす暗ぐらい。チカチカする電でん灯とうの効こう果かもあって、どうにも寂さびしい室内だ。

　そんな中で、一枚、二枚、三枚と数えるのだ。普ふ通つうなら、どうしようもないくらい不ぶ気き味みで陰いん気きになってるだろう。

　だけど、そんなことはなかった。実じつに、明るく数えてるせいか、ちっともおどろおどろしい雰ふん囲い気きになってなかった。

　それもそのはず、数えてるのは皿さらじゃなく、お札さつなのだから。

「五枚、六枚、七枚っと。よし、これで最後や」

　数え終わった千円札を、ルイはちゃぶ台に置いた。すでに数え終わった札が、山になっている。

　ルイが父親と暮くらすアパートで、これまで稼かせいできたお金の集しゆう計けいをしようとしているのだ。

　ルイは、うひゃひゃひゃひゃと、大おお阪さかの悪あく徳とく商しよう人にんみたいな笑いを響ひびかせた。

「こないに儲かるなんて……笑いが止まりまへんなあ」

　心行くまでうひゃひゃひゃひゃと笑ってから、ルイは栄えい太たに尋たずねた。

「エータくん、全部でいくらになった？」

「えっとね」

　計算機をかちゃかちゃと操そう作さしてから、栄太は答えを叩たたき出した。
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「すごいや。全部で、二百八十五万七千円もある!!」

「ほんまか！！！」

　ルイが飛び上がった。

「目もく標ひようの三百万まで……」

　ざっと計算する。

「あと、十四万三千円ってことか。ついにゴールが見えてきたで！」

「まー、毎日がんばったからなあ」

　感かん慨がい深ぶか気げに、息いきを吐はき出す。

「授業中だろうが、真夜中だろうが、電話が来たら飛んでったし。基き本ほん的てきにどんな仕し事ごとも引き受けたからなあ」

「エータくん」

　ルイが真ま顔がおになると、栄えい太たに顔を向けた。

「ほんま、ありがとう」

　ペッコリと頭を下げる。

「エータくんがいなかったら、どうしようもなかったで。うちな、今度ばかしは本当に嫌いややったんや」

「そりゃーそうだろう。タコムスメだもんな」

「ううん、そうやない」

　ルイが首を横に振る。

「タコムスメになるのも嫌いややけど、もっと嫌やったのは、この町を出ることなんや。ここは居い心地ごこちもええし、タコ焼きの売れ行きもまあまあやし、それに……」

　少しだけ恥はずかしそうに、ルイは言った。

「エータくんがいるし」

「あ、ありがと」

　何だか面めんと向かって言われてしまうと、栄えい太たも恥ずかしくなってしまう。

「初めてなんや。うちの家か庭てい環かん境きようのことを知っても、ひかなかった友達って。それどころか、一いつ緒しよになってがんばってくれるなんて。ホンマ、エータくんと知り合えて良かった。せやから、うちはこの町、離はなれたくないんや」

（な、なんだ……まるで、愛あいの告こく白はくみたいじゃないか）

　意い識しきした途と端たん、妙みように緊きん張ちようして心しん臓ぞうがドキドキしはじめてしまう。

　こういった状じよう況きように、爪つめの先っぽ程ほども慣なれていない栄太は、無む理りして笑った。

「き、気にすることないって。鬼おに友ともじゃないか。それに、僕も何だか実じつ業ぎよう家かになったみたいで楽しかったからさ」

　それから、精せい一いつ杯ぱいの勇ゆう気きを出して言う。

「あと、僕も……ルイさんがいなくなると寂さびしくなるなって思って……それで、がんばっちゃったとこも……あるかなーなんて」

　栄太の勇気ある一ひと言ことだったけど、ルイは聞いちゃいなかった。

「実業家……それや！」

　ぴしゃりと、膝ひざを叩たたく。

　ちょっとドキドキで、ちょっとときめきな時間は、あっけなく終しゆう了りようした。

　商しよう魂こん逞たくましい、商人の時間が始まった。

「なあ、エータくん。うちと一緒に、本格的に鬼のなんでも屋をやらへん？」

　がぜん身みを乗り出して、ルイが詰つめ寄よる。

「このペースで稼かせげたら、ビルを建たてるのも夢ゆめやないで！　エータくんが社長、うちが副社長ってことでええから……なあ、やらへん！！！」

（ドキドキした僕が、バカでした）

　そんなことを心の中で呟つぶやいてから、栄太は呟いた。

「前向きに検けん討とうしとくよ」

　と、その次の瞬しゆん間かんだ。栄太の携けい帯たい電話がピロロロロと音をたてる。

「あ、仕し事ごとの依い頼らいやな。うちに貸して！」

　栄太の携帯電話を耳に当てると、ルイは明るく言った。

「はいもしもし、こちら鬼おにのなんでも屋でございまーす。力ちから仕し事ごとならなんでもござれ！　引ひつ越こしから工事現場の鉄てつ骨こつ運はこび、自動車のスクラップ、象ぞうなんかも運ぶし、ちょっとしたビルの解かい体たいなんかも引き受けておりまーす」

　一、二分、話してから、ルイは携けい帯たい電話を下ろした。

「エータくん。コーヒー豆を運んで欲ほしいんやって！　簡かん単たんな仕事やな」
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「君きみ達たちに運んでもらいたいのは、これ全部なんだ」

　倉そう庫この扉とびらが開かれた。その先にあったのは、うず高く詰つまれた巨きよ大だいな木き箱ばこの山だ。

　富ふ士じ山さんじゃまだ足たりない、チョモランマ、エベレスト級きゆうだ。

　中なか身みはぎっちりとコーヒー豆がつまっているのだろう。倉庫中に、コーヒー豆の香こおばしい香かおりが漂ただよっていた。

「ふわ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「ほえ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　思わず声が出てしまう。

「急に、ここの倉庫から立ち退のかなくちゃならなくなってね。大だい至し急きゆう、荷に物もつを全部移い動どうさせたいんだけど、この量りようだろ。急ぎとなると、どこも難むずかしいってことでね。それで、おたくに電話をしたんだ」

　口ヒゲを蓄たくわえた、大おお柄がらな男性が説明する。食しよく品ひん輸ゆ入にゆう業ぎようの、三み津つ葉ばという男だ。

「企き業ぎようの引越しも請うけ負おってるなら、この荷物も大だい丈じよう夫ぶだろう。よろしく頼たのむよ」

　それから、三津葉は心しん配ぱいそうに尋たずねた。

「それで、トラックがいつ到とう着ちやくするんだい？　この量りようだから、積つみ込み用の重じゆう機きや、それなりの数の人じん員いんも必ひつ要ようとなるだろうけど……」

　まさか、二人きりでリヤカーで運ぶなんて、言えなかった。

「大丈夫です。すぐにわんさかやってくるんで」

　ルイは適てき当とうに答える。

「心配せんと、うちらに任まかせてください」

「そうか、まあよろしく頼むよ。それと、くれぐれも丁てい寧ねいにね。乱らん暴ぼうに扱あつかって豆同どう士しがぶつかって砕くだけてしまうと、値ね段だんが下がってしまうんだ」

　そう言うと、三津葉は倉庫を出ていく。

「エータくん。これはちょっと想そう像ぞうしてへんかったな」

「うん、想像してなかった。これほどの量だなんて」

　しばし、二人して口をポカンと開けて眺ながめることしかできない。

「今日と明日で、十四万三千円稼かせがなくちゃいけないし。一つの仕事にあまり長くかかってられないよ。断ことわったら」

「せやけど、引き受けてもうたしな～。今さら断るのは、信用に関かかわるやろ？　いずれ、会社を作るうちらとしてはやっちゃいかんことやで」

　何だか、栄えい太たの知らないうちに、会社設せつ立りつは決定になってしまっているようだ。

「こんだけの仕し事ごとなんや。お礼れいは弾はずんでくれるかもしれへんし、多た少しよう時間かかってもやってみよ」

　木き箱ばこの山に、ルイは向き直った。

「千せん里りの道も一いつ歩ぽからや！」

　前ぜん人じん未み到とうの高山を登る登と山ざん家かのような、そんなノリだ。

「そーだな。ルイさんがそのつもりなら、僕も覚かく悟ごを決めたよ」

　栄太は服ふくに手をかけ、脱ぬぎ捨すてる。鬼おにパンツ一枚となった。

「ぼやぼやしてられないよ。早さつ速そくとりかかろう」

「そうやな」

　ルイも同じように、鬼となり、二人して倉庫の外に止めてあったリヤカーを取ってくる。べんり屋業ぎよう務むのために、二つ、調ちよう達たつしてきてあったのだ。

　何人かに目もく撃げきされるけど問題ない。どうせすぐに忘れてしまうのだから。

　リヤカーに一ひと抱かかえもあるような木箱をぽんぽんと載のせる。それでも、五個が限げん界かいだった。それ以上積つむとリヤカーが壊こわれてしまうのだ。

「エータくん、終わるまでにどれぐらいかかるかな？」

「えっと、木箱が全部でいくつあるんだっけ」

　数え始める栄太だったけど、途と中ちゆうで止めた。あまりに多すぎて、気分が滅め入いってしまうから。

「ええい、とにかく運んでいこう！　いつかはきっと終わるはずだから！」







　リヤカーを引っ張って、高こう速そく道路をひた走り、目的地の倉そう庫こへと木箱を運ぶ。空からになったリヤカーを引っ張って戻り、同じように木箱を積みスタートする。

　そんな行こう為いを、二人はひたすら繰くり返した。

　やがて、夕方になり、夜になっても、二人はひたすら走り続けた。

　鬼のなんでも屋の信用のためには、弱よわ音ねを吐はく訳わけにはいかなかった。

　そして、朝が来た。







「………」

「………」

　ここは移い動どう先さきの倉そう庫こ。二人が無む言ごんで見み詰つめるそこには、しっかりと木き箱ばこが山のように積つみ上げられている。

　所しよ要よう時間十三時間、休むことなく二人でリヤカーをぶっとばした成せい果かだ。

「とうとう、ここまできたな」

「そうやな。エータくん」

　足あし元もとに置かれている、残り一つの木箱を見る。

「感かん慨がいにひたってないで、最後の一個、載のっけよ」

「そーやな。ラス１の栄えい光こうは、エータくんが積むべきやで」

「ああ」

　栄えい太たは木箱を背せ負おうと、木箱の山を登のぼり始めた。

　いくら鬼おにとなっている栄太でも、十三時間の肉にく体たい労ろう働どうはかなりこたえていた。足あし腰こしはきしみ、標ひよう高こうが高くなるに従したがい意い識しきを失うしないそうになる。

　しかし、負けなかった。

　そこに山がある限り、登らずにはいられないのだ。

　頂ちよう上じようまで上り、最後の木箱を置いた瞬しゆん間かん、ファンファーレが聞こえたような気がした。

　エベレスト、チョモランマの完かん成せいだった。

「おめでとー！　エータくん！　ついにやったで！」

　麓ふもとの方から、ルイの声が聞こえてくる。

　せっかくだから、やっほーって叫さけんでから、栄太は下げ山ざんした。

　二人で心ゆくまで、エベレスト完成の喜よろこびにひたってから、気を取り直して言う。

「じゃ、帰ろうか」

「そーやな。うちもう眠ねむくてたまらんわ」

　リヤカーに載っけていた服ふくを着て、靴くつも履はく。鬼を卒そつ業ぎようした途と端たん、全ぜん身しんに筋きん肉にく痛つうが走る。

「ちょっと無む理りしちゃったかもな」

「そーやな」

　顔を見合わせ、笑ってる時だった。

「おお、素す晴ばらしい！」

　倉庫に声が響ひびく。驚おどろいた顔の、三み津つ葉ばが目をぱちくりさせながら入ってきた。

「ずっと見ていたはずなのに、気がついたら木箱がどんどん運ばれてきていたよ。いや、驚いた。さすが、話題になっているだけのことはある」

　感かん心しんしたように頷うなずいてから、三津葉は二人の手を握にぎった。

「ありがとう。おかげで、助かったよ」

「いえいえ、お仕し事ごとやから」

　ルイは、もみ手しながら切り出した。

「それで、料金なんやけど」

「いや、うちも不ふ況きようでね。安くて申もうし訳わけないんだけど」

　三み津つ葉ばのその言こと葉ばに、栄えい太たとルイはそろって落らく胆たんの息いきを吐はき出した。

　高くても、二、三万くらいだろうな？

　そんなことを思ってた。

　だから、三津葉が懐ふところから取り出した封ふう筒とうを見て、正しよう直じき驚おどろく。

（えらく、分ぶ厚あついじゃないか。縦たてに置けば、立っちゃうんじゃないか？　全部千円札さつでもらったとしても、あんなにしっかりしてないんじゃないか？）

　そこんとこは、ルイも疑ぎ問もんに思ったのだろう。封筒を開けると逆さかさまにする。

　ゴロって感じに封筒から滑すべり出したのは、札さつ束たばだった。しかも一万円札の。

「えっ、これって……」

　口をパクパクとさせるルイに、三津葉が笑え顔がおで言う。

「三百万だ。本当、安くてすまないね」

「ルイさん！」

「エータくん！」

　二人は、急いでスクラムを組むと密みつ談だんを始めた。

「三百万やで！　三百万！　うち、てっきり二、三万くらいやと思っとったのに、軽く百倍や！」

「いくら何でももらいすぎだって！　返した方がいいんじゃないか？」

　栄太の提てい案あんに、ルイが首を振る。

「せやけど、向こうはこれでも満まん足ぞくしてくれてるんや。これはもらっといてええんやないかな。ほら、鬼おにのなんでも屋株かぶ式しき会がい社しやを作る時には、お金も必ひつ要ようになるやろうし」

　やっぱり、起き業ぎようは決定事じ項こうのようだ。しかも、いつの間にか、株式会社にグレードアップしてる。

「それに、落ち着いて考えれば、これぐらいの仕し事ごとをしとるのかもしれへんで。だって見てみい、あの山を！」

　木き箱ばこのエベレストは、堂どう々どうとそびえ立っていた。それを見ると、確たしかに三百万くらいもらってもいいような気がしてくる。

「確かに、そーかもしれないな」

　少々後ろめたいものを感じながらも、栄太は頷うなずいた。

「よし、これはとりあえずもらっておこう」

「そーやそーや」

　札束封筒をポケットに入れると、ルイは三津葉へと向き直る。

「ほな、まいどあり。今回は利用してくれてほんま、ありがとう」

　そんな最さい中ちゆうだった。

　ミシ、ミシミシミシ。

　木もく製せいの何かが壊こわれるような、そんな音が倉そう庫こ内ないに響ひびいた。

「何や？　今の音は？」

「ひょっとして……」

　木き箱ばこエベレストに顔を向けた栄えい太たの目が、見開かれる。下の方の木箱が、妙みような形にひしゃげていた。重みに耐たえられなくなったようだ。

　そして、木箱エベレストが雪崩なだれを起こした。

　ガラガラと音をたてて、木箱が転ころげ落ちてくる。床ゆかに叩たたきつけられ破は裂れつしする。

　しばらくして、雪崩は収おさまったけれど、倉庫の床はコーヒー豆まめで一いつ杯ぱいだった。歩けばじゃりじゃりと音をたてるくらいに。

「ちょっと高く積み上げすぎたかな」

　栄太が顔をしかめる。

「そーやな。ちょっと調ちよう子しに乗りすぎたわ」

　ルイも、しおらしく反はん省せいした。

「三百万ももろうてるし、片かた付づけしてこ。エータくん」

「そうだな。夕方までかかりそうだけど……」

　やれやれと息いきを吐はき出した栄太は、ふと気がついた。

　足あし元もとに転がる、白い布ぬのの塊かたまりを。どうやら木箱の中からコーヒー豆と一いつ緒しよに出てきたらしい。

「何だろこれ？」

　足元に落ちいていたそれを拾い上げる。

「防ぼう虫ちゆう剤ざいか何かかな？　それにしちゃえらく重いけど」

　布をひっぺがした栄太は、思わずキョトンとしてしまう。

　そこにあったのは、黒光りする拳けん銃じゆうだったのだ。ずっしりとした重みから、玩具おもちやとは思えない。

「それ、拳銃ってやつやないの？」

「うん、拳銃ってやつだ」

　ひたすらポカンとするだけの二人に、その物ぶつ騒そうな声は響いた。

「どうやら、見てはならない物を見てしまったようだな」

　三み津つ葉ばだった。先ほどまでの人の良さそうな顔が、裏うら社会の人間っぽいダークな物へと変わっていた。

「おい！」

　パチリと指を鳴らすと、わらわらと倉庫に入ってくるのは、黒くろ服ふくでサングラスのいかにもな連中だ。

　一人が、三み津つ葉ばに葉は巻まきを渡わたして火をつける。煙けむりを吐はきだし、三津葉は、言った。

「急に警けい察さつのガサが入るって情じよう報ほうがあってな、足のつかないとこに、この商しよう品ひんを運はこばなきゃなんなかったんだよ」

「なあ、エータくん。つまり、うちらが運んでたのは、コーヒー豆まめの箱はこに隠かくされた、拳けん銃じゆうやったってことなんやな」

「拳銃……だったってことだよ」

「で、その犯はん罪ざいの証しよう拠こを、目もく撃げきしてもうたってことやな」

「目撃……しちゃったんだよ」

　二人は、無む言ごんで押し黙だまった。

　こういう場合、悪あく人にんがどんなことを考えるかなんて容よう易いに想そう像ぞうがつく。

　そして、三津葉はセオリー通りに行動した。

「見られてしまったからには、生きて帰す訳わけにはいかん！」

　黒くろ服ふくの男達が、一いつ斉せいに拳銃を引っこ抜いた。

「ルイさん！」

　ルイの手を引っ張って、近くの木き箱ばこの裏うらに逃げ込む。間かん髪ぱつ入れずに、拳銃の発はつ射しや音おんが響ひびいた。

「しとめたか？」

　三津葉が、実じつに悪っぽい声で尋たずねる。

「いえ、おそらくまだ。だけど、心しん配ぱいはいりませんよ。逃げ場所なんかないんですからね」

　そう言い、ニヤリと笑った黒服の男だったけど、いきなり飛んできた木箱の下した敷じきとなる。

「ぐええええ！」

「な、何だ！　どうしたって言うんだ！！！」

　男達が驚く中、歩あゆみ寄よってきたのは、鬼おにとなったルイと栄太だ。

「よりにもよって、犯罪の片かた棒ぼうを担かつがせるやなんて……」

　そう言うルイは、怒いかりのオーラが満まん載さいだった。

「鬼のなんでも屋や株かぶ式しき会がい社しやの、クリーンなイメージに傷きずがついたらどないしてくれんねん！」

　すでに会社が設せつ立りつしてるような口ぶりで、ルイは叫さけんだ。

「絶対！　許ゆるさへん！」

　ルイは男達に突つっ込んでいった。弾だん丸がんが体に当たるも、小石をぶつけられた程てい度どにしか感じない。

「ぶっ飛ばして、こってんぱんのぎったぎたにして、それから警察に突き出したる！」

　鬼の宴うたげの始まりだった。
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　ルイと栄えい太たは、黒くろ臼うす市しの町を歩いていた。

「ホンマ、頭にくる！　うちらを騙だますなんて」

　ルイは、まだプリプリと怒おこっていた。

　宣せん言げん通りに、ぶっ飛ばして、こってんぱんのぎったぎたにして、それから警けい察さつに突つき出したのだけど、まだ怒いかりは収おさまらないようだ。

「一番、一番悔くやしいのは、一ひと晩ばん中がんばったって言うのに、タダ働ばたらきで終わってもうたことや！」

「ルイさん、もらった三百万、あいつらと一いつ緒しよに警けい察さつに置いて来ちゃうんだもんな」

「当たり前や！　あないな汚きたない金。受け取れへん！」

　意い固こ地じに、ルイは言い張はる。商しよう売ばい人にんとしてのプライドなのかもしれない。

（だけど、鬼おにパンツと鬼ビキニの力ってすごいんだなあ）

　少々疲つかれた顔をしながら、栄えい太たがしみじみと呟つぶやく。

（拳けん銃じゆうの弾だん丸がんにだって負けないんだから）

　拳銃だけじゃない。マシンガンなんかにも撃うたれたけれど、体はどうにもなってない。さらに言えば、アザすらできていない。

　改あらためて、鬼になるということのスゴさに、栄太は背せ筋すじがゾクゾクってした。

「せやけど、名前が知れてくると、あないにうさんくさい仕し事ごとの依い頼らいも来るのかもしれへんなあ」

　やや、怒りの熱気が冷めたのか、ルイが呟く。

「鬼のなんでも屋や株かぶ式しき会がい社しやを開くのは、止めといた方がいいかもしれへん」

　すっかり、これからもずっと鬼のなんでも屋をやらされるつもりだったから、栄太しては嬉うれしい言こと葉ばだった。

「そうだよ。考え直した方がいいと思うよ。このまま続けて、本格的にどうやってやってるんだって疑うたがわれても厄やつ介かいだし」

「エータくんの言う通りやな。鬼のなんでも屋はこれで廃はい業ぎようや。残念やけど」

　ルイの決けつ意いに、やれやれと安あん堵どの息いきを吐はき出す。

「さ、もうヘトヘトや。帰って休むで」

「僕も、徹てつ夜やで走り回ってたからなあ」

　ふわあと欠伸あくびしてから、栄太はうかない顔で呟いた。

「だけど、何か忘れてるような気がする」

「え？」

「何か、とんでもなく大たい切せつなことを忘れてるよーな」

「忘れてること……」

　二人は、顔を見合わせ、あって声をあげた。

「十四万三千円や！」

「十四万三千円！」

　徹てつ夜やで頭がボーっとなってたせいもあって、すっかり忘れてしまったのだ。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]、なんでうちはあの三百万、そっくりそのまま置いてきてもうたんやろ？　十四万三千円だけもらっといてもバチは当たらへんかったやろに！」

　商しよう売ばい人にんのプライドなぞどこふく風、ルイは大おおいに悔くやしがった。

「どないしよ？　十四万三千円を今日中に稼かせぐなんて絶対無む理りや！！！　家中の家か財ざい道具を売り払はらっても無理や！！！」

　大いに慌あわてふためいてた時だった。

　何の音もなく、すぐ後ろにぬって姿すがたを現あらわした人物に、二人はびっくりする。

「わ！！！」

　傷きずが目立ついかつい顔。そう、ルイのおとんだ。

　だけど、ものすごくダークなオーラに包つつまれている。ルイと栄えい太たも、連日の疲つかれと徹夜でげっそりしてるけど、それ以上にやつれてた。

「おとんやないの！　驚おどろかさんといてえな」

　ルイが、父親の肩をバシっと叩たたく。

「一週間も家に帰らず、どこに行っとったんや？　失しつ踪そうしたんかと思ったで」

　抜ぬけ殻がらのような表情で、おとんが言った。

「なんとしてでも三百万稼ごうと、競けい馬ば場じように……」

「アホやな。そないなとこで稼げるはずがないやろ」

　ルイがやれやれと息いきを吐はき出す。

「もう、おとんなんかアテにしてられへん。今はそれどころやないんや！」

　十四万三千円をどうするか？　必ひつ死しになって悩なやむルイ。その後ろで、おとんが呟つぶやいた。

「一週間粘ねばりに粘ったんやけど、十四万三千円にしかならへんかった」

「え？」

　ルイが振り向く。

「おとん、つまりそれって、競馬で十四万三千円儲もうけたってことなんか？」

「三百万にはほど遠い。どうにもならへんやろ」

　おとんが嘆なげき悲しむ。

「そうや、この十四万三千円で、今度はパチンコで一ひと勝しよう負ぶ」

　走り出そうとするおとんに、ルイは全力でタックルした。

「うちとエータくんとで稼いだお金と合わせれば、丁ちよう度ど三百万や！　おとん、でかしたで！」

「何を夢ゆめみたいなことを言ってるんや？」

「夢やないんやって！　見せてやるからアパートに戻るんや！」

　おとんの手を引っ張って、アパートを目指すルイ。栄太もその後を追いかけていく。

「やったで、これで引ひつ越こしせんくてもすむ！　タコムスメにもならんくてもすむ！　エータくんともお別れせんくてもすむ！」

　軽やかな足取りで、アパートへと到着する。

　だけど、そこでルイは足を止めた。何やらアパートが慌あわただしいからだ。パトカーが止まっているのにも気づく。

「ん？　どないしたんや？」

　小こ首くびを傾かしげるルイに、寝ね巻まき姿すがたの男性が声をかけてくる。アパートの一いつ階かいに住んでいる、トモゾーさんだ。

「いやー、笑い話だよな。こんなボロアパートに忍しのび込むなんて、気が知れないね」

「どういうことや？」

「空あき巣すだよ空き巣」

　トモゾーさんは笑いながら続けた。

「全部の部へ屋やが荒あらされてたみたいだけど、大たいしたものは盗ぬすまれてないそーだ。ももひきに栓せん抜ぬきに茶ちや碗わん、あとはヒゲ剃そりぐらいなものかな。ルイちゃんも一いち応おう調べた方がいい。ま、どうせ大したもんは盗まれてないだろーけど。だってもとからないんだから」

　他の部屋の住人達も、皆みなして笑っている。

　だけど、ルイは笑えなかった。

「空き巣やって！！！」

　血けつ相そうを変えてアパートに突とつ入にゆうする。捜そう査さ員いんを突つき飛ばし、自分の部屋へと飛び込んだ。

　半なかば想そう像ぞうはしてたけど、稼かせぎに稼いだ二百八十五万七千円は、入れておいたクッキー缶かんごとなくなっていた。




「ウソや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」




　悲ひ痛つうな叫さけびが、安やす普ぶ請しんのボロアパートに木霊こだました。
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　いつもなら通つう勤きんや通学で慌しい黒くろ臼うす駅えきも、休日の夕方ということで人もまばらだった。

　そんな中、駅の改かい札さつ前に、鬼き頭とう金きん四し郎ろうは立っていた。すぐ近くにはルイがいる。

　くたびれた旅行鞄かばんを抱かかえているその姿すがたは、どう見ても旅立ちのそれだ。

「ナニワプロレスのオーナーが急いでいてね。娘むすめの方だけでも大だい至し急きゆう連れて来いってうるさいんですよ。あ、ご心しん配ぱいなさらずに。寅とら蔵ぞうさんも、荷に物もつを片かた付づけさせすぐに来させますからね」

　鬼頭が、ニヤニヤとした笑えみを浮かべた顔で言った。

「こんなことなら、十日も猶ゆう予よも与えなくても良かったかもしれませんねえ。三百万作るなんて、あなた達では到とう底てい無む理りなことですからねえ」

「！！！」

　その言こと葉ばにムッとしたルイが、口を開いた。

「そんなことない！　三百万！　きっちり稼かせいだんやで！　ただ、泥どろ棒ぼうに持ってかれてもうただけなんや！」

「そんな下らないウソが通用するとでも思っとるんかああ！！！」

　鬼き頭とうが、鬼おにになって叫さけんだ。鬼パンツや鬼ビキニのような特別な衣い装しようを着てる訳わけじゃないのだけど、鬼のようなオーラが見える程ほどだ。

「泥棒だろうが何だろうが、三百万用意できんかったのは事じ実じつなんや！　グダグダ言わずに、お前はナニワプロレスでタコムスメになるんやあ！　わかったなボケ！」

（運うん命めいって、残ざん酷こくなもんなんやなあ）

　ルイは心の中で呟つぶやいた。

（エータくんとあんなにがんばったのに、水の泡あわになってまうなんて）

　頭に、引ひつ越こしてきてからの出で来き事ごとが走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえる。

　栄えい太たと鬼おに友ともになったこと。遊ゆう園えん地ちのバイトを一いつ緒しよにやったこと。そこで、栄太と女の子をくっつけようと画かく策さくしたこと。抱だきつき魔ま事じ件けんを解かい決けつしたこと。肉にく好ずき魔ま事件も解決し、鬼おに封ふう寺じの連中も撃げき退たいしたこと。

（なんや、エータくんのことばっかやな）

　ルイは、心の中で呟いた。

　ルイは、ちょっとだけ鼻をすすり上げた。

（サヨナラぐらい、言いに来てくれてもええやんか）

　と、

「待まった待った待った待った待った待った！！！」

　そう叫びながら走ってきたのは、他ならぬ栄太だった。

「エータくん！」

「良かった！　間に合った」

　ぜーはーぜーはーと息いきを吐はき出す。

「エータくん。お別れ言いに来てくれたんやな」

　ルイが、嬉うれしそうに顔をほころばせる。だけど、栄太は首を横に振った。

「悪いけど、ルイさんにお別れを言うつもりはないよ。まだ」

「え？」

　キョトンとするルイをそのままに、栄太は鬼頭に顔を向けた。

「これが！　約やく束そくの！　三百万だあああああ！」

　懐ふところから引っ張り出したのは、分ぶ厚あつい封ふう筒とうだ。

「えええええええ！！！」

　ルイが、驚おどろきの声をあげた。

「なんだって！」

　鬼き頭とうは封ふう筒とうをひったくると、慣なれた手つきで枚まい数すうを数える。

「確たしかに、三百万あるようだな」

　ものすごく悔くやしそうに、鬼頭は言った。

「約やく束そく通り、二人をナニワプロレスに連れてくのはなしだよ」

「うう、うぐぐぐぐぐ」

　顔をむずむずと動かしてから、鬼頭は搾しぼり出すように言った。

「これからは、毎月きっちり取り立てに来るで！　一回でも滞とどこおったら！　そん時はナニワプロレスやからな！」

　悔くやしそうに叫さけぶと、改かい札さつを通り駅えきの中へと消えていく。

「良かった。何とか間に合ったよ」

　やれやれと息いきを吐はき出す栄えい太たに、ルイが詰つめ寄よった。

「エータくん！　何てことしてくれたんや！　エータくんの家からお金を借かりるなんて、それだけはしたくなかったんや！　この町にいられるようになってメッチャ嬉うれしいんやけど、それでも」

　泣いてるのか笑ってるのか怒おこってるのか、複ふく雑ざつな表情をしているルイに、栄太は目を細めて言った。

「あいにくだけど、あのお金は僕の家のお金じゃないよ」

「え？　ってことは……」

　しばし考えてから、ルイが華はなやいだ声をあげる。

「分かったで！　泥どろ棒ぼうを見つけてお金を取り戻したんやな!?」

「そうじゃないんだ」

　栄太は首を横に振った。

「あのお金は、僕とルイさんが、これから稼かせぐお金なんだ。鬼おにのなんでも屋でね」

「へ？」

　相あい変かわらずキョトンとしてるルイに、栄太は説せつ明めいした。

「これまで仕し事ごとをしたところを一いつ軒けん一軒回って、年間契けい約やくをしませんか？　って持ちかけたんだ。これから一年間、呼んでくれればいつでも駆かけつけて力ちから仕事を引き受けますって。料金は、何度呼んでくれても年間一万円ポッキリでどーですかって。びっくりしたことに、ほとんどのとこで契約してくれたんだよ。前の仕事っぷりが認みとめられてたってことだよな」

　栄太は苦にが笑いを浮かべた。

「鬼のなんでも屋、もうちょっと続けなくちゃいけなくなっちゃったけど、別にいいよね」

「エータくん！！！」

　ルイが栄えい太たの手をぎゅっと握にぎった。

「さすがや！！！　そないなことを思いつくなんて、さすがエータくんや！！！」

「前にも、言いかけたけど」

　少々照てれくさそうに、栄太は続けた。

「ルイさんがいなくなると、僕も寂さびしくなっちゃうからさ。だから、何とかしようって頭をひねったんだ」

「エータくんも、そないに思ってくれてるなんて。うち、嬉うれしいわ」

　ルイが、恥はずかしそうに目を伏ふせる。

「駅えきに入ろうとした時、この町での出で来き事ごとが頭に浮かんで来たんやけど、どれもこれもエータくんと一いつ緒しよのことばっかなんや」

　そんなことを言われてしまうと、栄太はもうドギマギしてしまう。

「ルイ……さん」

「エータくん」

　ちょとだけ、いい雰ふん囲い気きが流れた。

　いい雰囲気のまま、二人の仲なかが進しん展てんするのかと思われた。

　だけど、思わぬ邪じや魔まが入る。

　邪魔は、栄太のポケットから聞えてきた。

　ピルルルルルルルルル・ピルルルルルルルル・ピルルルルルルル

（こ、こんな時に……）

　少々、悔くやしい思いをしながらも、栄太は受じゆ話わ器きをとった。

『あ、もしもし。鬼のなんでも屋さんね。物置を大おお掃そう除じしたいから、全部運び出して欲ほしいんだけど』

　それで終わりじゃなかった。次から次へと依い頼らいの電話がかかってくる。

『あ、鬼のなんでも屋さんだろ？　シャベルカーが横よこ倒だおしになっちまったんだけど、急いで起こしに来てくれねーか？』

『鬼のなんでも屋！　埋まい蔵ぞう金きんを探さがす手て伝つだいをして欲しいんだ！　すぐに来いよ！』

『今度は三階建だてのビル、壊こわしてくれねえか？』

「大人気やな。鬼のなんでも屋」

　ルイが、ケラケラと笑った。

「前まえ金きんもらってもうたから、しっかりやらなあかんな」

　ルイが拳こぶしを握り締しめる。

「よっしゃあ、鬼のなんでも屋の復ふつ活かつやあ！　気き合あい入れて行くでえ！」

　元気よく歩き出すルイ、だけど、不ふ意いに足を止め振り向いた。

「うち、この町でエータくんと知り合えたこと、エータくんが鬼パンツの持ち主ぬしで、うちと鬼友になってくれたこと、すっごくラッキーやったと思うで！」

　最後に、力いっぱいの笑えみでこう言った。

「これからも、末すえ永ながくよろしくな！　エータくん！」
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　　　あとがき







　第一話の『ボーイ・ミート・ガール』。

　個こ人じん的てきには、けっこう気に入っている話です。

　肉にくもりだくさんのメニューをあれこれと考えるのがみょーに楽しかったっけ。

　そう、僕は肉好ずきなのです。

　焼肉も好きだし、しゃぶしゃぶも好き。すき焼きも好きで、もちろんステーキも好き。ハンバーグもソーセージもハムも好き。

　ティラノサウルスにあこがれるくらいの、肉好きです。

　ところが！　会社では、僕は無む類るいの魚好きということで通ってしまっています。

　これには理由があります。

　数年前、会社の同どう僚りよう二人と大おお島しまに旅に行ったのだけど、実はその二人。生なま魚ざかなが全まつたく食べられなかったのだ。

　民みん宿しゆくで出る刺さし身みを、仕し方かたなしに僕が二人の分も引き受けて食べること数日。

　それが、妙みような感じに会社で広まってしまったのです。

『阿あ智ちさんって、刺身が大好きなんだってね。いっつも三人前食べるってスゴイですね』

『阿智さんが一いつ緒しよだから、刺身が食べられる店に行きましょう。だって阿智さんは刺身を三人前食べる人だから』

『阿智がいるなら刺身はどかんと注文しても大だい丈じよう夫ぶだな。なんせ刺身を三人前食べる男だから』

　いや、そーじゃなくて！　嫌きらいじゃないけどそんなに好きじゃなくって！　三人前食べてたのは仕方ないからであって！

　なんて弁べん解かいもむなしく、未いまだに魚好きのキャラで通ってます。

　でもま、いっか。最近は何だか刺身も好きになってきたし。

　年取ってあっさり味好になっただけかも？　うーむ。





阿あ智ち太た郎ろう　
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年長野県生まれ。いろいろあって今は東京で会社員もしてる。上の写真は、真面目に仕事しているように見せかけてこれから居眠りをしようとしているところ。よく見破られる。
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イラスト／立たて羽は

４月15日生まれ、Ｏ型。彩の国在住。普段は塗り師やってます。鬼や吸血鬼や悪魔な娘大好きです。赤と白のが特に好き。最近は会社と家のループから抜け出せない日々を送ってます。改善せねば！
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